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抄録：サウス・キャロライナ州出身の白人女性作家 Julia Peterkin は，Scarlet Sister Mary において， プランテーショ
ンの黒人たちが話すガラ英語を用いながら，教会から罪人として追放され， 最初の夫に棄てられた後，父親の違う子供
を何人も産み育て，最終的に経済的にも性的にも自立した存在となる一人の黒人女性の姿を描いている．Peterkin 自身，
エリ トー階級の白人女性として南部家父長制社会における抑圧を敏感に感じ取っていたことが伝記的事実からうかがえ
る．彼女は，最初の出産の折，医者である父親によってこれ以上の出産には耐えられないと判断され，彼女の意識がない
うちに，不妊手術を施されることになる．この事は，父権制社会において女性が主体的に自身の性と身体をコントロール
する存在となりうることの困難を物語っていると言えるが，そういう点から考えると，男性に依存せず，性的に自由で，か
つ多くの子供を産む主人公 Mary は，作者の抑圧された状況を反転させた人物であり，また，抑圧や規範からの解放を
探求するための Peterkin 自身のペルソナでもあったと解釈できるであろう．Peterkin は自ら黒人女性のペルソナを借り
ることによって白人社会の批判を試みたとも言える．他の白人作家同様，Peterkinも本作品において完全にステレオタイ
プな黒人表象を免れているわけではないが，性規範の逸脱と同様，カラー・ラインの逸脱も重大な意味をもった当時の
南部社会において，あえて Peterkin が黒人女性の視点を通して白人社会を見ようとしたことは重要である．
キーワード：アメリカ南部文学，女性文学，セクシュアリティ，人種
White Lady, Black Mask：Race and Sexuality in Julia Peterkin's 
Scarlet Sister Mary
Miho Matsui
School of Design, Sapporo City University
Abstract: Scarlet Sister Mary, written by Julia Peterkin, from South Carolina, is the story of a black girl named Mary. 
Although Mary was expelled from her male-dominated church and community for being a sinner and abandoned by 
her husband, she lives socially, economically, and sexually independent from men. She also has several children, each 
of whom has a different father. In contrast to Mary, Peterkin, as a plantation mistress, seemed to feel confined within 
the genteel and male-dominated society of the South. Peterkin’s biographical facts show that Mary is the opposite of 
Peterkin herself. Throughout her life, she had suffered through traumatic experiences with her first delivery, after 
which she was sterilized by her father, who thought his daughter would never survive another delivery, because the 
first one had been so difficult. This sterilization clearly showed that in a patriarchal society where the sexuality of a 
Southern, white, middle-class woman is only utilized for the purpose of maintaining the legitimate white paternal 
line, her body was controlled not by her own will, but by her father, or men in general. Thus, it can be said that Mary 
is Peterkin, and that by wearing the black mask, Peterkin finds a way to criticize the male-dominated society that 
controls desire and the female body, exploring the possibility of female independence. In the South, where racial 
segregation had been fortified, it cannot be overlooked that Peterkin had assumed the black point of view to really see 
Southern society and relativize it in her fiction.
Keywords: Literature of the American South, Women’s Literature, Sexuality, Race
White Lady, Black Mask
—Julia Peterkin のScarlet Sister Mary における
人種とセクシュアリティ注1)
松井　美穂
札幌市立大学デザイン学部
はじめに
  本論で扱う作品は， アメリカ文学史では長く閑却されてきた
サウス・キャロライナ出身の女性作家 Julia Peterkin (1880-
1961) の 1929 年ピュリッツアー賞受賞作品（出版は 1928 年）
Scarlet Sister Mary である．Peterkin の作家活動のピークは
1920 年代前半から 30 年代初頭にかけてであるが，この時
期はアメリカ南部における文芸復興，いわゆる “the Southern 
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編集するThe Smart Set や当時， 南部の文学の復興を目指し
てヴァージニアで発行されていた文芸雑誌 The Reviewer に
短編を発表するようになったのである．Elizabeth Robeson が
指摘するように， Peterkin にとって「Lang Syne の黒人社会
を書くという決意は、抑圧的なヴィクトリア朝文化からの彼
女自身の疎外状況， そしてそこからの逃避を映し出していた 
(her decision to write about Lang Syne’s black community 
reflected her alienation and flight from a repressive Victorian 
culture)」と言える注 6)..
2. Scarlet Sister Mary
　Scarlet Sister Mary は他の Peterkin の作品同様，白人のい
ない黒人のみのプランテーション “Blue Brook” を舞台とし
ている．かつての白人の屋敷 Big House は白人がいなくなり， 
William Faulkner 的な， 幽霊のさまよう廃墟となっていること
が最初に描写される .
A great empty Big House, once the proud home of the plan-
tation masters, is now an old crumbling shell with broken 
chimneys and a rotting roof.  Ghosts can be heard at sunset 
rattling the closed window-blinds up-stairs, as they strive 
for a glimpse of the shining river that shows between the tall 
cedars and magnolias. 注 7)
しかしここで描かれるのは Faulkner のような衰退して行く白
人エリ トーではなく， 自然に密着し， 困難に耐えながらも自足
して生きる黒人の姿である．主人公はこのプランテーション
に住む両親がいない Maryという少女である．彼女は 15 歳
で Julyという青年と結婚するが， 結婚式の日すでに妊娠して
いることを育ての母であり信心深い Maum Hannah に見破ら
れ非難される．さらに， Mary は結婚前に洗礼を受け “Sister 
Mary”となっていたのであるが， 結婚式の後， 禁じられたダ
ンスを行ったことにより教会から “sinner”として追い出され
る .さらには， 月足らずで十分に成長した赤ん坊を産んだため
に， 姦淫の罪が皆に知れ渡ることになる．“Scarlet sin” をおか
し “sinner”となっても Mary は幸せな結婚生活を当初送って
いたが， そのうち July は Mary の親戚でもある Cinderという
女性と出歩くようになる．同時に July は Mary が自由に振る舞
うことを許さず， 家事労働に束縛しようとし， それに対しMary
は自分も楽しむ権利があると抵抗する．Mary は July を取り
戻すべく「白魔術」も「黒魔術」も使えるDaddy Cudjoe のと
ころへ行って “love-charm” を手に入れるが，  July は Cinder
とともに家を出て行く．July が出ていった後しばらくMary は
悲しみに打ちひしがれるが， “love-charm” によりJuly の兄弟
June を魅惑しその子供を産む．その後， Mary は自ら働き子供
Literary Renaissance” の始まりとも重なる．その中で Peterkin
の作品の特異な点は， 彼女がサウス・キャロライナのプラン
テーションの女主人として自分がよく知っている黒人の世界
を， 彼らが使っているガラ英語を用いて描いた， という点にあ
る．その黒人の描き方は，従来のステレオタイプな黒人表象と
は違い， 彼らを「人間」として描いたとして， 白人のみならず， 
ハーレム・ルネッサンスの黒人の作家， 批評家（例えば W. E. 
B. Du Bois, Countee Cullen, James Weldon Johnson, Alain 
Locke など）からも評価された注 2)．一方南部社会では， ブル
ジョワの白人女性が黒人の状況を共感的に描き， また白人女
性が知らないことになっていることを， あるいは描くべきでは
ないことを描いたということで， 無視されるか， 非難されるこ
とが多かった．さらには， Scarlet Sister Mary は性的な事柄
を扱っているのでボストンで発禁にもなった．いずれにしても
Peterkin は， 1920 年代は黒人を描く南部白人女性としてアメ
リカにおいて有名作家であったが， 現在ではアメリカ文学史に
おいても南部文学史においても取り上げられることがあまりな
い．本稿の目的は， Scarlet Sister Mary を 1920 年代の南部に
おける人種， セクシュアリティ， 文学の相互関係の枠組みの中
におき， 改めて南部文芸復興の胎動期におけるその作品が持
つ意味を考察することにある .
1. Julia Peterkinと黒人社会
　Peterkin は， そもそも作家を目指していたというわけではな
い．彼女はサウス・キャロライナの著名な医者の娘に生まれる
が， 生後まもなく母が亡くなったために， ガラ英語を話す黒人
乳母 (Maum Patsy) に育てられる．そのことにより， 彼女は「標
準的な英語 (standard English)」を覚える前にガラ英語を覚
え注 3) ， また黒人たちの習慣， 迷信， 生活態度などを吸収する
ことで， Landess の言葉を借りれば， 黒人の乳母や子供達と
密接に過ごして育った白人子供達によくあるように， 物事を 
“double vision” を通して見るようになった注 4)．さらに， 1903 年
にサウス・キャロライナの巨大なプランテーション (Lang Syne 
Plantation) の継承者との結婚後は 4 〜 500人の黒人労働者
に囲まれる生活を送ることになり， ヴィクトリアニズムが支配
する南部白人上流社会の中にあって， 女主人としての孤独感
や抑圧や不自由を， 黒人の女性達と交わることで解消していく
ことになった．話す話題も上品な事柄に限られ， 感情をあらわ
にすることも， 言い争いなども表立ってすることはない閉塞し
た上流階級の生活の中で Peterkin は， 黒人の「友人達」が何
ら禁忌もなく過ごしているように見えるその様子をうらやまし
く思っていた (Julia envied her black friends for their apparent 
freedom from inhibitions) 注 5)．そして， 子育てを終えた 40 歳
代になって書き始めたプランテーションに関するスケッチが， 
Carl Sandberg や H. L. Mencken に認められ， Mencken が
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次第に男性中心的な社会のあり方を批判的に見るようになり， 
かつては夫を巡るライバルであった Cinderとの関係において
も女性同士の連帯感を見いだすことになる .
Thank God, she knew men at last, and she knew that not one 
of them is worth a drop of water that drains out of a wom-
an’s eye.  Once, long ago, she used to think that Cinder was a 
mean, low-down hussy, but now she knew Cinder was not to 
blame for July’s sins. 注 11) 
そして男性のように強靭な肉体を用いて労働に従事し， 男性
の力を借りずに経済的にも自立して行くというように， ジェン
ダーの境界も越えた存在となっていく .
“… Me an’ my chillen don’ need no man.  We can git on better 
widout em. I can easy pick three hundred pound o cotton in a 
day.  I can hoe a acre clean o grass quick as any ’oman on de 
whole plantation. …” 注 12) 
だから家を出てから15 年以上経って July が戻って来た時も， 
Mary は彼を家には戻らせない .
  Maryと信仰のテーマに関しては ,Peterkin は物語の最後に
諷刺のきいたエピソ ドーを用意している．Mary は Julyとの子
供Unex（彼は Maryにとっては唯一の “heart-child” であった）
が病気で亡くなると， 悲しみと絶望に打ちひしがれ， 誰もいな
い森で一人神に祈りを捧げようとする．するとそこに Unex が現
れ， Mary のそれまでの “scarlet sin” を視覚的に提示するが， 
Mary はそれを見て自らの罪を悔い， ついには彼女の罪を象
徴する赤い縞模様が消えるという経験をする .
Unex called her, but when she turned her head to find him 
she saw an open grave.  Her naked soul stepped down into it. 
Unex spoke:
  “Looka dat white cloth on de ground.”
  There it was, right at her feet.
  “You done give your soul for dat.”  He began weeping.  “You 
see dem stripes red on de cloth, enty, Si May-e?”
  There they were, ten stripes red like blood across the width 
of white cloth.
  “Dem scarlet stripes is Jedus’ blood.  Every sin you had laid 
a open cut on Jedus’ back.”
  …
One by one all the stripes were gone and the cloth became 
shining and beautiful.  It was white as snow.  Whiter than 
snow, and so shining her eyes could not face it. 注 13) 
を養いながら， さらに 15 年の間につぎつぎと父親のちがう子
供を産み， 物語の最後には， 未婚の娘の子供を含め 10人の
子供の母となる．　  　
　このように， 本作品は Maryという孤児である黒人少女が， 
プランテーションの信心深い黒人や教会からは “sinner”と非
難されながらも， 自身は欲望に忠実であることを選び， 最終
的には経済的にも精神的にも男性から， あるいはコミュニティ
から自立した存在になっていく様を描いた成長物語である．こ
の成長のプロセスを通して， Peterkin は個人としての Maryと
コミュニティや教会という制度の対立， 欲望と信仰との葛藤な
どを鮮明に描いていく．例えば Mary は， 教会の教えを硬直し
た考え方として批判して,地上的な快楽を是認する .
They all belonged to Heaven’s Gate Church, whose strict 
rules tried to curb their conduct.  They allowed no ground 
between sinners and Christians. 注 8) 
… to save Mary’s life she could not keep her mind fixed on 
the joys of Heaven, but sought her pleasure right here in this 
world, where pleasures are in such easy reach.  She believed 
in God and Satan and Heaven and Hell too, and she had no 
doubt that sinners fed Hell’s fires, but the rules of Heav-
en’s Gate Church made the Christian life very difficult for a 
young, strong, healthy woman. 注 9) 
また， 同じように彼女が属するコミュニティに関しても， 人々
は従来の考えを受け入れるだけで,自分で考えることをしなく
なっていると批判する .
… both of them (Budda Ben and Mary) resented many of the 
ways and customs of the plantation people who never stopped 
to think about things, and accepted ideas and beliefs which 
were handed down to them, the same as they accepted the 
old houses where they were born and worked in the same old 
fields which their parents and grandparents had salted with 
sweat. 注 10) 
このように， Mary は人々の行動を制限する教会や， 異端者を
疎外するコミュニティを批判する．しかし注意しなければいけ
ないのは,上記の引用部分は地の文で書かれており， こういっ
た批判が語り手／作者の批判なのか Mary の批判であるのか
曖昧となっていることである．伝記的な背景を考えると， ここ
でのこの Mary の疎外状況は， プランテーションの社会で閉
塞した状況にあった作者 Peterkinとも重なるように思える .
　さらにこうした葛藤や対立を通じて， Mary は次第にフェミ
ニスト的な考えを抱くようになることも見逃せない．Mary は
札幌市立大学研究論文集　第 7巻　第 1号（2013）6
　このように Scarlet Sister Mary は， 最初の結婚で romantic 
love が幻想に過ぎないことに気づいた若い女性が， 信仰と欲
望の狭間で， またコミュニティと個人の狭間で格闘しながら， 
精神的にも経済的にも性的にも男性に依存しない自立した女
性となって行くという成長物語である．と同時に， タイトルが
示す通り， この物語は Nathaniel Hawthorne の The Scarlet 
Letter (1850) を， 黒人女性を主人公に書き換えたものとも言え
る注 17)．Mary は近代社会から見れば迷信と思えるものを信じ， 
識字教育や近代的な技術（例えば， 白人女性が教える近代的
なお産の技術）には否定的であり， 自然に密着した生活を送っ
ている点では primitiveness を象徴する存在である .しかし女
性としての在り方に関してみれば19世紀末から20世紀に入っ
て出現した New Woman やフラッパ （ーこれらはもっぱら白人
女性に与えられた名称であったが）と言ってもいい存在である．
実際， Blue Brook においても女性の在り方が変化しているこ
とが語られている―“Times is changed, Si May-e.  Womens is 
changed too.  Nobody can’ rule a ’oman by switchin em dese 
days.  Dey hides is pure tough.  A leather strap can’ sweeten 
em now” 注 18) ．自主独立に生きていく個人主義者 Mary は， プ
リミティブな世界に生きながらもその生き方は現代的であり， 
さらに言えば、彼女自身アフリカニズムというよりもむしろアメ
リカニズムを体現する人物にも見える .
　とすると Peterkin は本作品で白人女性でありながら， 黒人
女性作家 Zora Neale Hurston が Their Eyes Were Watching 
God (1937) において主人公 Janie を通して「黒人女性」とし
ての新たなジェンダ ／ーセクシュアル・アイデンティティを追求
して行ったように， 新しい黒人女性の主体的な生き方を追求し
たのであろうか．確かに主人公は黒人女性であるが， Peterkin
がこの小説を書いた背景を考えてみるとむしろ作者はMaryと
いう「黒人女性」を通して「白人女性」としての新たなジェンダー
／セクシュアル・アイデンティティを追求して行ったように思
える．Peterkin の伝記的事実を参照すると， Mary は Peterkin
の置かれた状況を反転させた存在であると言える．Peterkin自
身結婚してすぐに妊娠するがその出産が難産だったため， 医
師である父親は，娘がこれ以上の出産には耐えられないと判
断し，  Peterkin が意識のないうちに不妊手術 (sterilization) を
ほどこす（この時誕生したのは息子であったため，  Peterkin 家
の男子の家系はとりあえず維持できる見込みであった）．夫が
許可したとは言え， 自身知らないうちに父親によってこのよう
な手術をされたことは， 後に父親のみならず， 夫， さらにはそ
の出産によって生まれた息子に対しても， 怒りなどの複雑な
感情を持たせることとなる．Susan Millar Williams によれば
Peterkin は「不妊手術をしたことで父を憎み， それを許可した
ことで夫を憎み， 彼女を引き裂いたことで赤ん坊のWilliamを
憎み (She hated her father for sterilizing her, she hated Willie 
for sanctioning him, and she hated baby William for tearing 
このように罪のあがないと， 神の許しという啓示を受けた
Mary は， 教会に呼ばれ， 彼女の経験が， 本当に神が彼女の
罪を許したことを意味するのか， あるいは悪魔が彼女を騙し
ただけなのかを判断されることになる .その際， Mary はイヤ
リングと “love-charm” を身につけるかどうか逡巡するが（そ
れをつけることは罪深いことである可能性がある）， 以下のよう
に， 最終的に deaconもしょせん男性であるから “love-charm” 
によって支配しなければいけないと考える .
  Instead of tarnishing, the earrings had got brighter with the 
years.  They glittered as gaily as on the first day she ever saw 
them.  Should she wear her charm?  Would it be sinful to wear 
it to-night?  She looked in the glass and asked the question to 
herself. One of her minds said, “ Take it off.”  The other mind 
said, “Don’t be a fool, keep it on.”  The earrings shook and 
twinkled.  The deacons were men who needed to be ruled in 
her favor to-night.  She would wear the charm too. 注 14) 
 
そして，　彼女の再洗礼に関して賛否両論がでたのち， “the 
head deacon” である Brer Dee が Mary の洗礼を許可し，　
Maryもそれを受け入れるがその時、彼女のイヤリングは「陽
気で， 大胆で， 光輝いていた (… as she bowed she felt her 
earrings dangle.  They were not down-hearted, but gay and 
bold and shiny)」 と描写される注 15).　さらに物語の結末で
は， Daddy Cudjoe からもう必要ないだろうから彼が渡した 
“charm” を返してくれと言われてもそれを手放すことを拒否す
るのである .
  “If you gwine to quit wid mens now, Si May-e, do gi me you 
conjure rag.  E’s de best charm I ever made.”
  Mary looked straight into his eyes and smiled as she shook 
her head.
  “I’ll lend em to you when you need em, Daddy, but I couldn’ 
gi way my love-charm.  E’s all  I got now to keep me young.” 
注 16) 
つまりMary は表向きは罪を悔い， 再度の洗礼を許され教会
の信徒として再び受け入れられることになるが， 内面において
は最後まで欲望を捨て去ることを拒否するのである．この結末
は， Maryの改心あるいは信仰とは個人的な内面の問題であっ
て， それまで彼女を迫害し， また自身批判してきた（男性中心
的な）教会という制度とは関係のないものであることを示して
いると言えよう .
3. Maryと Julia Peterkin
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ているのは大いなる皮肉であろう．Peterkin は要するに Mary
という黒人女性に成り代わることで， 白人女性として自らを
取り巻く社会システムを相対化し， 批判しているのである．
Keith Cartwright が指摘するように Peterkin にとって Mary
は “masked double” であり注 24)，  つまりは Maryとは Julia 
Peterkin が黒い仮面をまとった人物でもあるのだ．このような
コンテクストからみると， 黒人女性と白人女性が密かに通じ
合っているとも思われる場面が，　以下の場面である .
  The great silent house looked grand and solemn, with its 
high gray roof and tall red chimneys.  She had a timid feeling 
when she walked near it or sat alone in the garden, lest a ghost 
of somebody who once lived there, a servant or one of the 
fine white ladies, should call out to her and ask her what she 
wanted. 注 25)
Mary はしばしば廃墟に行き考えごとをし， 時に “fine white 
lady” が話しかけてくるのではないかと想像する．この最後
に「何が欲しいの？」と問いかける主体， そしてまた問いの内
容の欲望の主体， つまり “she”とは， どちらも Mary でもあり
Julia Peterkinでもあるのだ .
　実は Peterkin は彼女が「最初に黒人の視点から書いた作
品」でもある初期の短編 “A Baby’s Mouth” で注 26)，  voiceless
な状態から「声」を獲得するプロセスを， グロテスクなアレゴ
リーの形で描いている．Peterkin 自身は， このストーリーはプ
ランテーションで実際にあった話がもとになっている，と述べ
ている注 27)．これは， 口がない状態で生まれた黒人の赤ん坊を， 
midwifeでもある (本作品にも登場する) Maum Hannah が， 
「誰かが切って口を開けなければ死んでしまう (“Somebody 
got to cut a mout’ fo’ dat chile,” ….“Dey got to.  Ef dey don’t, 
he gwine dead.” )」注 28) と言って自ら皮膚を切り裂き， 口を開
け， 最後には， 赤ん坊は声をあげ助かる， という話である．
Williams によると Peterkin は， この作品を Mencken に送る
時に， これを読めば口があることのありがたさが分かるだろう
という主旨のコメントをつけたという．つまり， Williams が指
摘するように， Mencken のような白人男性は生まれながらに
当然のごとく「口」を持っているが， そうではない人間もいる
のだということを皮肉っているのである注 29)．Peterkin はこの
ように， 人種のラインを越え， グロテスクな身体に入れ替わる
ことによって， 自らの voiceless な状態からの解放の契機を手
に入れた．そうやって「口／声」を手に入れなければ， Maum 
Hannah が言うように， Peterkin は死んだような状態で生きつ
づけなければいけなかったであろう．Maum Hannah のモデル
は， Lang Syne の Maum Vinner であり彼女は Peterkin が産
後２年間床に臥せっている時に献身的に世話をし， 彼女を孤
独から救った人物である．Robeson はこういった Peterkin に
her apart) 」， 手術から 50 年程経ってもその憎しみは解消さ
れなかったのであり，  つまりは Peterkin にとってフィクション
を書くことはこの3人の男性に対する一種の復讐であったと指
摘する注 19).
　この父による不妊手術は， 家父長制社会にあって女性の肉
体は自らの意志によってではなく，「父」によって管理されるも
のであることを如実に示していると言えよう .そもそも南部社
会にあっては，南部女性神話が（中上流階級の）白人女性の
セクシュアリティを規定していた．Anne Goodwyn Jones が指
摘するように， 白人女性は性的に純潔な存在であり， その身
体は白人の正当な家系を維持するための種を植える場所とさ
れた（The lady’s and the belle’s ‘sexual purity’ … guarantees 
a legitimate family line that is pure white: here is where the 
white man plants his seed）注 20)．一方， 性的な欲望は黒人に
属するものであり， Diane Roberts の言を借りれば， 南部にお
いては「sexualityとは黒いものとして表象される (Sexuality 
itself is represented in Southern culture as something black)」
のであり注 21)， 南部の法は black sexuality を抑圧することに
よって成り立っていたのである (Southern legislation was built 
upon the suppression of black sexuality) 注 22)．要するに南部
の中上流階級の白人女性の純潔は， それ自体が人種の差異を
構築するものであったのだ（もちろん白人男性は例外であり， 
ジェントルマンであるとともに， 黒人女性の性を搾取すること
も可能であった）.それゆえ白人女性が欲望の主体となること
は， 例えば， Faulkner の The Sound and the Fury (1929) にお
いて南部の名家の長男である Quentin Compson が妹 Caddy
の性的な行動を何故「黒人のようなことをするのだ」と非難し
嘆いているように—Why must you do like nigger women do in 
the pasture the ditches the dark woods hot hidden furious in 
the dark woods 注 23)， それは人種の境界をあいまいにし， 南部
社会の秩序を崩壊させる可能性をもあったのである．だからこ
そ， 南部家父長制社会はそのシステムを維持し， 支配階級の
白人男性の利益を守るためには， 白人女性の欲望と身体を厳
しく管理する必要があったのであり， 白人女性には自らの欲望
と身体を管理する権利は表向き与えられていなかったのであ
る．非性的な存在としての白人女性像も、性的な存在としての
黒人像も白人男性中心の南部社会が、そのヘゲモニーを維持
するために構築したイメージであったのだ .
　言ってみれば， 欲望に忠実に父親の違う子供を次 と々産み， 
自立した存在として生きるMary は， 夫の父系を保つための
子供を産んだ後に， 自らの父に不妊にさせられた Peterkin の
抑圧状況の裏返しとも言える．白人社会が抑圧し排除し黒い
ものと規定した黒人女性のセクシュアリティを通して Peterkin
は， そのスティグマ化されていた（黒い）セクシュアリティの
意味を転覆させるとともに， 同時に白人女性の sterility を告
発するのである．だから Peterkin 自身がこの作品を夫に捧げ
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縁化し， 排除してきた， 自分とは異質な他者である黒人の文化
に明らかに魅了されていることである . 彼女自身初期のエッセ
イでそのことをナイー ブとも言えるくらいに率直に述べている .
None of the diversions I knew best were in reach of me.  … 
Boredom troubled me.  Life threatened to stagnate.  Sinister 
questions without answers crept into my mind and rankled.
  One question that persisted was, how could the Negroes, 
people whom I pitied as ignorant, poor, dependent creatures, 
be so contented, so happy and care-free, here, where my days 
were often tedious and dull?  They were pitifully destitute of 
material things; they had to work constantly for life’s neces-
sities; few of them could read or write; and not one of them 
had what is commonly regarded as education.  Yet, for the 
most part, they were not only cheerful and merry, but they 
met what life sent with courage and grace.  Why couldn’t I do 
it as well as they could?  What ailed me?
…Love, Birth, Death, Joy, Sorrow, all walk stark in the o- 
pen here with an arrant frankness.  It was often shocking, and 
yet, against the vivid, colorful lives of these black people, my 
quiet, orderly, idle, peaceful existence began to look strangely 
drab and dull. 注 34) 
 
  Peter Stallybrass と Allon White が指摘するように， ブル
ジョワ的主体は “low”として（汚れた， 不快な， 騒 し々い， 汚
染するものとして）線引きしたものを排除することで自らを定
義するが， まさにその排除がそのアイデンティティを形成する 
(The bourgeois subject continuously defined and re-defined 
itself through the exclusion of what it marked out as ‘low’ — 
as dirty, repulsive, noisy, contaminating. Yet that very act 
of exclusion was constitutive of its identity) そしてその “the 
low” は否定と嫌悪のしるしのもとに内面化されるのである
が (The low was internalized under the sign of negation and 
disgust)， 嫌悪はいつも欲望の痕跡をまとうのであり，「他者」
として一見放逐されたかのように見えるこういった下部の領域
は， ノスタルジアとあこがれと魅惑の対象として回帰するので
ある (But disgust always bears the imprint of desire.  These 
low domains, apparently expelled as ‘Other’, return as the 
object of nostalgia, longing and fascination) 注 35)．白人中心で
あるアメリカにおける黒人性とは， 「白くないもの (what white 
is not)」注 36)であり， それは白人が抑圧したものの外部的な投
影である．白人が自らの優位性を確保し， そのアイデンティティ
を維持するためには， 黒人の存在が必要であった．しかしそ
の抑圧し， 排除していた欲望が， ノスタルジックに黒い／グロ
テスクな身体を通して回帰する .しかも， それは汚れとか， 忌
むべきものとしてではなく， 解放の契機として回帰してくる．つ
おける 「異形の子供や死（infant disfigurement and death）」
というテーマは彼女自身の sterility のメタファーであり， 「恐
ろしい真実（the awful truth）」に対峙しようとするモダニスト
的な勇気の現れと見ている注 30)．このように Peterkin は黒人を
描きながら， 実は白人女性としての自らの問題を描いていたの
である．このことについては多くの批評家が指摘しているとこ
ろであり， 例えば Leder は黒人の登場人物は Peterkin にとっ
ての “veil” であると注 31）， あるいは Robeson は 黒い皮膚とい
う “cover” であると説明している注 32).
　ところで 1920 年代は， 第一次世界大戦後の性の解放の流
れに沿って， フラッパーのような新たな性的主体となり得る女
性が出現し， 南部においてもそれまでの性規範が大きく揺ら
いだ時期である．一方で白人社会， 白人男性は， 未だ黒人男
性による白人女性レイプの神話， そしてそれが引き起こす人種
の混交の恐怖に怯え， 故に Jim Crow 法とリンチなどの暴力
によって人種の分離を強化していった時代でもある．こういっ
た動揺を 20 年代の南部作家はその作品において中心的な
テーマに据えている．例えば Peterkinと同じくThe Reviewer
で活躍していた女性作家 Frances Newman は 1926 年の The 
Hard-Boiled Virgin において， 南部白人男性によるレイシズム
とセクシズムを基盤とした家父長制社会を批判し上流階級の
白人女性が性欲を持ちうることを， 非常に難解で実験的／モ
ダニスト的な文体を用いて描いた．また Faulkner も先述した
1929 年の The Sound and the Fury において， 上流階級の白
人女性が結婚外で処女を失い， さらに妊娠したために一家が
没落して行く話を「意識の流れ」の技法を用いて描き、この
作品はアメリカ南部文学の傑作としてだけではなく， モダニズ
ム文学の傑作としてみなされるようになるのである注 33)．このよ
うに， Newmanも Faulkner も白人女性のセクシュアリティが
南部社会の家父長制システムと強力に結びついている故，そ
れが社会秩序の維持のための根幹の問題であることを察知し，
「南部とは何か」ということを「人種と性」の問題を軸にしな
がら探求して行ったのである．問題は， black なセクシュアリ
ティではなく， white なセクシュアリティなのだ．そしてこういっ
た問題追求が 20 年代の南部文学の隆盛につながって行った
とすれば， やはりPeterkin の小説も看過できないものと言え
るであろう．そして， 仮に Peterkin を改めて南部文芸復興の起
源に位置づけるのであれば， その点で彼女の作品が持つ重要
な意味とはなにであろうか．最後にその点について考察したい .
4. whiteness, blackness, grotesqueness
  
　先ほどから述べているように Peterkin は黒人女性の登場人
物を通して白人女性としてのアイデンティティを探求した．それ
は， 自身に声を与えるために， 異人種を隠れ蓑に利用したと言
えるであろう．しかし， ここで重要なのは， Peterkin は白人が周
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Breath, Birth, Boundaries. Mississippi Quarterly 59. 1: 67, 
2005
32) Robeson, 770
33) Newman のモダニストとしての再評価については拙
論「モダニズム， ジェンダー， The Hard-Boiled Virgin-
Frances Newman の再評価に向けて」(『北海道英語英
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してクエンティン」(『フォークナー』13:105-113, 2011) を参
照されたい .
34) Julia Petekrin: “Seeing Things.” Ed. Frank Durham. 
The Collected Short Stories of Julia Peterkin. Columbia: 
University of South Carolina Press, pp. 64-66, 1970
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ics of Transgression.  Ithaca: Cornell University Press, p. 
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官学民の連携による
地域に根ざした健康教育演習の実際と学習効果
清水　光子　櫻井　繭子　田仲　里江　山田　典子
札幌市立大学看護学部
抄録：本研究は，本学の健康教育演習における学生の学びの実態と，高齢者の健康づくり行動への影響及び官学民の
連携の方向性について調査検討することを目的とし，平成 23年度の健康教育演習に参加した本学の学生と協力が得ら
れた老人クラブ会員にアンケ トー調査を，行政の担当者にインタビュー調査を実施した．多くの学生は，対象集団のアセ
スメント，健康教育指導案の企画と内容に適した媒体を作成すること，適した方法で健康教育を実施することが出来た
と回答した．老人クラブ会員と学生の双方向コミュニケーションにより，学生は健康教育に必要な情報を対象のイメージ
と共に収集でき，対象に適した方法を考えることができたと推察される．老人クラブ会員は，学生との交流の満足度が高
く，自身の身体や心の状態などを学生に伝えることが出来ていた．また，学生が実施した健康教育への満足度は高く，こ
れからの生活に役立つと回答していた．高齢者にとって学生との「交流」や「健康講話」は，健康づくり活動や社会参加，
及び社会貢献の場になっており，参加者のニ ズーや期待に沿ったものであったと考えられる．行政の担当者は，学生とク
ラブ会員の交流会は高齢者にとっては世代間交流になり，学生にとっては高齢者理解のために効果的であると考えてお
り，多くのクラブが本事業に参加できることを望んでいた．今後は， 学生も高齢者も満足度が高まるように，老人クラブ，
行政，大学がさらに連携を深めていきたい．
キーワ ドー：官学民連携，健康教育指導法演習，老人クラブ，交流会
Actual Situation and Effects of Locally Oriented Health Education Practice by 
the Collaboration of Administration, Academics and Private Sectors
Mitsuko Shimizu，Mayuko Sakurai, Rie Tanaka, Noriko Yamada
School of  Nursing, Sapporo City University
Abstract: The goal of this study is to investigate and review the reality of the students’ learning situation, effects 
on the health developing activities by the people of advanced age, and the directionality of collaboration among 
administration, academics and private sectors, in the health education practice of this university. We implemented a 
questionnaire/survey on our students who participated in the health education practice in 2011 and the senior citizen’s 
club members, who agreed to cooperate with us. We also interviewed the administrators in the government.Many 
students answered that they were able to create media that fits the assessment of the target group and the plans and 
contents in the health education guidance proposal.The senior citizen’s club members were highly satisfied about the 
interaction with the students. They were able to convey their physical and mental conditions to the students. Their 
satisfaction level on the health education provided by the students was also high, indicating it would be useful in 
future living. For the people of advanced age, “interaction” and “health talk” with the students are their opportunities 
to participate in health promotion activities or society and social contributions; therefore, these activities seem to 
meet the needs and expectations of the participants. Administrators of the government believe that interactive meeting 
of the students and the club members serves as an interaction opportunity with different generations for people of 
advanced age and an effective opportunity to understand the people of advanced age for the students, and was hoping 
that many clubs would be able to participate in this project.  
Keywords: Collaboration of administration, Academics and private sectors, Health education guidance method 
practice, Senior citizen’s club, Interactive meeting 
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「市立大学と進めるすこやかで安心なまちづくり事業」は平
成 22年度で終了したが，「交流会」は ,大学及び老人クラブ
の要望により継続実施している．3年間の本演習における学
生の意見は，「高齢者を理解できた」「健康教育の理解が深まっ
た」などの学習効果がみられる反面，「アセスメントと健康教
育実施の期間が空きすぎる」「1グループの学生の人数が多い」
など運営に関する課題を残す結果となった．老人クラブ会員
は，学生の訪問を楽しみにしていたが，参加クラブの固定化
と開催日時に課題があった．また，官学民の連携のあり方に
ついては明らかな評価が得られていない．
そこで，本研究は ,本学の健康教育演習における学生の学
びの実態と高齢者の健康づくり行動への影響 ,及び官学民の
連携の実際について調査をし， 健康教育演習における課題を
明らかにすることを目的とした．本研究の結果は，大学にとっ
ては効果的な健康教育演習を検討する資料となり，老人クラ
ブには本演習を含めて今後の活動に反映できる内容を提供で
きる．また，官学民の連携のあり方についても再検討する資
料が得られると考えた．
Ⅱ．研究方法
1．研究対象者
1)平成 23年度の健康教育指導法の演習に参加した本学看護
学部 3年次生　91名
2)平成 23年度の演習に協力した７老人クラブの会員のうち，2
回目の「健康に関する交流会(健康講話 )」に参加した方　
145 名
3)A 市 B 地区 C 部で老人クラブを担当している行政の事務職
員(以下担当者という)　2 名
2．対象の選定方法と選定理由
対象 1)は，学習効果を判断するため演習に参加した看護
学部生とした．
対象 2)は，A 市 B 地区 C 部が B 地区老人クラブ連合会
を経由し，本演習に協力を申し出た老人クラブの会員である．
本演習についての評価などを目的とすることから「健康に関す
る交流会(健康講話 )」に参加した高齢者とした．
対象 3)は，官学民の連携の成果や課題についてのデータ
を収集するため， B 地区 C 部 D 課 56 名のうち，老人クラブ
と大学とのコーディネーターとして活動した事務職員2 名とし
た．
3．実施場所
対象 1)は，本学の教室とした．
対象 2)は，各老人クラブが実施されている会館などとした．
対象 3)は，B 地区行政機関の会議室とした．
Ⅰ．緒言
保健師の看護活動は，地域の人々の疾病予防や健康増進
への支援であり，人々自らが健康や生活上の課題を認識し，
日頃の生活習慣などを改善する行動が主体的にとれるように
することである．人々のそれらの能力を向上させるために，
保健師は家庭訪問，健康診査，健康相談などにより保健指
導を行っている．人々の行動変容は，対象の個人・家族への
支援と共に，集団への学習支援が効果的であることが知られ
ており 1)，地域では集団健康教育の形で対象に提供すること
が多い．その支援のあり方を考えるのは健康教育を担う保健
師の課題である 2)と言われている．看護教育における健康教
育の技術習得は，主に保健師教育に位置づけられ，健康教
育の理論や方法論の講義及び学内演習の後，地域看護学臨
地実習で住民を対象として体験的に学ぶ方法をとる大学が多
い．健康教育の諸記録から学習効果を分析した報告によると，
健康教育の内容に関する知識が不十分のまま健康教育の実
施に臨んでいる 3)，対象者の健康課題の把握が十分でない 4)，
目的・目標を明確化していない 5)など健康教育の基本的な技
術の習得に課題を残していると考えられる．
本学の健康教育指導法は，看護の基盤となるもの(ヒュー
マンケアの基本)に位置づけられ，地域看護学領域で担当し
ている．地域の人々の健康や生活状況から，健康課題を抽出
し，効果的な健康教育の計画・実施のプロセスを学ぶには，
フィールドでの演習が効果的である．そこで，A 市 B 地区の
「市立大学と進めるすこやかで安心なまちづくり事業」の一
環として，A 市 B 地区 C 部，及び B 地区老人クラブ連合会と
大学が連携して，「看護学部学生による健康に関する交流会」
(以下「健康に関する交流会又は交流会」という)を，平成
20 年度から22年度まで実施することとした．
健康に関する交流会の目的は，学生にとっては，高齢者の
生活や健康に関する理解を深め，看護援助の方法を学ぶ場
とすること，特に①対象の健康課題の特定，②健康教育の
企画，運営，評価を重点目標とした．市民にとっては，生活
習慣病や介護予防に役立つ情報が得られると共に，大学の
教育に協力するという社会参加や地域貢献の機会 6) とした．
また，A 市 B 地区 C 部にとっては，地域における保健・医療・
福祉に関する課題に対応していくために，大学との連携協働
の仕組みづくりの構築を目指すものとした．さらに，健康に
関する交流会は，学生と市民の世代間交流の機会になり地域
福祉に貢献できると考えた．
演習は，協力が得られた７～10か所の老人クラブに学生
が訪れ，高齢者と交流しながら高齢者の健康と生活の実態を
情報収集する．その後大学でクラブ会員のニーズに対応した
健康教育を企画し，再度老人クラブに学生が訪れ健康教育
(健康講話 )を実施し，評価するものである．
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担当者には，A 市 B 地区 C 部 D 課長及び担当者の双方に，
研究への協力は担当者の自由意志であり，なんら強制力が働
かないこと，研究に協力することにより一定程度の時間を費
やすこと，いつでも研究の中止を申し出ることができることを
説明した．
本研究は札幌市立大学倫理委員会の承認を得て実施した
通知 No.1130-1)．
7．調査内容
1)学生の調査内容は，高齢者のニ ズー把握とアセスメント12
問，健康教育の理解18問，参加者への効果 9問，自分の役割・
演習方法への意見 5問の計44問とした．
2)老人クラブ会員の調査内容は，会員の背景4問，健康に
関する交流会の参加目的と満足度4問，健康教育の内容と日
常生活への影響 8問，演習への意見 2問の計18問とした．
3)担当者の調査内容は，事業の成果，困難だったこと，展望，
官学民の連携に関する意見とした．
8．分析方法
1)数的データは，PASW Statistics 18（SPSS Inc, Chicago, IL, 
USA）を使用し，単純集計後，学生はグループメンバーとの
関係性，クラブ会員は性別との関連についてχ2乗検定を行っ
た．有意水準は 5％未満とした．
2)質的データは，逐語化し意味内容により分類整理した．
Ⅲ．研究結果と考察
学生のアンケート調査の結果と考察11 
学生のアンケート調査の結果11 
(1) アンケ トーの回収率
調査票 91部を配布，そのうち 55 部の返送があり，全て
を分析対象とした．回収率は 60．4％であった．
(2) グループワークにおいて担当した役割
グループワークで役割を担当したと回答した人数は，
①インタビューガイド作成 36 名(65.5％)，②情報収集 51
名(92.7％)，③アセスメント作成 30 名(54.5％)，④指導
案作成 31名(56.4％)，⑤教材作成 44 名(80.0％)，⑥配
布資料作成 29 名(52.7％)，⑦シナリオ作成 27名(49.1％)，
⑧その他 1名(1.8％)，その他の記載内容は「スライド原
稿作成」であった．担当役割は最少で２つ，最大で７つを
担っており，平均 4.5±1.3であった(表１)．
(3)11月の交流会において担当した役割
11月の交流会で担当したと回答した人数は，①挨拶7名
(12.7％)，②司会 3 名(5.5％)，③インタビュー37名(67.3％)，
④会場整備 41 名(74.5％)，⑤対象者対応 41 名(74.5％)，
4．研究期間及び調査期間
研究期間：平成 23年11月～平成 24 年 3月
調査期間：平成 24 年1月～3月
5．データ収集の方法
学生の協力者の募集については，平成 24 年 2月の「健康
に関する交流会(健康講話 )」の報告会終了後に，研究に協
力してもよいと自ら判断した学生に，研究の目的や方法，倫
理的配慮を教員が説明し，研究者が独自に作成した無記名自
記式質問紙を配布した．記載した調査表は廊下又は学生ラウ
ンジに設置した回収箱に投函するよう依頼した．
老人クラブ会員には，平成 24 年 1月の「健康に関する交
流会(健康講話 )」の終了後，研究の目的,方法，倫理的配
慮を文書及び口頭で説明し， 研究者が独自に作成した無記名
自記式質問紙を配布した．記載したアンケ トー用紙は，老人
クラブ終了までに会場に設置した回収箱に投函するように依
頼し，研究者が同日のクラブ終了後に回収した．
担当者には，研究協力の依頼文を郵送後，A 市 B 地区 C
部 D 課長と担当者の双方に電話にて研究の目的，方法，倫
理的配慮を説明し，調査日時と場所を決定した．平成 24 年
3月に，インタビューガイドに基づき,担当者 2 名同席にて75
分間の半構造化面接を実施し，同意を得て ICレコーダーに
録音した． 
6．研究における倫理的配慮
全ての対象者に，研究の趣旨と目的，方法．及び以下の倫
理的配慮を文書及び口頭にて説明した．
研究への協力は自由意志であり，研究への協力に強制力は
働かないこと，研究に協力しない場合でもなんら不利益は被
らないこと，また答えたくない質問には答えなくても良いこと，
プライバシー保護の方法，アンケ トーは回収箱への投函をもっ
て研究に同意したものとみなすことなどについて説明した．全
てのデータは，鍵のかかる保管庫で保管し研究以外には持ち
出さない，分析が終了した時点で録音内容は消去し，データ
はシュレッダーで廃棄処分をする．また，学会・論文発表の
際には，個人や組織が特定されないよう匿名性を守ることを
約束した．
学生には ,強制力が働かないように事前に授業終了後に研
究の説明があることをポスターで周知しておき，自由意志に
基づいた協力学生に，研究の目的や方法，研究への参加が
成績に影響しないことなどを科目責任者以外の教員が説明し
た．
老人クラブ会員には，記載したアンケ トー用紙は，自由意
志に基づき老人クラブ終了までに会場に設置した回収箱に投
函するように依頼した．研究に協力しない場合には，回収箱
に投函しないか白紙のまま投函するように説明した．
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８．対象者集団の現在の状況についてアセスメントができた」
「問９．対象者集団の目指すべき状態についてアセスメントで
きた」であった．「あまりできなかった」「できなかった」の割
合が最も高かった設問は，「問３．社会資源について情報収
集できた」，次いで「問４．自然及び生活環境(気候・公害等)
について情報を収集できた」「問５．系統的・経時的に情報を
収集できた」の順であった(図１)．
(7) 目的・目標の設定の学習状況
全ての設問において過半数以上が「できた」「ややできた」
と回答していた．「できた」「ややできた」の割合が最も高かっ
た設問は，「問15．目的は，実施計画のねらいとする将来を
方向付ける表現ができた」であり，「あまりできなかった」「で
きなかった」の割合が最も高かった設問は ,「問17．目標の
設定には認知領域と情意領域と神経運動領域を意識できた」
であった(図２)．
(8) 内容・方法の設定の学習状況
全ての設問において過半数以上が「できた」「ややできた」
と回答していた．「できた」「ややできた」の割合が最も高かっ
た設問は，「問 23．内容に適した教育媒体を作成することが
できた」「問 24．健康教育の目標を達成するために適した方
法で実施できた」であり，「あまりできなかった」「できなかっ
た」の割合が最も高かった設問は，「問 22．時間配分は適切
に実施できた」，次いで「問13．健康教育の内容に関する知
識を十分にもって臨むことができた」「問 20．対象者に目的・
目標を伝えることができた」であった(図３)．
⑥その他 3 名(5.5％)，その他の記載内容は ,「デモ実習」
１名，「書記」1 名，「全体の流れの把握」1 名であった．未
回答は1名であった．担当役割は最少で1つ，最大で 5つを
担っており，平均 2.4± 0.9であった(表 2)．
(4) 1月の健康の講話において担当した役割
1月の健康の講話で担当したと回答した人数は，①挨拶5
名(9.1％)，②司会 5名(9.1％)，③インタビュー27名(49.1％)，
④会場整備 41 名(74.5％)，⑤対象者対応 46 名(83.6％)，
⑥その他 8 名(14.5％)，その他の記載内容は，「デモンスト
レーション」「デモ実習」「景品配布」「血圧測定」「講話」「全
体の流れの把握」「発表者」「模造紙を見せる」が各1名ずつ
であった．担当役割は最少で1つ，最大で 5つを担っており，
平均 2.4±1.0であった(表 2)．
(5) 健康教育演習全体での担当役割
健康教育演習のグループワーク，交流会，健康の講話での
担当役割は最少で4つ，最大で15を担っており，平均9.3±2.6
であった(複数回答)．
(6) ニ ズーの把握とアセスメントの学習状況
　全ての設問において過半数以上が「できた」「ややできた」
と回答していた．「できた」「ややできた」の割合が最も高かっ
た設問は「問６．対象者及び対象者の属する集団を全体とし
て捉えることができた」であり，次いで「問７．対象のニ ズー
を客観的な知識や根拠に基づいてアセスメントができた」「問
表1　グループワークでの担当役割　(複数回答 )
担当役割 担当あり 担当なし
①インタビューガイド 36(65.5) 19(34.5)
②情報収集 51(92.7)   4( 7.3)
③アセスメント作成 30(54.5) 25(45.5)
④指導案作成 31(56.4) 24(43.6)
⑤教材作成 44(80.0) 11(20.0)
⑥配布資料作成 29(52.7) 26(47.3)
⑦シナリオ作成 　 27(49.1) 28(50.9)
⑧その他 1(1.8) 54(98.2)
　                            　名(％)  n=55 
表 2　交流会と健康の講話での担当役割　(複数回答 ) 
担当役割
交流会(11月) 健康の講話(1月)
担当あり 担当なし 担当あり 担当なし
①挨拶 7(12.7) 48(87.3)   5(9.1) 50(90.9)
②司会 3(5.5) 52(94.5)   5(9.1) 50(90.9)
③インタビュー 37(67.3) 18(32.7) 27(49.1) 28(50.9)
④会場整備 41(74.5) 14(25.5) 41(74.5) 14(25.5)
⑤対象者対応 41(74.5) 14(25.5) 46(83.6)  9(16.4)
⑥その他 3(5.5) 52(94.5) 8(14.5) 47(85.5)
　                            　　　　　名(％)  n=55 
図1　ニーズの把握とアセスメントの学習状況
問13．健康課題について優先順位を付けることができた
問 12．地域の人々の持つ力(健康課題に気づき、解
決・改善、健康増進する能力）を見いだせた
問 11．顕在化している健康課題を明確化できた
問 10．対象者集団が目指すべき状態となるためには、
どうすれば最も効果的かアセスメントできた
問９．対象者集団の目指すべき状態についてアセスメントできた
問８．対象者集団の現在の状況についてアセスメントができた
問７．対象のニーズを客観的な知識や根拠に基づいてアセスメントができた
問６．対象者及び対象者の属する集団を全体として捉えることができた
問５．系統的・経時的に情報を収集できた
問４．自然及び生活環境（気候・公害等）について情報を収集できた
問３．社会資源について情報収集できた
問２．身体的・精神的・社会文化的側面から客観的・主観的情報を収集できた
0 　　　10　　　 20　　　 30　　　 40　　　 50　　　 60
■できた　■ややできた　■あまりできなかった　■できなかった
図 2　目的・目標の設定の学習状況
問17．目標の設定には、認知領域と情意領域と神経運動領域を意識できた
問 16．目標は、目的に沿って測定可能な表現ができた
問15．目的は、実施計画のねらいとする将来を方向付ける表現ができた
問 14．健康課題に対する解決・改善に向けた目的・目標を設定できた
0％ 　　 20％　　　40％　　　60％　　　80％　　 100％
■できた　■ややできた　■あまりできなかった　■できなかった
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た設問は，「問41．グループにおいて自分の役割を遂行できた」
であり，「あまりできなかった」「できなかった」の割合が最も
高かった設問は，「問 43．グループメンバーに満足できた」で
あった(図６)．グループメンバーに満足があるほど，演習中に
グループメンバ とーの意見交換を多くしていた　(p＝ 0037)．
(12) 健康教育演習の学習状況
　健康教育演習全体を通しての学習状況は，表3のとおりで
ある．回答は， 4 段階評定法(1できた，2ややできた，3あ
まりできなかった，4できなかった)であり，その中央値と平
均値を示す．
表3　 健康教育演習の学習状況   n=55
　 中央値 平均値
健康教育の指導案についての学習状況 1.70 1.68± 0.30
・ニ ズーの把握とアセスメント 1.83 1.78± 0.31
　・目的・目標の設定 2.00 1.75± 0.39
　・内容・方法の設定 1.50 1.53± 0.38
　・評価の設定 1.67 1.67± 0.46
健康教育の対象者への効果
(対象者の反応，満足度，教材等)
1.56 1.58± 0.31
健康教育の演習方法　(グループで
の役割，意見交換，満足度等)
1.67 1.61± 0.49
(13) 健康教育の演習方法についての意見
演習方法についての意見（自由記載）を分析すると，以下
のとおりであった．
①1グループの学生数が多いことによる作業量と貢献度の不
均等が，演習への不満につながっていた．
②授業時間内に十分な演習時間を確保することで，グループ
メンバー全員で取り組める．
③他の科目との授業スケジュールの見直し．
④健康教育のイメージを持てたので，演習を継続してほしい．
2)学生のアンケーﾄ調査の考察
効果的な健康教育の提供のためには広い視点からの対象
理解・把握に基づいたニ ズーの把握が欠かせない．今回の調
査からは，対象者及び対象者の属する集団を全体として捉え，
対象者集団の現在の状況，目指すべき状態やニ ズーをアセス
(9) 評価の設定についての学習状況
全ての設問において過半数以上が「できた」「ややできた」
と回答していた．「できた」「ややできた」の割合が最も高かっ
た設問は，「問 26．対象者から得る健康教育の評価内容は，
目標に合わせて設定できた」「問 31．健康教育の結果評価は
できた」であり，「あまりできなかった」「できなかった」の割
合が最も高かった設問は，「問 28．対象者から得る健康教育
の評価は，適切な時期に設定できた」「問 30．健康教育の
影響評価はできた」であった(図４)．
(10) 健康教育の対象者への効果
全ての設問において過半数以上が「そう思う」「ややそう思
う」と回答していた．「そう思う」「ややそう思う」の割合が最も
高かった設問は，「問 34．対象者は満足度していた」「問 35．
使用した教材は目標に適していた」であり，「あまりそう思わ
ない」「そう思わない」の割合が最も高かった設問は「問 33．
対象者の反応は積極的だった」「問 40．会場内の配置は適切
だった」であった(図５)．
(11) 健康教育の演習方法
全ての設問において過半数以上が「できた」「ややできた」
と回答していた．「できた」「ややできた」の割合が最も高かっ
図 3　内容・方法の設定の学習状況
図 5　健康教育の対象者への効果
図 6　健康教育の演習方法
問25．落ち着いて対象者の反応を見ながら進行できた
問 24．健康教育の目標を達成するために適した方法で実施できた
問 23．内容に適した教育媒体を作成することができた
問 22．時間配分は適切に実施できた
問 21．健康教育のプログラムは、導入—展開—終末(まとめ)の流れで展開できた
問 20．対象者に目的・目標を伝えることができた
問19．健康教育の内容に関する知識を十分にもって臨むことができた
問 18．健康教育の内容は客観的な知識や根拠を基に設定できた
0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％
■できた　■ややできた　■あまりできなかった　■できなかった
図 4　評価の設定についての学習状況
問31．健康教育の結果評価はできた
問 30．健康教育の影響評価はできた
問 29．健康教育のプロセス評価はできた
問 28．対象者から得る健康教育の評価は、適切な時期に設定できた
問 27．対象者から得る健康教育の評価方法は、
対象者集団の特性に合わせて設定できた
問 26．対象者から得る健康教育の評価内容は、目標に合わせて設定できた
0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％
■できた　■ややできた　■あまりできなかった　■できなかった
問 40．会場内の配置は適切だった
問 39．健康教育の説明はわかりやすかった
問 38．双方向のコミュニケーションが取れていた
問 37．プログラム全体の流れはスムーズだった
問 36．使用した教材は対象者のヘルスリテラシーに適していた
問 35．使用した教材は目標に適していた
問 34．対象者は満足度していた
問 33．対象者の反応は積極的だった
問 32．対象者は企画した健康教育の目的を達成できた
0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％
■そう思う　■ややそう思う　■あまりそう思わない　■そう思わない
問 43. グループメンバーに満足できた
問 42. グループメンバーと意見交換をしながら、演習を進めることができた
問 41. グループにおいて自分の役割を遂行できた
0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％
■できた　■ややできた　■あまりできなかった　■できなかった
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に参加した7老人クラブの会員145 名に配布し，135 名(93％)
の回収率であった．135 名全員を有効回答とした．
(2) 年齢と性別　
クラブ会員の年齢は，60歳代 8名(6％),70歳代 65名(48％)，
80歳代61名(44％)，90 歳代 2 名(1％)であった(図７)．また．
老人クラブに加入した年齢は，59 歳以下10 名，60 ～ 69 歳
57名，70～79 歳 57名，80歳以上 11名であった．
性別は，男性33名(34.4％)女性102名(75.6％)であったが，
2クラブは男女差がほぼなかった(図８)．
(3) 老人クラブ役員の経験
現在クラブの役員をしている55 名(40.7％)，以前役員をし
たことがある23 名(17.7％)であり，役員経験者が58％であっ
た．
(4) 老人クラブの参加状況
老人クラブに，ほぼ毎回参加している人が95 名(70.4％)
であり，半分くらい参加しているが23 名(17.0％)，今回初め
て参加した人が7名(5.2％)であった(図９)．
(5) 11月の交流会に参加した理由
交流会に参加した理由は，いつも参加しているから61名
メントすることについての自己評価が高い結果であった．老人
クラブ会員の健康にかかわる生活や，ヘルスリテラシ とーとも
に今後の健康状態の予測を意識してアセスメントしていること
がうかがわれた．学生の健康教育の対象把握の特徴について
青山ら 4) は，健康課題を視点に取り入れることは難しいと指
摘している．その理由は ,地域で健康に生活している対象者
の生活実態をイメージすることの困難さであり，核家族化が
進み祖父母との同居率が低い学生世代に対しては特に高齢
者理解を支援する必要性を述べている．本学の演習は，健
康教育実施前に老人クラブ会員と学生が直接会い，互いの関
心や生活や経験などを開示しながらの双方向のコミュニケー
ションをはかる交流会を設けた事により，学生は健康教育に
必要な情報をより具体的な対象のイメージとともに収集できて
いたことから，重点目標である健康課題の特定については評
価が高かったと推察される．
健康教育指導案の内容・方法の設定では，内容に適した
教育媒体を作成することができ，適した方法で健康教育が実
施できたと多くの学生が回答した一方で，健康教育の内容に
関する知識を十分に持って臨むことができたかは自己評価が
低く，先行研究 3)と同様の結果であり，指導方法について再
考したい．
また1グループの学生数がグループワークの適正人数を上
回る13 名にのぼり，グループメンバーに対する満足度も比較
的低い傾向であった．複数の学生で健康教育の指導案作成・
実施・評価に取り組む場合，分担した役割に集中するので学
生個々の力量がより発揮されやすい反面，作業が分断されて
健康教育全般に必要な知識の獲得を妨げる可能性が先行研
究により指摘されている 3)．本演習では，一人の学生が複数
の役割を担いながらグループワークを重ね共同で作業を進め
ており，グループの中で自分の役割を遂行できたことや，グ
ループメンバ とー意見交換をしながら演習を進めることができ
たと回答していた．しかし個々の学生が健康教育全般に関わ
ることができなかったため，今後演習方法の改善に取り組み
たい．
今後の課題としては，老人クラブ会員の理解と協力を得て，
学生の学習効果とグループワークの運営について再検討する
ことが必要である．また，先行研究には，保健師本来の役
割である住民の主体性を促すための支援を学ぶ必要性７) や，
地区活動の手段として健康教育を理解する必要性８)も報告さ
れており，それらの視点も合わせて検討していく必要がある
と考える． 
2．老人クラブ会員のアンケート調査の結果と考察
11 老人クラブ会員のアンケート調査の結果
(1)アンケ トーの回収率　
アンケートは，2回目の看護学生との交流会(健康講話 )
図7　年齢構成
図 8　老人クラブ参加者（性別）
（名）
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(8) 1月の健康講話の満足度
健康講話に満足した人は 98 名(72.6％)，少し満足と答え
た人は，19 名(14.1％)であった(図13)．
(9) 健康講話のテーマへの関心度
関心があるテーマだった101 名(74.8％)，少し関心があ
るテーマだったと答えた人は，16 名(11.9％)であり，テーマ
に関心がなかったという回答は 0であった．無回答が18 名
(13.3％)であった(図14)，(表 4)．
表 4　健康教育のテーマ　＜学生の報告会資料より＞
クラブ テーマ 内容
a 冬道らくらく歩行教室 転倒予防
b 認知症を知ろう！ 認知症の方との接し方
c 健康は食事から！
貧血，高血圧，骨粗鬆
症予防
d
元気ハツラツあましょっ
ぱ(クラブ名)ライフ
高血圧，糖尿病予防
e 
新春！ベンチサッカー
大会
運動，転倒予防
f
「食べて」「動いて」か
ら学ぶ認知症予防
認知症の予防
g 楽しく学ぼう認知症！ 認知症の予防
 
(10)学生の話し方や説明のしかた
わかりやすかった101 名(74.8％)，少しわかりやすかっ
た14 名(10.4％)で，少しわかりにくかったと答えた人は 3 名
(2.2％)であった．無回答が16 名(11.9％)であった(図15)．
(45.5％)，友人知人に勧められた15 名(11.1％)，学生に会
いたかったから14 名(10.4％)，学生の役に立ちたかったから
12 名(8.9％)であった(図10)．
(6) 11月の交流会の満足度
交流会の満足度は，満足100 名(74.1％)，少し満足 15 名
(11.1％)であり，不満足と回答した人は 0であった .参加し
なかった人は 9 名であった(図11)．
(7) 1月の健康講話に参加した理由
2回目の交流会(健康講話 )に参加した理由は，いつも参
加しているから69 名(51.1％)，友人知人に勧められた11名
(8.1％)，学生に会いたかったから13 名(9.6％)，学生の役に
立ちたかったから12 名(8.9％)であった(図12) ．
図 9　老人クラブの参加状況
図10　11月の交流会に参加した理由
図11　11月の交流会の満足度
図12　1月の健康講話に参加した理由
図13　１月の健康講話の満足度
図14　健康講話のテーマへの関心度
図15　学生の話し方や説明のしかた
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(15) 学生に伝えることができたこと
今回の交流会で，会員が学生に伝えることができたのは，
高齢者の身体や心の状態 69 名，クラブの活動状況 36 名，
人生経験 31名，これからの抱負や考えていること13 名，医
療や福祉の状態13 名，地域での支えあい状況 10 名などであ
り，その他への記載は，「家族の絆」や「学生と心の交流が
できた」などであった．一人平均 1.4 件の内容を学生に伝え
ることができていた(図 20)．男性は，女性に比べクラブの活
動状況を学生に伝えていた(p＝ 0.019)．
(16) 学生から得られたこと
今回の交流会で，会員が学生から得ることができたのは，
話をして楽しめた93 名(68.9％)，病気の予防の知識，健康
に関する情報がそれぞれ 42 名(31.1％)，学生の生活・勉強
のこと40 名(29.6％)などであり，一人平均 1.8 件の内容を
得ることができていた(図 21)．
(17) 交流会の企画に対する考え
健康に関する交流会の企画に対する考えは，高齢者が学
生を理解するよい機会になる82 名(60.7％)，学生が高齢者
(11) 使用した教材への評価
わかりやすかった103 名(76.3％)，少しわかりやすかった
10 名(7.4％)，少しわかりにくかったと答えた人は 2 名(1.5％)
であった．無回答が19 名(14.1％)であった(図16)．
(12) 健康講話の難易度
やさしかった88名(65.2％)，少しやさしかった19名(14.1％)
であり，少しむずかしかったと答えた人は 8 名(5.9％)であっ
た(図17)．
(13) 健康講話の内容の理解度
理解できた106 名(78.5％)，少し理解できた12 名(8.9％)
で，あまり理解できなかったと答えた人は1名(0.7％)であっ
た．無回答が16 名(11.9％)であった(図18)．
(14) これからの生活に役立つか
役立つ110 名(81.5％)，少し役立つ 8 名(5.9％)で，あま
り役立たないと答えた人は1名(0.7％)であった．無回答が
16 名(11.9％)であった(図19)．
図16　教材への評価
図17　健康講話の難易度
図18　健康講話の内容の理解度
図19　これからの生活に役立つか
図 21　学生から得られたこと(複数回答)
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ぼ定期的に老人クラブに参加していた．これらのことから，
老人クラブの場は高齢者にとって定期的に他者や地域社会と
関わる場になっているといえる．
　老人クラブの例会に合わせて実施された「交流会(11月)」
や「健康講話(翌年1月)」に対する参加者の満足度は，「満
足」「少し満足」を合わせると，交流会については 85.2％が，
健康講話では 86.7％の者が満足していた．健康講話の内容
に関しては，「理解できた」「少し理解できた」で 9割弱であっ
た．また，同じく9 割近くの参加者が，内容は「これからの
生活に役立つ」「少し役立つ」と回答していた．これらのこと
より，本学看護学部生との「健康に関する交流会」や「健康
講話」は参加者のニーズや期待に沿うものであったと考えら
れる．また，参加者は本企画に関して，「高齢者が学生を理
解する機会になる」60.7％，「学生が高齢者を理解する機会に
なる」48.1％，「老人クラブが社会貢献する場」になる20.7％
などと回答しており，社会参加，及び社会貢献についても考
えていることがわかった．
本事業は，高齢者の健康増進及び社会参加の1つになっ
ており，高齢者の福祉の向上に寄与すると考えられる．今後
は多くの老人クラブが本事業に参加できるように企画運営の
工夫や広報活動を行っていきたい．
3．老人クラブ担当者のインタビュー結果と考察
１)担当者インタビュー調査の結果
「健康に関する交流会」を担当した老人クラブ担当者のイ
ンタビューの発言内容を抽出・整理した結果，(1)健康に関す
る交流会の効果，(2)健康に関する交流会の課題，(3)大学と
の連携に 3分類することができ，合計 8カテゴリーが形成さ
れた(表 5)．以下分類ごとにサブカテゴリー を「　」で，カテゴ
リー を【　】で示す．
(1)健康に関する交流会の効果
健康に関する交流会の効果は，１カテゴリーを形成した．
「学生との交流は高齢者にとって世代間交流になる」「学生が
高齢者を理解するには単位クラブが効果的と思う」から，【高
齢者と学生の交流は効果的であると考える】を形成した．
(2)健康に関する交流会の課題
健康に関する交流会の課題は，６カテゴリーを形成した．
「今までの交流会の実態が不明である」「教育効果を判断する
のは難しい」などから【交流会の実態や効果の情報が十分で
ない】を，「行政の仕事は取次ぎと日程調整である」「クラブは
日程調整で苦慮したと思う」などから【行政は単位クラブと大
学との取次ぎと日程調整をしている】状況であった．また，「単
位クラブでは交流会が話題になっていると思う」「他のクラブ
の交流会への関心は高くないと思われる」から【単位クラブ
を理解する良い機会になる62 名(48.1％)，地域と大学が関
係を持つ良い機会である54 名(40.0％)，老人クラブが社会
貢献する場 28 名(20.7％)などであった(図 22)．男性は女
性より，高齢者が学生を理解するよい機会になるという考え
を持っていた(p＝ 0.019)．  
(18) 大学への要望や意見
25 名のクラブ会員から要望や意見が寄せられた．自由記
載を分析すると，以下のとおりであった．
①学生と会えるのは楽しく，今後の励みや希望につながる．
②知識が得られ，体を動かす機会にもなった．
③学生にとって大切な機会であり，人生に役立ててほしい．
④学生への評価と励まし．
⑤交流会は良い成果が得られている．
⑥今後も継続を希望する．
2) 老人クラブ会員アンケート調査の考察
老人クラブは，地域に居住する高齢者が自主的に集い，
会員の教養の向上，健康の増進，社会参加などを行い，高
齢者の福祉の向上に寄与するものであるが，近年は全国的に
会員の減少傾向がみられる．A 市 B 地区には現在 33の老人
クラブがあるが，65歳以上人口に占める会員の割合は 6.1％で
あり9)，全国と同様に減少傾向にある．
今回，健康に関する交流会に参加した老人クラブ会員の平
均年齢は 77.8 歳であった．うち75歳以上の後期高齢者が，
全体の参加者の74.1％を占めており，参加者の高齢化がうか
がえた．また，女性の参加が75.6％，男性は 24.4％と，参
加者の 4分の3が女性であり，男性の参加が少ない傾向がみ
られた．調査日に男性の参加者数が多かった老人クラブがあ
り，その理由を探求したところ，当日のプログラムは「社交ダ
ンス」であった．老人クラブの当日プログラムのメニューが，
男性の参加が必要なものであった場合，周囲から積極的な誘
いがあれば，男性の参加が促されるのかもしれない．男性が
参加しやすい交流会や健康講話の企画を考えることを課題に
したい．
老人クラブに「ほぼ毎回参加している人」は 70.4％であり，
半分くらい参加している人と合わせると，87.4％の参加者がほ
図 22　交流会の企画に関する考え(複数回答)
名
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に関する先行研究では，地域の高齢者は看護学生が真摯に
話しを聴く姿勢に触れ，目標に向かって学修する看護学生の
芯の強さを目の当たりにし，交流の中で人生の先輩として教
訓や応援を積極的且つ自然に伝える姿があったと述べている
11)．また，地区コミュニティで地域看護教育プログラムを開発
した松尾ら 12) は，市民協力者はコミュニティの問題として健
康保持増進に取り組む必要性を認識し，学生に対する学習
支援 competence が強化されたと述べている．学外学習の効
果に関する先行研究では，学外体験学習が学生にとって看護
の喜びや気づきを得るよい機会となっており，学習への動機
づけ，意欲を持続するためのインセンティブになっていること
がうかがえたとも述べている 13)．
これらのことから，健康に関する交流会を学習の場として
学外で行うことは，学生にとっては高齢者の理解を深める効
果があり，また，高齢者にとっては，世代間交流や社会参加
の場となっていることが考えられる．
(2)健康に関する交流会の課題
健康に関する交流会の企画や内容，効果などが B 地区の
担当者や他の老人クラブ会員に情報が少なく，地区老連でも
話題になっていないことがわかった．担当者は， 健康に関す
る交流会の実態や効果の情報が不十分のまま，老人クラブと
大学間の取次ぎや日程調整をしている実態であった．担当者
は， クラブ会員の高齢化が進むと交流会の開催が難しくなる
は他のクラブの交流会への関心は高くないと思われる】を，「会
長会議や B 地区老人クラブ連合会（以下地区老連という）で
は交流会が話題にならない」などから【B 地区老連では交流
会が話題にならない】を形成した．さらに，「交流会参加クラ
ブが固定化している」「高齢化が進むと交流会の開催が難しく
なる可能性がある」から【交流会参加クラブが増加してほしい】
を，「大学が，行事を老人クラブと協働で企画・開催できると
よい」から【行事を老人クラブと協働で企画・開催できるとよ
い】を形成した．
(3) 大学との連携
大学との連携については，1カテゴリーを形成した．「係は
異なるが，大学と孤立・介護予防に関連した連携があると良い」
「孤立者に関わる方法を研究してほしい」などから【大学と孤
立・介護予防に連携できるとよい】を形成した．
2) 担当者インタビュー調査の考察
(1)健康に関する交流会の効果 
A 市 B 地区の老人クラブ担当者は，「学生と老人クラブの
交流会は世代間交流になる」と捉えており，学生にとっては
高齢者の理解がすすみ，本事業は効果的であると考えている．
高齢者理解に関する先行研究では，高齢者との交流やラ
イフヒストリー・インタビューは，高齢者理解に一定の効果が
あると述べている 10)．また，地域の高齢者と看護学生の交流
表 5　担当者のインタビュー結果
分類 カテゴリ― サブカテゴリー
交流会の
効果
高齢者と学生の交流は効果的であると考える
学生との交流は高齢者にとって世代間交流になる
学生が高齢者を理解するには単位クラブが効果的と思う
交流会の
課題
交流会の実態や効果の情報が十分でない
今までの交流会の実態が不明である
クラブの情報が行政に入らない
教育効果を判断するのは難しい
今回のアンケ トーの結果を知りたい
行政は単位クラブと大学との取次ぎと日程調
整をしている
行政の仕事は取次ぎと日程調整である
クラブは日程調整で苦慮したと思う
大学とクラブとが直接日程調整してはどうか
交流会を行政が PR するには素材が必要である
単位クラブは，他のクラブの交流会への関心
は高くないと思われる
単位クラブでは交流会が話題になっていると思う
他のクラブの交流会への関心は高くないと思われる
B地区老人クラブ連合会（地区老連）では交
流会が話題にならない
交流会が話題にならない
会長会議や地区老連では交流会が話題にならない
交流会参加クラブが増加してほしい
交流会参加クラブが固定化している
高齢化が進むと交流会の開催が難しくなる可能性がある
行事を老人クラブと協働で企画・開催できる
とよい
大学が，行事を老人クラブと協働で企画・開催できるとよい
大学との
連携
大学と孤立・介護予防に連携できるとよい
学生と高齢者のニ ズーの把握は必要
係は異なるが，大学とは孤立と介護予防に関連した連携があると良い
孤立者に関わる方法を研究してほしい
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人クラブが増えてくれることを望んでいた．また，地域におけ
る孤立・介護予防に関する課題に対して，大学が，老人クラ
ブや行政と連携していくことを望んでいた．
以上のことから，住民・行政・大学との協働による健康教
育の演習は，3 者にとって効果的であると考えられ，地域看
護学の教育プログラムは，地域との連携協働により実施して
いくことが望ましいといえる．また保健・医療・福祉に関する
課題に対して，大学が地域の一機関して役割を担うことが期
待されている．
本研究の課題と今後の展望
本研究は，平成 23 年度の交流会の調査であるため，1年
限りではなく対象者を変えて調査をする必要がある．特に学
生の健康教育演習の評価，高齢者との交流会の効果につい
ては，今回の調査以外の視点や経年的な調査も必要である．
また，地域看護学においては，地域住民と共に演習する意
味や方法についてさらに検討していく必要がある．
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Ⅰ．緒言
１．研究の背景
　妊娠・出産・育児は，妻と夫各々にとって，身体的，心理・
社会的に様々な影響を及ぼすことから，幸福であると同時に
ストレスが生じやすい出来事といわれている 1)．母親の育児不
安や児童虐待が社会問題となり，母親の心理・社会的側面
が注目されるようになってきた 2-3)．女性が心理的に安定した
状態で，養育性を獲得するためには，自分の生き方に母親の
役割をどのように関連させていくかというアイデンティティの課
題や，夫との関係が重要であることが明らかにされている 4-6)．
これまで，日本における夫婦関係に関する調査は，主に
育児期の妻に焦点が当てられてきた．その中で，妻の心理状
態や育児不安には，夫からの支援（家事・育児・情緒的支
援）が関連しており，特に情緒的支援の重要性が示唆されてい
る7-9)．一方，夫を対象とした調査は，父性意識や父親の役
割取得過程を検討したものが多く10-14），妊娠中の夫の心理状
態や夫が捉える妻との関係の実態に関しては，十分に明らか
にされていない．更に家族の中核となる夫婦の関係を妻と夫
の結婚満足度や情緒的関係，家事支援などの要因からの包
括的に調査したものや妊娠期の夫婦に焦点をあてた調査は十
分になされていない．
　妊娠期，特に妊娠末期は妻の腹部増大に伴う心身の負担，
出産や育児への不安によってストレスが高まる時期であり，そ
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抄録：本研究の目的は，妊娠末期にある妻と夫からみた夫婦関係の実態と夫婦関係に関連する要因について分析する
ことである．対象は，初妊婦とその夫で妻 224 名，夫177名であった．調査方法は，自記式質問紙法で，質問紙の
内容は，夫婦関係（結婚満足度，情緒的関係，意見の一致度，意見の不一致時の対処，共同行動，会話時間，出
産育児の会話，家事），結婚と妊娠の状態，身体的・心理的状態である．調査の結果，夫の結婚満足度は妻より有
意に高かった（p＝.000）．妻と夫いずれも情緒的関係は高得点であった．妻と夫いずれも結婚満足度と情緒的関係
が他の要因に比べ高い関連があり（妻 rs=.603，夫 rs=.500），夫婦間の情緒的関係は，妊娠期の夫婦関係において
中核となる要因であり，情緒的関係に視点をおいた援助の重要性が示唆された．
キーワード：夫婦関係　妊娠期　結婚満足度　情緒的関係
Marital Relationships in the Third Trimester of Pregnancy and Related Factors
Yukari Watanabe
School of Nursing, Sapporo City University
Abstract:The purpose of this study is to obtain a clear state of marital relationships and to examine the relevant factors 
related to marital relationships during the third trimester of pregnancy. The subjects of this study were 224 wives and 
177 husbands in the last phase of their first pregnancy. The research method used was a questionnaire. The contents of 
the questionnaire included their marital relationship (marital satisfaction, emotional relationship, marital consensus, 
joint actions, length of conversations, conversations on birth and raising the baby, household chores), the current 
condition of their marriage and pregnancy, and physical/mental conditions. The result of the marital satisfaction 
of husbands significantly higher than that of wives (p=.000). The emotional relationship between the husband and 
the wife scored highly. A rather substantial correlation was visible between marital satisfaction and the emotional 
relationship. (Wife: rs=.603, Husband: rs=.500) . Since the emotional relationship between the husband and the wife 
was related to these factors, it is thought to be important for the couple to have assistance to build on the emotional 
relationship between them. 
Keywords: Marital relationship,  Pregnancy,  Marital satisfaction,  Emotional relationship
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第 2の要因は，変化に対する夫婦の対処の問題である．
前述のように妊娠や育児は妻と夫にストレスをひきおこしやす
い出来事といわれている．しかし，このようなストレスにもか
かわらず，全ての夫婦の満足度が低下するわけではなく，子
どもの誕生後も夫婦関係の満足度がさほど低下しなかった
カップルもいることが報告されている15・17)．また，子どもの
出生前に，生活の変化に対処しているカップルは，子どもの
出産後も夫婦間の役割調整において効果の高い戦略をとりや
すく，夫婦の間で再調整がうまくいけば，満足度は影響されず，
むしろ夫婦間のコンセンサスは増加する 15-18)と言われている．
第 3の要因は，夫婦間のコミュニケーションである．夫婦
関係の満足度は，コミュニケーションが多いほど高くなり，
子どもの存在がコミュニケーションの時間を奪い，その結果，
夫婦関係の満足度が低くなることが明らかにされている 27)．
すなわち，子どもの存在自体が夫婦関係の満足度を低下させ
るのではなく，コミュニケーションが少ないことが満足度に
影響するということである．また，夫婦関係の満足度が高い
場合，夫婦間のコミュニケーションも高いという逆の関係も見
出されている 28)．
以上，文献検討の結果から，本研究では多側面型尺度で
はなく，夫婦関係を結婚満足度，情緒的関係，意見の一致度，
意見の不一致時の対処，出産育児の会話，会話時間，共同
行動，家事の 8つの構成要因と仮定し、夫婦関係の実態を
これら8要因の得点と8要因間の関連性から検討する．さら
に，妊娠期のストレス要因として，「結婚時の妊娠の状態（妊
娠時の結婚の有無・妊娠の希望）」と「妊娠中の体調の変化
や心配」の2点を挙げ，夫婦関係との関連性を探る．
　本研究の目的は，1．妊娠末期にある妻と夫からみた夫婦
関係の実態を明らかにすること，2．夫婦関係に関連している
要因について分析することである．　　　　　　
Ⅱ．研究方法
１．用語の定義
夫婦：現在結婚しているもの（事実婚を含む）
夫婦関係：本研究では，結婚満足度，情緒的関係，意見の
一致度，意見の不一致時の対処，出産育児の会話，会話時間，
共同行動，家事の８つを構成要因とした．
結婚満足度：結婚に対する総括的な評価であり，「結婚の満
足」，「配偶者への満足」，「配偶者との関係の満足」から検
討する．
情緒的関係：妻と夫の間の配慮や思いやりなど，主に心理的
側面への働きかけとその受けとめであり，「配偶者からの情緒
的支援」，「配偶者への情緒的支援」，「配偶者への気持ちの
伝達」から検討する．
れが夫婦の生活に影響を及ぼし，夫婦間の役割の調整が必
要となる．そのため，二人の間に意見の不一致や葛藤が生じ
やすくなる時期といわれている 15)．
このように，妊娠は妻だけではなく，夫にとってもストレス
になりやすいことから夫婦で対処することが重要であり，そ
れが，妻と夫の心理的な安定や夫婦関係の満足につながって
いくと考える．さらに，妊娠中の夫婦関係は，親役割の取得
やその後の夫婦関係にも影響を及ぼすことから 16-18)，妊娠期
にある夫婦関係の実態や夫婦関係に関連する要因を探ること
は，安定した夫婦関係を中心とした家族支援の方向性を検討
するための重要な視点であると考える．
２．文献概観
１）夫婦関係を評価する測定尺度
　夫婦関係に関する研究は，欧米では1960 年代から行われ
ており，夫婦関係を測定する指標や尺度が多数開発されてい
る．日本の夫婦関係の研究は，晩婚化・離婚率の増加・少
子化・育児不安の増大など，結婚や家族をめぐる問題を背景
に，1990 年代に入ってから社会学や心理学の分野で行われ
てきている19-22）．夫婦関係の評価に用いられる尺度は，夫婦
関係を多側面から測定する尺度と総括的に評価する尺度があ
る．多側面型の測定尺度は，結婚生活に対する総合評価，
夫婦間の意見の一致度，相互調整，共同活動の程度，家に
いる時間の愛好度，配偶者に対する満足度，配偶者への信
頼度など多数の項目から評価するものである23-25）．一方，多
側面型尺度の測定上の批判（尺度の構造上の問題，スコアリ
ングの問題）から，夫婦関係の評価を，夫婦関係や結婚生
活に対する総括的評価とその評価を規定する説明変数群（意
見の一致度や共同活動の頻度など）に分けて測定する必要
性が指摘されており 26)，測定上の問題が課題とされている．
２）親になる移行期にある夫婦関係
子どもの誕生は，夫婦関係に様々な影響を及ぼすことが明
らかにされ，移行期にある妻と夫の夫婦関係に関連する要因
が検討されている．第1の要因は，妊娠，育児によって生じ
るストレスである．このストレスが，夫婦関係にネガティブに
影響する．具体的には身体的ストレス（つわりや腹部増大な
どの体調の変化に伴う苦痛，身体的な疲労など），心理的ス
トレス（親になることや子どもに対する不安，妊娠異常への不
安など），生活の変化にかかわるストレス（妻の退職，外出や
趣味の制限，家事が思うようにできないなど），経済的なスト
レス（妻の退職，出産育児の準備など），人間関係的ストレス
（子どもの誕生前のようにパ トーナーに注意や関心を向けるこ
とができなくなる，パ トーナーに対して家事を今まで以上に分
担して欲しいというニ ズーの増加，役割分担の再調整をめぐっ
ての意見の不一致，性的な反応の低下，友人との付き合いの
制限）などである15）．
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研究目的を説明した．夫婦で来院している場合は妻と夫に依
頼し，妻だけの場合は妻に了解を得て，夫に質問紙を渡して
もらった．質問紙は，自宅で記入し，夫婦別々に郵送によっ
て回収した．
7．調査項目とその内容
2004 年 6月に，既に妊娠･出産を体験した夫婦６組（12 名）
に，調査内容に関する予備調査を行い，質問の順序や理解
のしやすさ，回答時間などを検討し，質問紙を構成した．
1)基本的属性
　夫と妻各々の年齢，結婚年齢，家族構成，仕事の有無，
世帯収入
2)結婚と妊娠の状態
妊娠時の結婚の有無，子どもの希望「あなたは子どもがほ
しいと考えていましたか」を「はい」「いいえ」「どちらでもよかっ
た」で回答をえた．
3)身体的・心理的状態
・身体的状態：妻の妊娠異常，妻と夫の健康状態を「あなた
は最近（ここ2〜3年）病気で通院・入院したことはありますか」
を「ある」「ない」で回答をえた．
・妊娠中の体調の変化や心配
　妻には「妊娠中につらいと思う体調の変化や心配はありま
すか」を「はい」「いいえ」で，「ご主人は，あなたの妊娠によっ
て，ご主人自身の体調の変化や心配ごと・戸惑いがあると思
いますか」を「はい」「いいえ」「わからない」で回答をえた．
夫には「あなたは奥様の妊娠によって，あなた自身，戸惑い
や心配，体調の変化はあります（た）か」を「はい」「いいえ」
で，「奥様は，妊娠によって体調の変化や心配ごとがあると思
いますか」を「はい」「いいえ」「わからない」で回答をえた．
4)夫婦関係を構成する8 要因の測定項目
(1)結婚満足度
　結婚満足度は，Kansas Marital Satisfaction Scale(KMS) 29・30）
を用いた．この尺度は「結婚の満足」，「配偶者への満足」，「配偶者
との関係の満足」の3項目からなり，その満足度について，1点（非
常に不満足）から5点（非常に満足）までの5段階尺度で表し，
点数が高いほど結婚の満足度が高いことを意味する．
　日本語版の尺度の使用にあたっては，訳者の承諾を得た．
(2)情緒的関係
情緒的関係の測定は，稲葉 31) の調査項目「配偶者からの
情緒的支援」，「配偶者への情緒的支援」と自作の「配偶者
への気持ちの伝達」から検討した．
質問内容は，「配偶者からの情緒的支援」4 項目（配偶者
は私の心配事や悩み事を聞いてくれる，配偶者は私の能力や
努力を高く評価してくれている，配偶者は私に助言やアドバ
イスをしてくれる，配偶者は私の気持ちや考えを理解してくれ
る），｢配偶者への情緒的支援 ｣4 項目（私は配偶者の心配事
意見の一致度：妻と夫がお互いの意見がどの程度一致してい
ると捉えているかを，「家事の分担」「家計の取り扱い」「性生
活」「自由な時間の過ごし方」「親とのつきあい」「妻の就労」「大
切だと思う目標や物事」7項目から検討する．
出産育児の会話：出産や育児についての会話の頻度と夫が妻
の腹部を触る頻度について，「子どものことや育児のことを話
す」，「妻のおなかを触る」，「出産のことを話す」3 項目から
検討する．
意見の不一致時の対処：妻と夫の間で意見が異なった場合の
妻と夫の対応であり，「お互いに満足するような結論を見つけ
出そうとする」，「相手との衝突を避けようとする」，「自分の意
見を通そうとする」，「相手の要求に従う」の 4 項目から検討
する．
２．研究枠組み（図１）　
　家族社会学や家族心理学の理論を参考に，夫婦関係を構
成する8要因（結婚満足度，情緒的関係，意見の一致度，意
見の不一致時の対処，出産育児の会話，会話時間，共同行動，
家事）の得点と8要因間の関連を検討する．さらに，これら
8要因に関連する要因を探るため，「結婚と妊娠の状態」，「妊
娠中の体調の変化や心配」から検討する枠組みとした．
3．研究デザイン
　本研究は，自記式質問紙法を用いた横断的調査である．
4．対象者
　札幌市内および近郊の病院の産科外来に通院している妊
娠 28週以降の初妊婦とその夫，および母親学級，両親学級
に参加している初妊婦とその夫であり，455 組に調査を依頼
した．
5．調査期間
　2004 年 7月～ 9月
6．調査方法
　調査者は，実施施設の責任者に研究目的を説明し，調査
を依頼した．対象者の来院日時に出向き，対象となる夫婦に
図 1 研究枠組み
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た5 項目について，1週間あたりの頻度を1点「ほとんど行わ
ない」，2点「1週間に1回くらい」，3点「1週間に 2～3回」，
4点「1週間に4～ 5回」，5点「ほぼ毎日」の5段階尺度で
表し，合計得点を家事の得点とした．得点が高いほど家事の
頻度が高いことを意味する．
　家事の質問項目の使用にあたっては，日本家族社会学会
全国家族調査委員会の承諾を得た．　
8．分析方法　
　夫婦関係を構成する8 要因（結婚満足度，情緒的関係，
意見の一致度は妊娠前と現在の状態，意見の不一致時の対
処，会話時間，出産育児の会話，会話時間，共同行動は現
在の状態）について単純集計を行った．結婚満足度，情緒
的関係および意見の一致度の妊娠前と現在の状態の比較は，
wilcoxson の符号付き検定を用いた．妻と夫の結婚満足度，
情緒的関係，意見の一致度，意見の不一致時の対処，出産
育児の会話，会話時間，共同行動の比較には Mann-whitney
検定を用いた．夫婦関係を構成する8 要因間の関連性の検
討には spearman の順位相関を用いた．なお，変数として「情
緒的関係」は「配偶者からの情緒的支援」を，「意見の不
一致時の対処」は「満足する結論」を，家事に関する変数
は，妻は「妻からみた夫の家事」，夫は「夫の家事」を用い
た．さらに夫婦関係を構成する8 要因各々に関連する要因
（妊娠と結婚の状態，妊娠中の体調の変化や心配事）の検討
は Mann-whitney 検定を用いた．これらの分析には統計ソフ
ト「SPSS11.5.for Windows」を用いた．
9．倫理的配慮
　対象者の権利を保護するために，次のことを対象者に説明
し同意を得た．
1)実施施設には，文書と口頭にて研究の主旨を説明し，文書
にて同意を確認する．
2)研究対象者には，文書を用いて倫理的な配慮について説明
し，文書をもって同意を得る．
3)妻のみ来院している場合は，妻に説明文書と質問紙，同意
書を渡し，妻を通して夫に依頼をする．
4)協力者は無記名とし，データはコンピュータで統計的に処
理し，個人が特定できないことを保証する．
5)研究の参加は自由意志であることを保証する．
6)研究参加の有無や研究途中での辞退による不利益は生じ
ないことを保証する．
7)質問紙は夫と妻，別個の封筒に入れ，封印後に回収する.
8)質問紙は施錠できる部屋で保管，終了後は破棄することを
保証する．
9)研究で得られたデータは匿名で記述し，研究以外には使用
しないことを保証する．
10)使用した尺度について，作成者の許諾を得る．
や悩みを聞いている，私は配偶者の能力や努力を高く評価し
ている，私は配偶者に助言やアドバイスをしている，私は配
偶者の気持ちや考えを理解している），「配偶者への気持ちの
伝達 ｣ 3 項目(私は自分の心配事や悩みを配偶者に話してい
る，私は配偶者に対する気持ちや考えを配偶者に話している，
私は配偶者に対する希望を配偶者に話している)である．こ
れらの項目について支援の程度を，1点（あてはまらない）か
ら4点（あてはまる）までの 4 段階尺度で表し，得点が高い
ほど情緒的関係が良い状態であることを意味する．
質問項目の使用にあたっては，作成者の承諾を得た．
(3)意見の一致度と不一致時の対処
①意見の一致度
意見の一致度は，「家事の分担」「家計の取り扱い」「性生
活」「自由な時間の過ごし方」「親とのつきあい」「妻の就労」「大
切だと思う目標や物事」７項目の意見の一致の程度を1点（わ
からない），2点（かなり不一致），3点（どちらかといえば不
一致），4点（どちらかといえば一致），5点（ほぼ一致）の5
段階尺度で表し，得点が高いほど一致度が高いことを意味し、
妊娠前と現在の状態を調査した．
②意見の不一致時の対処
　意見が食い違った場合の対処方法は，「お互いに満足する
ような結論を見つけ出そうとする」（以下，満足する結論），「相
手との衝突を避けようとする」，「自分の意見を通そうとする」，
「相手の要求に従う」の4 項目について，1点（あてはまらない）
から5点（あてはまる）の5段階で表した．
(4)会話時間，共同行動，出産育児の会話
会話時間は，配偶者との1日あたりの平均会話時間を1点（ほ
とんどなし），2点（30 分くらい），3点（1時間くらい），4点（2
時間以上）の 4段階で表した．
共同行動は，NFRJ9832）の調査項目「一緒に夕食をとる」，「一
緒に買い物に行く」2項目に「一緒に趣味やレクリエーション
を行う」を加えた3項目について実施の頻度を，1点（ほとん
どない），2点（1ヶ月に1～ 2日），3点（1週間に1日くらい），
4点（1週間に 2～3日），5点（1週間に4～ 5日），6点（ほ
ぼ毎日）の 6 段階尺度で表し，得点が高いほど共同行動の
頻度が高いことを意味する．
共同行動の質問項目の使用にあたっては，日本家族社会
学会全国家族調査委員会の承諾を得た．
　出産育児の会話は，「子どものことや育児のことを話す」，「妻
のおなかを触る」，「出産のことを話す」3 項目の頻度を測定
した．1点（めったにしない）から4点（よくする）の 4 段階
尺度で表し，得点が高いほど頻度が高いことを意味する． 
(5)家事
　家事の実態は，NFRJ9832）の調査項目「食事の用意」，「洗
濯」，「風呂掃除」3 項目に「部屋の掃除」，「買い物」を加え
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た」妻 7名（3.1％），夫 5名（2.8％）、妻回答なし1名（0.4％）
であった．
表1 基本的属性
妻 (n=224) 夫 (n=177)
　
平均値±SD
 (範　囲 )
平均値±SD
　（範　囲）
年齢
年齢（歳）
29.9± 4.1
 （18－39）
32.1± 5.3
（18－48）
結婚年齢（歳）
27.3± 3.6 
（18－37）
29.4± 4.9
 （18－47）
教育年数（年）
13.9± 1.5 
（ 9－18）
14.2± 1.8 
（　9－18）
人数 （％） 人数 （％）
 同居者
夫と二人暮らし 204 （91.1） 160 （90.0）
複合家族  15 （ 6.7）      14 （ 7.9）
夫と別居   5 （ 2.2）       3 （ 1.7）
 仕事
あり   62 （27.8） 175 （98.9）
なし  161 （71.8） 2 （ 1.1）
不明    1 （ 0.4） 0 （ 0.0）
 年収（万円/年）
収入はなかった 38 （17.0）       2 （ 1.1）
200以下 80 （35.7） 12 （ 6.8）
200‐400 未満 73 （32.6） 83 （46.9）
400‐600 未満 30 （13.4） 60 （33.9）
600‐800 未満  2 （ 0.9） 10 （ 5.6）
800以上  0 （ 0.0）       9 （ 5.1）
　　　不明  1 （ 0.4）  1 （ 0.6）
表 2 結婚と妊娠の状態
　 妻 （n=224） 夫 （n=177）人数（％） 人数（％）
  妊娠の時期
結婚前の妊娠  47　（21.0） 31 （17.5）
結婚後の妊娠 177　（79.0） 146 （82.5）
  子どもの希望
していた 185　（82.6） 152 （85.9）
していなかった   7　（ 3.1） 5 （ 2.8）
どちらでもよかった  31 （13.8） 20 （11.3）
不明   1 （ 0.4） 0 （ 0.0）
結婚後の妊娠
結婚から妊娠までの
期間（年）
平均値±SD　
（範　囲）
平均値±SD
（範　囲）
n=177
2.6± 2.4
（ .1－15）
n=146
2.5± 2.5
（ .1－15）
3）身体的・心理的状態（表3）
　健康状態は，妻は「病気あり」46 名（20.5％），「なし」178
名(79.5％)，夫「病気あり」30名（17.0％），「なし」147名（83.0％），
「不明」3 名（1.7％）であった．妻の妊娠中の異常は，「異常あり」
83 名（貧血45 名，切迫流早産 33 名，妊娠中毒症 2 名）であり，
そのうち24 名（28.9％）が入院治療をしていた．「体調の変化
や心配」は妻「あり」179 名（79.9％），「なし」43 名（19.2％），「不
明」（0.9％）であり，夫は「あり」47名（26.6％），「なし」127
名（71.8％），「不明」3 名（1.7％）であった．
　なお，本研究は札幌医科大学大学院保健医療学研究科倫
理審査において承認された研究計画に基づいて行った．
Ⅲ．結果
　質問紙を455 組の夫婦に配布し，妻 236 名（回収率
53％），夫190 名（回収率 43％）より回収した．そのうち夫
13 名（無回答2 名，妊娠週数が28週未満 11名），妻12 名（妊
娠週数が28週未満）を除いた妻 224 名（有効回答率 50％），
夫177名（有効回答率 40％）を有効回答とした．
　有効回答のうち，夫のみ回答をしたものはいなかったため，
家族構成，世帯収入は妻のデータを用いる．
1. 対象者の背景
1)基本的属性（表1）
　対象者の平均年齢は，妻 29.9 歳，夫32.1歳，結婚年齢
の平均は妻 27.3 歳，夫 29.4 歳であった．妻の最終学歴は，
中学校4 名（1.8％），高校47名（21.0％），専門学校・短大
128 名（57.1％），大学・大学院 45 名（20.1％）であり，専門
学校・短大が最も多かった．夫の最終学歴は，中学校 3 名
（1.7％），高校47名（45.1％），高専・専門学校・短大 55 名
（31.1％），大学・大学院 70 名（39.5％），不明 2 名（1.1％）
であった．
　家族構成は，配偶者と二人暮し204 名（91.1％），複合家
族 15 名（6.7％），配偶者と別居 5 名（2.2％）であった．別
居の理由は，里帰り，夫の単身赴任，経済的理由が各々1名，
不明2 名であった．
　妻の仕事は，「仕事あり」は，産休中 35 名を含む 62 名
（27.8％），「仕事なし」161名（71.8％），「不明」1名（0.4％）
であった．「仕事あり」のうち，今後退職予定 11名，検討
中1名であった．「以前は就業していた」は，160 名（71.4％）
であり，退職理由は妊娠75 名，結婚 55 名であった．退職
者の約8割が結婚，妊娠を機会に退職していた．夫の仕事は，
「仕事あり」175 名（98.9％）であり，「以前は就業をしていた
が現在はしていない」2 名（1.1％）であった．
　夫婦の昨年1年間の世帯年収は，「収入がなかった」１世
帯（0.4％），「200万円未満」7世帯（3.1％），「200‐400万円未
満」13世帯（5.8％），「400‐600万円未満」102 世帯（45.5％），
「600‐800万円未満」58 世帯（25.9％），「800万円以上」38
世帯（17.0％），不明4名（1.8％）であった．
2)結婚と妊娠の状態（表 2）
　妻の結婚と妊娠の状態は，「妊娠時結婚していた」177名
（79.0％），「結婚していなかった」47名（21.0％）であり，2
割が結婚前の妊娠であった．「妊娠の希望」は，「希望してい
た」妻185 名（82.6％），夫152 名（85.9％），「どちらでもよかっ
た」妻 31名（13.8％），夫 20 名（11.3％），「希望していなかっ
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妊娠前と現在の比較では，「配偶者からの情緒的支援」(p
＝.041) ，「配偶者への気持ちの伝達」(p＝.000)が，妊娠
前に比べ現在のほうが有意に高かった．
　現在の「配偶者からの情緒的支援」と「配偶者への情緒的
支援」との間に有意差があった（p＝.000）．
(2)夫の情緒的関係
　｢配偶者への情緒的支援 ｣3.5点，「配偶者からの情緒的支
援」3.5点，「配偶者への気持ちの伝達」3.3点であった．妊
娠前と現在の比較では，｢配偶者への情緒的支援 ｣(p＝.000)
が，妊娠前に比べ現在のほうが有意に高かった．
　夫は現在の「配偶者からの情緒的支援」と「配偶者への情
緒的支援」の間に有意差はなかった（p＝.667）．
(3)妻と夫の情緒的関係の比較
　妻と夫の比較では，「配偶者への気持ちの伝達」は，妻が
夫より高く（p＝.005），「配偶者への情緒的支援」は，夫が
妻より高かった（p＝.001）．「配偶者からの情緒的支援」は
妻と夫の間に有意差はなかった．
3）意見の一致度と不一致時の対処（表 5）
本研究の意見の一致度の信頼度係数Cronbach’s α係数は，
妻 .75，夫 .83であった．
(1)妻の意見の一致度と不一致時の対処
　意見の一致度は平均 4.2点であり，「ほぼ一致」から「どち
らかといえば一致している」という回答だった．一致度が最
も高い項目は，「家計の取り扱い」，「妻の就労」が各々4.4 点
であり，次いで「大切だと思う目標や物事」，「親とのつきあい」，
「自由な時間の過ごし方」，「家事の分担」4.2点，最も低い
項目は「性生活」3.5点であった．
　妊娠前と現在の比較では，全体の一致度に差はなかった
が，現在の方が妊娠前に比べて高い項目は，「家事の分担」（p
＝.050），「家計の取り扱い」（p＝.003），「親とのつきあい」（p
＝.032）であり，低下した項目は「性生活」であった（p＝.000）．
　意見の不一致時の対処は，「満足する結論」4.2点，「衝突
の回避」3.1点，「自分の意見を通そうとする」3.1点，「相手
の要求に従う」2.8点であり，最も多くとられている対処方法
は「満足する結論」であった．
(2)夫の意見の一致度と不一致時の対処
　夫の意見の一致度は，平均 4.2点であり，「ほぼ一致」か
ら「どちらかといえば一致している」という回答だった．一致
度が高い項目は，「家計の取り扱い」，「妻の就労」，「大切だと
思う目標や物事」が 4.4 点，次いで「親とのつきあい」4.3点，
「自由な時間の過ごし方」4.2点，「家事の分担」4.1点，「性
生活」3.5点であり，妻とほぼ同様の順位であった．
　妊娠前と現在の比較では，全体の一致度に差はなかった
が，妊娠前に比べて現在の方が得点が高い項目は「家事の分
担」（p＝.000），「家計の取り扱い」（p＝.033）であり妻と
妻 （n=224） 夫 (n=177)
人数 （％） 人数 （％）
健康状態
病気あり   46 （20.5）　 30 （17.0）
病気なし 178 （79.5）　 147 （83.0）
妊娠の異常
　　あり 83 (37.1)　
　　なし 140 (62.5)　
　不明 1 （ 0.4）　
自身の体調の変化や心配
あり 179 （79.9）　 47 （26.6）
なし 43 （19.2）　 127 （71.8）
不明 2 （ 0.9）　 3 （ 1.7）
配偶者の体調の変化や心配 　　　 
あり 68 （30.4）　 127 （71.8)
なし 103 （46.0）　 31 （17.5）
わからない 49 （21.9）　 17 （ 9.6）
不明 4 （ 1.8）　 2 （ 1.1）
2．夫婦関係を構成する8 要因の得点
1）結婚満足度（表 4）
　本研究の信頼度係数 Cronbach’s α 係数は，妻.91，夫 .87
であった．
(1)妻の結婚満足度
　現在の結婚満足度は平均4.5点であった．満足度の高い群
（非常に満足，どちらかといえば満足）と低い群（非常に不満，
どちらかといえば不満，どちらともいえない）の2 群に分け
ると，満足度の高い群は，194 名（89％），低い群は 24 名（11％）
であり，約 9割の妻が満足感をもっていた．妊娠前と現在の
比較では，有意差はなかった．
(2)夫の結婚満足度
　現在の結婚満足度は平均 4.8点であった．満足度を 2 群
に分けてみると，満足度の高い群は166 名（97.1％），低い群
は 5 名（2.9％）であった．妊娠前と現在の比較では，「配偶
者との関係の満足」が，現在のほうが妊娠前に比べて有意に
高かった（p＝.038）．
(3)妻と夫の結婚満足度の比較
　妻と夫を比較では，結婚満足度の得点は夫が妻に比べ有
意に高かった（p＝.000）．「結婚の満足」，「配偶者への満足」，
「配偶者の関係の満足」のいずれも，夫が妻に比べ有意に高
かった．（p＝.000）．
2）情緒的関係（表 4）
本研究の信頼度係数 Cronbach’s α 係数は，「配偶者からの
情緒的支援」妻 .83，夫 .82，｢配偶者への情緒的支援 ｣妻 
.76，夫 .77，「配偶者への気持ちの伝達」妻 .83，夫 .81であっ
た．
(1)妻の情緒的関係
　｢配偶者への情緒的支援」3.3点，「配偶者からの情緒的
支援」3.4 点，「配偶者への気持ちの伝達」3.5点であった．
表3 身体的・心理的状態
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妻 夫
平均値± SD pa 平均値± SD pa pb
妊娠前 現在 妊娠前 現在
結婚満足度　(範囲 1-5) 4.5 ± .6 4.5 ± .7 ns 4.8 ± .5 4.8 ± .5 ns .000
結婚の満足 4.5 ± .7 4.5 ± .7 ns 4.8 ± .5 4.8 ± .6 .046 .000
配偶者の満足 4.5 ± .7 4.5 ± .7 ns 4.8 ± .5 4.8 ± .4 ns .000
配偶者との関係の満足 4.5 ± .7 4.5 ± .8 ns 4.7 ± .6 4.7 ± .5 .038 .000
情緒的関係　（範囲 1-4）
配偶者への気持ちの伝達 3.4 ± .7 3.5 ± .6 .000 3.3 ± .7 3.3 ± .7 ns .005
配偶者からの情緒的支援 3.4 ± .6 3.4 ± .6 .041 3.4 ± .6 3.5 ± .6 ns ns
配偶者への情緒的支援 3.3 ± .5 3.3 ± .5 ns 3.4 ± .6 3.5 ± .5 .000 .001
a：妊娠前後の差（Wilcoxon の符号付検定）　　　　　　b：現在の妻と夫の差（Mann-Whitney 検定）
表 4 結婚満足度と情緒的関係
妻        夫
平均値± SD ｐa 平均値± SD pa pb
妊娠前 現在 妊娠前 現在
意見の一致度　（範囲 1-5） 4.1 ± .7 4.2 ± .6 ns 4.1 ± .8 4.2 ± .8 ns ns
家事の分担 4.1 ± 1.1 4.2 ± 1.0 .050 4.0 ± 1.3 4.2 ± 1.0 .000 ns
家計の取り扱い 4.3 ± 1.1 4.4 ± .9 .003 4.3 ± 1.1 4.4 ± 1.0 .033 ns
性生活 3.9 ± 1.2 3.5 ± 1.4 .000 4.0 ± 1.2 3.7 ± 1.3 .004 ns
自由な時間の過ごし方 4.2 ± .9 4.2 ± .9 ns 4.1 ± 1.0 4.2 ± .9 ns ns
親とのつきあい 4.1 ± 1.1 4.2 ± 1.0 .032 4.2 ± 1.0 4.3 ± .9 ns ns
妻の就労 4.3 ± 1.0 4.4 ± .9 ns 4.3 ± 1.0 4.4 ± 1.0 ns ns
大切だと思う目標や物事 4.1 ± 1.3 4.2 ± 1.1 ns 4.3 ± 1.0 4.4 ± .9 .017 .011
不一致時の対処　（範囲 1-5）
満足するような結論を
見つけようとする 4.2 ± .8 4.2 ± .9 ns
衝突を避けようとする 3.1 ± 1.3 3.7 ± 1.2 .000
自分の意見を通そうとする 3.1 ± 1.0 3.1 ± 1.2 ns
相手の要求に従う 2.8 ± .8 3.2 ± 1.0 .000
a：妊娠前後の差（Wilcoxon の符号付検定）　　　　　　b：現在の妻と夫の差（Mann-Whitney 検定）
表 5 意見の一致度と不一致時の対処
表 6 出産育児の会話・会話時間・共同行動
妻 夫
平均値± SD 平均値± SD pa
出産育児の会話　（範囲 1-4） 3.3 ±　.7 3.4 ± .7 ns
育児の会話 3.3 ±　.9 3.4 ± .8 ns
お腹を触る 3.4 ±　.9 3.5 ± .7 ns
出産の会話 3.3 ±　.8 3.4 ± .8 ns
会話時間　（範囲 1-4） 3.4 ±　.8 3.4 ± .8 ns
共同行動　（範囲 1-6）
一緒に夕食をとる 5.0 ± 1.3 5.2 ± 1.2 .039
一緒に趣味やレクリエーションを行う 3.1 ± 1.0 3.3 ± 1.5 ns
一緒に買い物に行く 3.3 ± 1.0 3.6 ± 1.0 .020
a：妻と夫の差（Mann-Whitney 検定）
妻から見た夫の家事(n=224) 夫の家事(n=177)
人数（％） 人数（％）
　　
食事の
用意
風呂
掃除
洗濯
部屋の
掃除
買い物
食事の
用意
風呂
掃除
洗濯
部屋の
掃除
買い物
ほぼ毎日 7( 3.1) 13( 5.8) 1(  .4) 1(  .4) 3(　1.3) 4(　2.3） 16( 9.0） 1( 0.6) 3( 1.7) 5( 2.8)
週に4‐5回 6( 2.7) 2(  .9) 2(  .9) 0(  .0) 6(　2.7) 6(　3.4） 4( 2.3) 3( 1.7) 2( 1.1) 5( 2.8)
週に 2‐3回 19( 8.5) 30(13.4) 20( 8.9) 6( 2.7) 52(23.2) 18（10.2） 21(11.9) 12( 6.8) 10( 5.6) 59(33.3)
週に1回くらい 36(16.1) 77(34.4) 31(13.8) 68(30.4) 125(55.8) 32（18.1） 66(37.3) 35(19.8) 60(33.9) 90(50.8)
ほとんど行わない 153(68.3) 98(43.8) 168(75.0) 146(65.2) 36(16.1) 115(65.0） 69(39.0) 124(70.1) 100(56.5) 15( 8.5)
不明 3( 1.3)  4( 1.8) 2(  .9) 3( 1.3) 2(  .9) 2( 1.1） 1(  .6) 2( 1.1) 2( 1.1) 3( 1.7)
表 7 家事
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　共同行動は，「一緒に夕食をとる」は平均 5.2点であり「1
週間に4～ 5日」の頻度であった．「一緒に趣味やレクリエー
ションを行う」は 3.3点，｢一緒に買い物に行く｣は 3.6点で
あり「1週間に1日～3日」の頻度であった．
5）家事(表 7)
　妻の結果は「妻からみた夫の家事」のデータを示し，夫の
結果は「夫の家事」のデータを示す．
　妻から見た夫の家事の信頼度係数 Cronbach's α 係数は 
.51，夫の家事は .64であった．
(1)妻からみた夫の家事
　平均値が最も高い項目は，「食料品・日用品の買い物」2.1
点，次いで「風呂掃除」1.9点であり「1週間に 2～3回」程
度，次いで「食事の用意」1.5点，「部屋の掃除」，「洗濯」1.4
点であり「1週間に1回～2回」程度であった．
(2)夫の家事の実態
　夫の家事の平均値が最も高い項目は，「食料品・日用品の
買い物」1.7点，「風呂掃除」1.4 点であり「1週間に1～２回」
程度，次いで「食事の用意」，「部屋の掃除」各々0.7点，「洗濯」
0.4点であり「ほとんど行わない～1週間に１回」程度であった．
3．夫婦関係を構成する８要因間の関連（表8）
1）妻の夫婦関係を構成する８要因間の関連
　図2に示したように，夫婦関係を構成する8要因の相関関
係を検討した結果，妻は 8要因間の関連において，「結婚満
足度」と「夫からの情緒的支援」（rs=.603）が最も高い相関
があり，「結婚満足度」と「意見の一致度」(rs=.522）および「夫
からの情緒的支援」と「意見の一致度」(rs=.545）は中程度
の相関があった．「出産育児の会話」と「夫からの情緒的支援」
(rs=.400），「出産育児の会話」と「会話時間」(rs=.416）には
中程度の相関があった．「妻からみた夫の家事」は他の構成
要因との相関はなかった．
2）夫の夫婦関係を構成する8要因間の関連（表 9）
　図3に示したように，夫婦関係を構成する8要因の相関関
係を検討した結果，夫も8要因間の関連において，「結婚満足
度」と「妻からの情緒的支援」(rs=.500)が最も高い相関があり，
これは妻と同様の結果であった．妻は「結婚満足度」と「意見
の一致度」は中程度の相関があったが，夫は低い相関(rs=.364）
であり，「夫からの情緒的支援」と「意見の一致度」(rs=.448）
は中程度の相関があった．夫の「出産育児の会話」は，「妻か
らの情緒的支援」(rs=.346）および「会話時間」(rs=.318）と
低い相関であり，妻と異なる結果であった．「夫の家事」は，
他の構成要因との相関はなかった．
4．夫婦関係を構成する8 要因に関連する要因 
　妻と夫各々の夫婦関係を構成する8要因と「妊娠時の結婚
の有無」，「妊娠の希望」，「体調の変化や心配」との関連を
検討した．
同様だった．しかし，「性生活」は妊娠前の方が現在に比べ
て高く（p＝.004），「大切だと思う目標や物事」は，夫にのみ，
現在のほうが妊娠前に比べて有意に高かった（p＝.017）．
　意見の不一致時の対処は，「満足する結論」4.2点，「衝突
の回避」3.7点，「自分の意見を通そうとする」3.1点，「相手
の要求に従う」3.2点であり，夫は「満足する結論」と「衝突
の回避」の対処が多かった．
(3) 妻と夫の意見の一致度と不一致時の対処方法の比較
　妻と夫の意見の一致度の得点には，有意差はなかった．
項目別では，「大切だと思う目標や物事」が，夫が妻比べも有
意に高かった（p＝.011）．
　妻と夫の不一致時の対処方法は，「衝突の回避」，「相手
の要求に従う」の項目が，夫が妻に比べ有意に高かった（p
＝.000）．
4）出産育児の会話　会話時間　共同行動（表 6）
本研究の出産育児の会話の信頼度係数 Cronbach’s α 係
数は，妻 .77，夫 .80 であり，共同行動の信頼度係数
Cronbach’s α 係数は，妻 .61，夫 .60であった．
(1)妻の出産育児の会話　会話時間　共同行動
　出産育児の会話は，1点「めったにしない」2点，「たまに
する」，3点「ときどきする」，4点「よくする」の 4 段階で回
答を得た．平均値は 3.3点であり「よくする」から「ときどき
する」という回答だった．「育児の会話」，「出産の会話」が各々
3.3点，「夫がお腹を触る」3.4 点であった． 
　会話時間は，配偶者との1日あたりの平均会話時間であり，
1点「ほとんどなし」，2点「30 分くらい」，3点「1時間くら
い」，4点「2時間以上」の 4段階で回答をえた．会話時間が
「2時間以上」121名（54.0％），「1時間くらい」74 名（33.0％）
195 名（89％），「30 分くらい」24 名（10.7％），「ほとんどなし」
4名（1.8％），不明1名（0.5％）であった．
　共同行動は，1点「ほとんどない」，2点「1ヶ月に1～ 2日」，
3点「1週間に1日くらい」，4点「1週間に 2～3日」，5点「1
週間に4～ 5日」，6点「ほぼ毎日」の 6段階で回答をえた．「一
緒に夕食をとる」が平均 5.0点であり「1週間に4～ 5日」の
頻度であった．「一緒に趣味やレクリエーションを行う」3.1点，
｢一緒に買い物に行く｣ 3.3点であり「1週間に1日くらい」の
頻度であった．
(2)夫の出産育児の会話　会話時間　共同行動 
　妊娠中の出産育児の会話は，平均 3.4 点であり，「よくする」
から「ときどきする」という回答だった．項目別では，「育児
の話をする」，「出産の話をする」が各々3.4 点，「妻のお腹を
触る」3.5点であった．
　会話時間は一日に「2時間以上」97名(54.8％)，「1時間」
49 名(27.7％），「30 分くらい」24 名（13.6％），「ほとんどなし」
5名（2.8％），不明2 名（1.1％）であった．
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相　　　関　　　係　　　数
1 2 3 4 5 6 7
1．結婚満足度
2．情緒的関係
　（夫からの情緒的支援）
.603*
3．意見の一致度 .522* .545*
4．不一致時の対処
（満足する結論）
.269 .290 .335*
5．共同行動 .284 .254 .281 .174
6．出産育児の会話 .341* .400* .346* .150 .349*
7．会話時間 .251 .363* .316* .086 .365* .416*
8．妻からみた夫の家事 .260 .222 .136 .086 .247 .257 .130
Spearman の順位相関係数　　　＊ rs ≧.300
表 8 夫婦関係の構成要因間の関連（妻）　　
相　　関　　係　　数
1 2 3 4 5 6 7
1．結婚満足度
2．情緒的関係
（妻からの情緒的支援）
.500*
3．意見の一致度 .366* .448*
4．不一致時の対処
（満足する結論）
.277 .375* .396*
5．共同行動 .145 .216 .226 .104
6．出産育児の会話 .332* .346* .217 .248 .240
7．会話時間 .277 .217 .348* .121 .384* .318*
8．夫の家事 .063 .041 .045 .058 .250 .283 .080
Spearman の順位相関係数　　　＊ rs ≧.300
表 9 夫婦関係の構成要因間の関連（夫）
 
 
   
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. 夫婦関係の構成要因間の関連（妻）
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2) 夫の夫婦関係を構成する8 要因に関連する要因（表11）
　夫の夫婦関係を構成する8要因に関連する要因を検討した
結果，「妊娠の希望」が「結婚満足度」(p=.020)，「妻からの
情緒的支援」(p=.030)と関連があり，「妊娠を希望している・
どちらでもよい群」の得点が高かった．妻に関連があった「妊
娠時の結婚の有無」，「体調の変化や心配」は，8 要因との
有意な関連はなかった．
1) 妻の夫婦関係を構成する8 要因に関連する要因（表10）
妻の夫婦関係を構成する8要因に関連する要因を検討した
結果，「妊娠時の結婚の有無」が「結婚満足度」(p=.020)，「夫
からの情緒的支援」(p=.035)，「意見の一致度」(p=.007)，「共
同行動」(p=.031)と関連があり，いずれも「結婚している群」
の得点が高かった．「体調の変化や心配」は「意見の一致度」
(p=.010)，「会話時間」(p=.030)と関連があり，「体調の変化
や心配」がない群の得点が高かった．「妊娠の希望」は 8要
因との関連は有意ではなかった．
表 10 夫婦関係を構成する８要因に関連する要因（妻）
結婚
満足度
情緒的
関係
意見の
一致度
不一致時
の対処 共同行動
出産育児
の会話 会話時間 夫の家事
妊娠時の結婚の有無
妊娠前の結婚 4.2±.7* 3.2±.7* 3.8±.9* 4.1±.8 3.5±1.1* 3.4±.6 3.3±.9 1.7±.5
妊娠後の結婚 4.7±.8 3.5±.6 4.2±.6 4.2±.9 3.9± .9 3.3±.7 3.4±.7 1.7±.5
妊娠の希望
あり・どちらでもよい 4.5±.6 3.4±.6 4.2±.7 4.2±.8 3.8±.9 3.3±.7 3.4±.8 1.7±.5
  なし 4.3± 6 3.4±1.0 3.9±.6 3.7±1.4 3.2±1.1 3.4±.7 3.3±.8 1.8±.7
体調の変化や心配
  あり 4.5±.7 3.4±.6 4.1±.2* 4.2±.8 3.8±.9 3.3±.7 3.5±.8* 1.7±.5
　なし 4.6±.6 3.5±.6 4.5±.9 4.3±.9 3.7±.9 3.4±.6 3.6±.7 1.5±.4
　・「情緒的関係」は「情緒的支援（配偶者からの支援）」を、「不一致時の対処」は「満足する結論」を変数として使用
Mann-Whitney 検定  *:p<0.05  
表 11 夫婦関係を構成する８要因に関連する要因（夫）
結婚
満足度
情緒的
関係
意見の
一致度
不一致時
の対処 共同行動
出産育児
の会話 会話時間 夫の家事
妊娠時の結婚の有無
妊娠前の結婚 4.7±.5 3.2±.8  3.8±1.1 3.9±1.2 3.8±1.2 3.6±.5 3.4±.8 2.0±.8
妊娠後の結婚 4.8±.4 3.5±.6 4.2±.6 4.2± .9 4.1±.9 3.4±.7 3.3±1.0 1.7±.5
妊娠の希望
  あり・どちらでもよい  4.8±.4*  3.5±.5* 4.2±.7 1.2±.9 4.0±.9 3.5±.7 3.4±.8 1.8±.6
  なし 4.1±.9  2.6±1.1  3.1±1.6 4.4±.9  3.7± 2.0 3.1±.9 2.6±1.5 2.0±.6
体調の変化や心配
  あり 4.8±.5 3.5±.6 4.3±.6 4.3±.9 4.0±.8 3.6±.6 3.5±.8 1.8±.5
  なし 4.8±.5 3.5±.6 4.2±.8  4.1±1.0  4.0±1.0 3.4±.7 3.4±.8 1.8±.6
　・「情緒的関係」は「情緒的支援（配偶者からの支援）」を、「不一致時の対処」は「満足する結論」を変数として使用
Mann-Whitney 検定  *:p<0.05
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止めていると考えられ，これも妊娠期の特徴といえる．また，
夫は，「妻への情緒的支援」と「妻から受けている情緒的支
援」の得点に差はなく，同量と認知していると考える．これ
は，夫の「妻への情緒的支援」が妊娠前と現在の比較では，
現在の得点が有意に高かったことから，妻が妊娠による体調
の変化や生活の変化などに対して夫が妻を気遣い，気持ちを
聴くという「妻への情緒的支援」が増加したことによると推察
する．
　前述したように，先行研究の結果からライフステージの他
の時期は，夫婦間の情緒的支援のギャップがあり，それが妻
の育児不安や結婚満足度に影響すると報告されていることか
ら 7)，妊娠期の妻と夫の支援の関係が育児期にどのように変
化するのか，妊娠中に支援にギャップがない場合は，育児期
も同様の関係が持続するのかを含めて検討することが今後の
課題となる．
夫婦間の意見の一致度に関する先行研究では，妊娠によっ
て妻の体調の変化や生活の変化が生じることから，夫婦間
の役割分担の再調整やそれに伴う意見の不一致を起こしやす
く，それが結婚満足度に影響すると報告されている 15)．しか
し，本調査の結果では意見の一致度において，妊娠前と現
在に差はなかった．その理由として，意見の不一致時の対処
において，妻と夫の多くが「満足するような結論を見つけよう
とする」方法をとっていることが影響していると考える．意見
の一致度の詳細では，「家事分担」や「家計の取り扱い」は，
妊娠前に比べ現在のほうが高く，妊娠が夫婦間の意見の一致
にプラスに影響したと推察する．一方，性生活は，妊娠前か
ら他の項目に比較して一致度が低く，妊娠後に更に低下して
おり，性生活に対する不満感が妻と夫にあると考える．この
背景には妊娠によって性生活が影響を受けることや，性生活
について夫婦間で十分に話し合われてないことが関連してい
ると考える．本調査では，不一致の内容は把握できなかった
が，妊娠中の性生活は切迫流早産や夫婦間の心理的な満足
感との関連も報告されており 37)，妊娠中の性生活に関する支
援の必要性が示唆された．
夫婦関係を構成する要因間の関連では，妻と夫共に「結婚
満足度」と「配偶者からの情緒的支援」に高い関連があり，
この結果は，稲葉 31)，末盛 35）らの結果と同様であった．「情
緒的関係」と「結婚満足度」の関連を詳細にみていくと，夫
は妻の妊娠によって「妻への情緒的支援」が増加し負担感が
増したと考えたが，「結婚満足度」の低下はなかった．この
背景には，「妻から夫への情緒的支援」が妊娠前と現在にお
いて変化しなかったこと，夫は「妻との意見の一致度」に関
して，「大切だと思う目標や物事」が妊娠前に比べ現在高いと
認知していたことから，妊娠によって親になるという夫婦共通
の目標をもつことができ，それが夫にとって妻との一体感や
Ⅳ．考察
１．夫婦関係の実態
　本調査は，夫婦関係を 8つの構成要因の得点と8要因間
の関連性から検討した．その結果，結婚満足度の得点は，
妻 4.5点，夫 4.8点とどちらも高く，夫の満足度は妻より高
かった．サンダース 33) の妊娠末期の結婚満足度の調査にお
いても同様の結果であり，この時期の夫婦は葛藤があるもの
の，妊娠に対する大きな喜びがあり，配偶者に対して強い愛
情を感じていることを報告している．
　金ら 34) は，満足度が最も低くなるといわれている中学生・
高校生の子どもをもつ夫婦の結婚満足度を調査しており，そ
の結果は妻 3.8点，夫3.9点であり，この時期と比べると本
調査の妻と夫の結婚満足度は，明らかに高いことがわかる．
これまでの結婚満足度に関する調査では，結婚年数とライフ
ステージ（子どもの有無，子どもの年齢）が，それぞれ独自
の効果をもって影響し，結婚満足度は U字型のパターンを形
成することが確認されており，結婚後5年以内で子どもがい
ない時期が最も高く，最も低い時期は結婚後 21-25 年で，末
子年齢が13-18歳の時期であると報告されている31・35）.従って，
本調査の対象者のうち，結婚後に妊娠した妻の妊娠までの平
均年数が約 2.6 年であることが，結婚満足度の高さに影響し
ていたと考える．
　次に夫婦間の情緒的関係について述べる．本調査では，
情緒的関係を「配偶者からの情緒的支援」，「配偶者への情
緒的支援」，「配偶者への気持ちの伝達」の観点から検討し
た．これらの得点は妻と夫共に高かったことから，妊娠末期
の夫婦間の情緒的関係は良好な状態であると考える．この時
期の情緒的関係の特徴は，妻と夫の「配偶者からの情緒的
支援」に差がなかったことである．「配偶者からの情緒的支援」
に関する先行研究では，妻と夫の間には支援のギャップがあ
り，このギャップが妻の結婚満足度やストレスに影響すること
が指摘されている 31)．そのギャップは，ライフステージを通
して，一貫して夫が妻から受けている情緒的支援が，妻が夫
から受けている情緒的支援より高いということである．しかし，
本調査の結果は，妻と夫各々の「配偶者からの情緒的支援」
の得点に差はなかった．
また，平山 36)は，中年期にある妻の情緒的支援について「夫
婦間の対称性」（夫婦がお互いの間で同質で同等な関与して
いる状態）の観点から調査しており，その結果，妻は「夫か
ら受けている情緒的支援」より，「自分が夫に行なっている情
緒的支援」のほうが多いと認知していることを報告している．
しかし，本調査の結果は，妻は自分が「夫からの情緒的支援」
のほうが，自分が行なっている「夫への情緒的支援」の得点
より有意に高く，「夫からの情緒的支援」のほうが多いと受け
札幌市立大学研究論文集　第 7巻　第 1号（2013）34
前に妊娠した妻にとって，結婚と妊娠というライフイベントが
同時に起こることがストレスの要因となり，結婚満足度に影響
したと考える．さらに「妊娠時の結婚の有無」は，「夫からの
情緒的支援」，「意見の一致度」，「共同行動」とも関連しており，
結婚前の妊娠は妊娠期の夫婦関係を築くうえで，リスク要因
になると推察された．
　一方，夫については「妊娠時の結婚の有無」と「結婚満足度」
の有意な関連はなかったが，「妊娠の希望」が「結婚満足度」，
「妻からの情緒的支援」と関連があったことから，夫にとって，
希望しない妊娠が夫婦関係を築くうえでのリスク要因になると
考えられ，夫婦関係に関連する要因が妻と夫では異なってい
ることから，妻と夫の違いを考慮した支援の必要性が示唆さ
れた．　　
　
Ⅴ．看護への示唆と本研究の限界
　本調査では，夫婦関係の実態を8つの構成要因から検討
した．その結果，結婚満足度は妻と夫共に高く，他の要因も
いずれも高い得点であったことから，妊娠末期の夫婦関係は
良好な状態であると推察する．さらに妻と夫の結婚満足度と
配偶者からの情緒的支援は他の要因に比べて高い関連があ
り，妊娠末期の夫婦関係において中核となる要因であり，夫
婦間の情緒的支援に視点をおいて対象者を理解し，支援する
ことの重要性が示唆された．また，妻にとって「妊娠時に結
婚しているか否か」，夫にとって「子どもの希望」が夫婦関係
を築くうえでの重要な因子と捉え，妻と夫の違いを考慮した
支援の必要性が示唆された．
　研究の限界は，妊娠末期の時期に回想的なデータを含ん
でいること，対象者のほとんどが妊娠を希望していた夫婦で
あったことである．また，回収率が約 5割であり，回収でき
た集団の特徴が結婚満足度が高い集団であったと考えられる
こと，夫への調査依頼をした段階で夫婦の関係性に問題が
ある場合は，妻からの調査依頼時に同意しない可能性がはら
んでいたことである．今後の課題は，夫婦をひとつの単位と
してペアデータで分析することによって，夫婦間の認知の違い
などを含め夫婦関係の実態を検討すること，夫婦間のストレ
スが増大するといわれている育児期までの縦断的な調査を行
ない，妊娠中の夫婦関係の良好さが妊娠による一時的な状態
であるのか，育児期にも継続するのかを検討し，家族形成の
早期の段階である妊娠期から育児期にある夫婦の具体的な援
助を検討することである．
Ⅵ．結論
本調査では，妊娠末期にある妻 224 名，夫177名に対し，
結婚満足感をもたらすことが推察された．　　
　「結婚満足度」と「意見の一致度」の関連は，夫より妻に
おいてその関連性が高かったことから，妻にとって夫との意
見の一致が結婚満足度を高める重要な要因であると考える．
さらに意見の不一致時の対処では，妻と夫のいずれも「満足
するような結論を見つけようとする」が最も多くとっている対
処方法であり，この要因は意見の一致度と関連していた．ベ
ルスキー 17) は，妻と夫の間に生じる様々な考えや不一致を納
得する形で解決することは，意見の一致だけではなく，相手
への共感をもたらすことや二人に新しい一体感や家族意識を
もたらすこと，妻と夫がともに成長している，それも同じ方向
に成長しているという大きな満足感が生じると述べており，本
研究においても意見の不一致時の対処として「満足する結論
を見つけようとする」対処方法を用いることで，夫婦間の意見
の一致をもたらし，それが結婚満足感を高めることにつながっ
たと推察する．
　今回の調査において妊娠末期の妻と夫の結婚満足度，情
緒的関係，意見の一致度得点が高かった背景として，調査対
象者のほとんどが妊娠を希望していた夫婦であり，夫婦間の
コミュニケーションが良好であったことが影響したと考える．
本調査の結果，夫が妻のお腹を触る行動や出産育児の会話
は頻繁に行なわれており，会話時間 38）や共同行動 39)，夫の
家事の頻度 40-42) は，ライフステージの他の時期に比べて高
かった．筆者ら 43) の先行研究の結果から，妊娠末期の夫婦
間の会話は，妻の身体や子どものことなどが中心となり，こ
の会話によってお互いに対する新たな発見があり，妊娠の喜
びを実感していた．また，夫は妻の体調を心配してできるだけ
早く帰宅したり，一緒に買い物に行ったり，風呂掃除などの家
事支援をしていた．このことから，妊娠によって，夫婦の会話
や共同行動など夫婦間のコミュニケーションの機会が増えた
ことが，お互いの理解や夫から妻への気遣いにつながり，結
婚満足度，情緒的関係，意見の一致度に影響したと推察する．
２．夫婦関係と関連する要因
　夫婦関係を構成する8 要因に関連する要因を検討した結
果，妻は「妊娠時の結婚の有無」が「結婚満足度」と関連
があり，「結婚している群」の得点が高かった．先行研究にお
いて，結婚後の期間が「結婚満足度」に関連しているは既に
述べたが，本調査の結果，結婚 5年以内であっても，結婚
前に妊娠した場合の妻の結婚満足度は，結婚後に妊娠した
ものより有意に低いことがわかった．稲葉 31)は，妻の結婚満
足度が結婚当初より夫に比べて低く，その要因として結婚及
び夫婦関係自体が女性に不利な構造をもっていることを指摘
している．本調査の結果においても，妻の結婚満足度が夫
に比べ有意に低かったことから，夫に比べ妻において結婚の
有無が妻の結婚満足度に及ぼす影響が大きく，これは結婚
妊娠末期の「夫婦関係」の実態と関連要因の検討
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無記名自記式質問紙調査を行い，夫婦関係を８つの構成要
因から検討した．その結果，以下のことが確認された．
1.「結婚満足度」の得点は，夫の満足度が妻に比較して有意
に高かった．
2.「配偶者からの情緒的支援」の得点は，妻と夫に有意差は
なかった．
3.夫婦関係を構成する8要因間の関連性は，妻と夫いずれも
「結婚満足度」と「配偶者からの情緒的支援」が他の要因
に比べて高い相関があり，妊娠末期の夫婦関係において
中核となる要因であり，夫婦間の情緒的支援に視点をおい
た援助の重要性が示唆された． 
4.夫婦関係を構成する8 要因に関連する要因は，妻は「結
婚満足度」，「夫からの情緒的支援」，「意見の一致度」，「共
同行動」に「妊娠時の結婚の有無」が関連していた．一方，
夫の「結婚満足度」，「妻からの情緒的支援」には「妊娠
の希望」が関連しており，夫婦関係に影響する要因が妻と
夫では異なっていることが示唆された．
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2009) 4)．この男女比には，男女の人口移動の相違が関係して
おり，とりわけ他と区別して未婚者の移動を捉えることが重要
であり，そのためには配偶関係別移動率の把握が必要である．
　札幌市も含め，従来の少子化対策は有配偶者を対象とした
子育て支援を中心としたものに限られてきたが，仮に未婚者
の移動が結婚行動を通じて低出生力に及ぼす影響が明らかに
なれば，男子学卒者に重点をおいた就業機会の創出・支援
や定住促進のための住環境整備など，新しい政策的対応の
可能性が開けてくると考えられる．
　日本の人口移動統計には，住民基本台帳人口移動報告と
国勢調査報告人口移動集計結果があるが配偶関係別移動数
は集計されていない．このため配偶関係（有配偶，未婚，離
別，死別）ごとの移動率の相違や，それが地域の人口構造に
与える影響は殆ど未解明である注(1)．
  そこで，この研究では，札幌市をケーススタディに，10 年
に1度，国勢調査の人口移動集計が実施される大規模調査
年の 2000 年と2010 年に合わせ，a)その間の配偶関係別純
移動率を推計し，その結果を比較検討して安定的な推計モデ
ルを作成する，b）大規模調査年については総務省統計局に申
１. はじめに
１）研究の背景と目的
　北海道の総人口はすでに1997年の 569.9万人をピークに，
直近の2011年（10月1日現在）の548.6万人まで，約 21.3万
人（3.7％）減少しており，今後も北海道の人口減少率は加速
度的に高まり，2030 − 2035 年では 5.8％に達すると推計され
ている 1) ．この人口減少の背景には，長年にわたる構造的な
人口流出と東京都に次ぎ全国1，2位を争う低出力の問題２)が
あり，とりわけ全道人口の34.8％を占める札幌市の人口移動
と超低出生力の解明と，それに基づく政策的対応が必要とさ
れている．
　この札幌市の超低出生力の背景には 25歳から35歳まで
の女子未婚率の高さがあり，晩婚晩産化により，高年齢での
初婚率や出生率が上昇している他の大都市地域とは大きく異
なる点が挙げられる（原 2008）３)．さらに全国的にも極めて低
い女子初婚率は，家族形成期の男女の人口比，特に未婚者
の男女比と関係しており，札幌市では，この年齢層で未婚女
子が男子に対し相対的に過剰となることに起因している(原
抄録：日本の人口移動統計には住民基本台帳と国勢調査報告によるものがあるが，いずれも配偶関係別の集計はなく，
有配偶，未婚，離別，死別ごとの相違や地域の人口構造に与える影響は殆ど解明されていない．本研究は科学研究
費助成事業の助成を受け，札幌市をケーススタディに，国勢調査の大規模調査年の2000 年と2010 年に合わせ配偶
関係別純移動率を推計する一方，総務省統計局に申請して特別集計を行い実測値を求め，推計手法の精度確認と改
良を行い，配偶関係別移動の分析という人口移動研究の新領域を拓こうとするものである．このうち本稿では， 同様
の推計を最新の2005-2010 年について行った結果を，過去二期間とともに比較し考察した．主な知見は，以下の通り．
①全体の移動は，男女とも高等教育進学年齢までは転入超過，卒業 ・就職期に急激な転出超過，女子は 30 代後半，
男子は退職年齢近くで明らかな転入超過となる．
②未婚者の移動は，全体の移動の前半部分（30 − 34 歳まで）に対応し後半（35 − 49 歳以上）の純移動は少ない．
前半の転入超過は少子化を反映し縮小，卒業時の転出超過は不況の影響から拡大傾向にあるが，逆に 2005-2010
年では男子35歳以上で転入超過傾向が現れている．
③有配偶の移動は全体の純移動の後半部分（35 − 49 歳以上）に対応，男女とも全年齢で転入超過であり，家族形成
期と引退年齢以降にさらに強まる．
④死別の移動は男子で転出超過，女子で転入超過（70歳以上では転出超過）という対照性を示す．
⑤離別の移動は男女ともほぼ全年齢で転出超過を示す．
キーワ ドー：人口動態，移動率，配偶関係，国勢調査，人口推計，札幌市
配偶関係別純移動率の推計：札幌市1995年 -2010 年
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　2005-2010 年の初婚件数と再婚件数は，2000-2005 年と同
様，総務省統計局のホームページ上で公開されている「政府
統計の総合窓口」の「人口動態調査」の「中巻−婚姻」にある
「各年時に結婚生活に入った夫・妻別」の「夫 -妻の同居時
の年齢（各歳）・都道府県（１３大都市再掲）別」【初婚の夫】，
【初婚の妻】，【再婚の夫】，【再婚の妻】から札幌市に該当す
るデータを抽出し集計した 14）．なお1995-2000 年については
平成 7(1995)年と平成 8(1996)年が（財）厚生労働統計協会
の『人口動態統計 明治 32年～平成 9 年（1899 ～1997）』に
収録された PDF 資料から必要なデータを抜き出し手作業で
入力したものを用いた 15）．
　2005-2010 年の離婚件数も「中巻 -管統計表（報告書非掲
載表 -離婚）」の「離婚件数，夫（妻）の届出時の年齢（各歳）・
都道府県（１３大都市再掲）別」から該当するデータを抽出
し集計した 16）．なお平成 7(1995)年と平成11(1999)年の離婚
件数については，厚生労働省の普及相談室で該当資料の PDF
をプリントアウトし手作業で入力し集計したものを用いた 17）．
　
２）推計方法
　推計方法は基本的に1995-2000 年 6)，2000-2005 5) 年と同
じであるが，過去2期分の推計に遡り修正した点もある．
(1)国勢調査間の累積初婚数，累積再婚者数，累積離婚者数，
累積死別者数
　初婚件数，再婚件数，離婚件数については 15歳から75
歳までの各歳別件数（不詳は含まず，日本国籍のみ）を該当
年次について調べ，2005 年を起点に各歳別コーホ トーに並べ
替え，さらに15歳から75歳まで 5歳年齢階級別に積算し，
センサス間の累積初婚数，累積再婚者数，累積離婚者数を
求めた．また国勢調査人口が10月1日現在をベ スーとしている
ことを考慮し，期首年については12分の3，期末年について
は12分の 9を掛け補正した．
　今回の作業でも元データの初期年齢が初婚・再婚・離別，
男女で異なる場合の処理や高年齢の積算処理における不統一
などの不備を修正し再計算した注(6)．
　また累積死別者数は，男女有配偶者のセンサス間死亡者
数を相互に反映するものと解釈し推計した．なお，ここでは男
女有配偶者の大部分が互いに同一コーホ トーに所属する，ま
た配偶関係による生残率の差は無視できるほど小さいと仮定
している注(7)．（例：2005 年時 15-19 歳から2010 年時 20-24
歳まで）．
①男子(2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-24 歳）の累積死
別者数≒女子(2005 年→ 2010 年， 15-19 歳→ 20-24 歳）
の有配偶死亡者数＝女子有配偶人口（2005年，15-19歳 )
×［１−女子生残率(2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-
24 歳）］
②女子(2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-24 歳）の累積死
請し注(２)，個票データを入手して特別集計を行い実測値を求
める，  c)推計結果と実測値を比較検討し，推計精度を確認，
モデルの改良を行う，d）それらの知見を基に，配偶関係別移
動率の相違を解明することを目指す．なお，この研究は［科
学研究費助成事業：学術研究助成基金助成金　基盤研究(C)
「札幌市における配偶関係別移動率の解明」（平成 23年度−
平成 25年度）］の助成を受け行うものである．
２）研究経過
　すでに1995-2000 年と2000-2005年については札幌市の人
口動態統計の男女初婚件数，再婚件数，離婚件数を各歳コー
ホ トー別に積算し 5歳年齢階級・コーホ トー別件数注(3)を求
め，これを元に札幌市の配偶関係別純移動率の推計を行な
い，2009 年度と2011年度の第1回日本人口学会・東日本部
会で報告した．
　その結果，a)未婚純移動率は男女とも15〜19 → 20 〜 24，
20 〜 24→ 25〜 29で転入超過，25〜 29 →30 〜 34 以上で
は転出超過となる，b)有配偶では男女とも転入超過傾向が見
られる，c)離別者の純移動率は男女とも全年齢で転出超過， 
d)死別者では男子が転出超過，女子は転入超過となるといっ
た知見が得られた（原 2010・2011）5) 6)．
　本報告では，最新の平成 22年国勢調査の公表値を用いて，
同様の推計を2005-2010 年について行った結果を，過去二期
間のものと比較し，a)推計モデルとしての安定性，b)配偶関係
別純移動率の特徴と変化について検討する注(4)．
２.　研究方法
１）使用データ
　推計のベースとなる年齢階級別人口と配偶関係別人口に
は，(財)統計情報研究開発センタ－の CD-ROM にある平成
17(2005)年の国勢調査第１次基本集計の値（総数）7)と平成
22年国勢調査人口等基本集計（総務省統計局）8)を用いた．
なお今回の推計では人口動態データとの整合性を計るため，
日本国籍のみの人口を用いた．このため，すでに推計済みの
2期間（1995-2000 年 6）と2000-2005 年 5）)ついても日本国籍
のみの人口を用いて再計算を行った注(5)．また平成 7(1995)年
の日本国籍のみの人口は，電子媒体によるデータが得られな
かったため国勢調査報告書 10）から手作業で入力した．
　純移動率の算定に使用する生残率の値としては国立社会保
障・人口問題研究所の『日本の都道府県別将来推計人口』（平
成19（2007）5月）の「仮定値表 2．都道府県別，男女・年齢（５
歳階級）別生残率」における北海道の値を用いた 11）．なお
1995-2000 年については平成 9（1997）年 5月推計12），2000-
2005 年については平成 14（2002）3月推計の仮定値 13）を用
いている．
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純移動数ではやや過大に，離別者の純移動数は過少となる
点に注意を要する．
　また最後の年齢階級である85歳以上の純移動数の推計
について，初期人口の生残数が正しく反映されるように，今
回の作業では，以下のように式を修正（下線部を追加，例：
2005 年時 80 ～ 84 歳から2010 年時 85歳以上～の，全体の
純移動数．未婚，有配偶，死別，離別についても同様）し，
過去2期間についても再計算した注(8)．
⑥全体の純移動数（2005 年→2010 年， 80 ～ 84 歳→ 85歳
～）=人口（2010 年， 85歳～)-[ 人口（2005 年， 80 ～ 84 歳 )
×生残率(2005 年→ 2010 年， 80 ～ 84 歳→ 85 歳～）＋人
口（2005 年， 85 歳～ )×生残率(2005 年→ 2010 年， 85
歳～→ 90歳～ )]
(3)純移動率
　純移動率については，次の２種類を算出した．
①純移動率(分母を年齢別人口)：全体の純移動率を配偶関
係別に分解したもの．
②純移動率(分母を配偶関係別人口 )：各配偶関係別人口の
移動傾向を示すもの．
　また純移動率(分母を年齢別人口）については，配偶関係
別純移動率の総和と，全体の純移動率の差分を求め，配偶
関係不詳の純移動という意味で不詳純移動率とした．
③不詳純移動率(2005 年→ 2010 年， 15-19 歳→ 20-24 歳)
＝ 純移動率(2005 年→2010 年， 15-19歳→ 20-24歳)-Σ
配偶関係別純移動率(2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-
24歳)
 なお，純移動率(分母を配偶関係別人口）では，2005年時
の各配偶関係別人口が分母となるため， 若年層では未婚以外，
分母が 0または極めて小さく，純移動率が計算できないか，
極端に過大な値となる点に注意を要する．
(4) 配偶関係不詳
　配偶関係不詳の影響については事前に検討を行った．
　2010 年の配偶関係
不詳割合（日本国籍の
み）は，男子総数の
1.3％，女子総数の1.4％
で，2005 年より低下，ほぼ 2000 年の水準に戻っており，配
偶関係別純移動率の基本的傾向にただちに影響するほどの
規模ではない（表１）7)8)9)10)． 
　ただし，年齢別では，男女とも2000 年国勢調査で 65歳
以上の高齢者ほど不詳率が高くなる傾向が，また 2005 年で
は 35 歳を最初のピークに 50 − 64 歳まで低くなり，また65
歳以上で高齢ほど高くなる傾向があったことがわかる．これ
らの傾向は 2010 年では，かなり弱まっているが，女子の 65
歳以上では依然高く（85歳以上で4.8％），推計結果の解釈
にあたっては注意を要する（図１）7)8)9)10)．
別者数≒男子(2005 年→ 2010 年， 15-19 歳→ 20-24 歳）
の有配偶死亡者数＝男子有配偶人口（2005年，15-19歳 )
×［１−男子生残率(2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-
24 歳）］
(2)国勢調査間の純移動数
　男女とも5歳年齢階級別純移動数は，国勢調査間の人口
数の差を，生残率とその間の配偶関係の異動数で補正するこ
とにより求めた．なお，ここでは配偶関係による生残率の差
は無視できるほど小さいと仮定している．また国勢調査間で
配偶関係の異動が繰り返された場合（たとえば初婚の後，す
ぐに離婚しさらに再婚など）は考慮していない．（例：2005 年
時15-19 歳から2010 年時 20-24 歳まで）
①全体の純移動数（2005 年→2010 年，15-19 歳→20-24 歳）
=人口（2010 年， 20-24 歳)-人口（2005 年， 15-19 歳)×生
残率(2005 年→2010 年，15-19 歳→20-24 歳）　
②未婚者の純移動数（2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-24
歳）= 未婚人口（2010 年， 20-24 歳 )-{未婚人口（2005 年，
15-19 歳 )- 累積初婚数（2005 年→ 2010 年，15-19 歳
→ 20-24 歳）}×生残率(2005 年→2010 年，15-19 歳→20-
24 歳）
③有配偶者の純移動数（2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-
24 歳）=有配偶人口（2010 年，20-24 歳)-{有配偶人口（2005
年，15-19 歳)＋累積初婚数（2005 年→ 2010 年 ，15-19 歳
→ 20-24 歳）- 累積離婚数（2005 年→ 2010 年 ，15-19 歳
→ 20-24 歳）＋累積再婚者数（2005 年→ 2010 年 ，15-19
歳→ 20-24 歳）−累積死別者数（2005 年→ 2010 年 ，15-19
歳→ 20-24 歳）}×生残率 (2005 年→ 2010 年，15-19 歳
→20-24 歳）
④死別者の純移動数（2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-24
歳）= 死別人口（2010 年， 20-24 歳)-{死別人口 （2005 年，
15-19 歳 )＋累積死別者数（2005 年→ 2010 年 ，15-19 歳
→20-24 歳）}×生残率(2005 年→2010 年，15-19 歳→20-
24 歳）
⑤離別者の純移動数（2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-24
歳）= 離 別人口（2010 年， 20-24 歳)-{ 離 別人口（2005
年，15-19 歳 )＋累積離婚数（2005 年→ 2010 年 ，15-19 歳
→ 20-24 歳）-累積再婚者数（2005 年→ 2010 年 ，15-19 歳
→20-24 歳）}×生残率(2005 年→2010 年，15-19 歳→20-
24 歳）
　なお死別者の純移動数は死別再婚者の分だけ減少すると
考えられるが，入手した再婚データでは，それらを再婚件数
から区別することができないため式には算入していない．同
様の事情で離別者の式における累積再婚者数には死別再婚
者が含まれている．従って，その分だけ推計値が死別者の
表1　配偶関係不詳の推移（日本国籍のみ）　札幌市
全体 男子 女子
1995 年 0.8％ 0.7％
2000 年 1.4％ 1.4％
2005 年 2.6％ 2.1％
2010 年 1.3％ 1.4％
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1995-2000 年，2000-2005 年までは，35 歳以上の年齢は男
女とも未婚者の純移動は弱い転出超過ないしは均衡状態を示
していたが 2005-2010 年では転入超過傾向注(9)がみられる．
 一方，未婚男女では 55～ 59 → 60 ～ 64 の退職年齢近く
の転入超過の一時的上昇は見られない．
(3)有配偶者の純移動率(分母を年齢別人口）
 男女とも有配偶は全体として転入超過であり，特に男子は
25～ 29 →30 ～34まで，女子は 35～39 → 40 ～ 44まで明
瞭な転入超過を示している（図４a，b）．また男子の有配偶は
55～ 59 → 60～ 64の退職年齢近くから転入超過が目立ち始
め，女子の有配偶は高齢になるほど転入超過傾向が強くなる．
基本的に全体の純移動率の後半部分（35 − 49 歳以上）は有
配偶人口の転入超過を反映したものであることがわかる．
 有配偶の純移動率は1995-2000 年，2000-2005 年，2000-
2005 年と，家族形成期の転入超過が強まる一方，退職年齢
の転入超過はやや後退する傾向が見られる． 
(4)死別者の純移動率(分母：年齢別人口)
  死別者の移動は，当然のことながら年齢別死亡率が上昇す
る55～ 59 → 60 ～ 64 の退職年齢以降から目立ってくるが，
男子がほぼ一貫して転出超過であるのに対し，女子は最後の
80 ～ 85以上までは転入超過となっている点で対照的である
（図５a，b）． 
　また男子では転出超過が高年齢にずれ込む一方，女子で
は転入超過のピークが近年になるほど遅く，高くなり，その分，
転出超過に転じる時期も高年齢となる傾向が見られる．
3．結果
１）純移動率の比較
(1) 全体の純移動率(分母：年齢別人口)
　男子は 15～19 → 20 ～ 24まで転入超過であるが，大学
卒業・就職を迎える 20 ～24→ 25 ～ 29以降，急激な転出
超過となる傾向が見られる．進学期の転入超過は1995-2000
年，2000-2005年の方が大きく，2005-2010 年では小さくなっ
ている．これに対し卒業・就職期の転出超過は，1995-2000
年と2005-2010 年で大きく，過去のパターンに戻った印象で
ある．また55～ 59 → 60 ～ 64 の退職年齢近くで転入超過
が見られることがわかる（図２a）．
 女子も 15～19 → 20 ～ 24までは転入超過，大学卒業・
就職は転出超過となるが，20 ～ 24 → 25 ～ 29 の落ち込み
は男子ほどではない．ここでも2000-2005 年より落ち込み
が大きく，過去のパターンに戻った印象がある．また35～
39 → 40～ 44 以降は再び転入超過となり，高齢になるほど
その傾向が強まることがわかる（図２b）．
(2)未婚者の純移動率(分母：年齢別人口)
 男女とも 25～29 →30 ～34までの動きは，全体の純移動
率の変動に極めて近似しており，未婚者の移動は，主にこ
の年齢までに限定されていることがわかる（図３a，b）．また
図1　配偶関係不詳率（札幌市）
図 2　純移動率（札幌市　分母：年齢別人口）
配偶関係別純移動率の推計：札幌市 1995 年 -2010 年
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図 5　死別の純移動率（札幌市　分母：年齢別人口）
図 6　離別の純移動率（札幌市　分母：年齢別人口）
図 3　未婚の純移動率（札幌市　分母：年齢別人口）
図 4　有配偶の純移動率（札幌市　分母：年齢別人口）
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(5) 離別の純移動率 (分母：年齢別人口）
　離別者の移動は 25～29 →30 ～34で目立ってくるが，男
女とも，全体として転出超過であること，また1995-2000 年，
2000-2005年，2005-2010 年と近年になるほど転出超過は弱
まる傾向にある（図６a，b）．
２）分母を配偶関係別人口とした場合
　分母を年齢別人口ではなく，各年齢別配偶関係別人口にし
た場合の純移動率は，2005 年時点の該当者が分母となるた
め，未婚者以外は15～19 → 20 ～ 24，20 ～ 24→ 25 ～ 29
の純移動率が過大な値となる（表２）．
 一方，男女とも15 ～19 → 20 ～ 24 は転入超過，20 ～
24→ 25 ～ 34 以上では転出超過となる傾向が見られる．こ
れに対し有配偶では各年齢とも転入超過である．また死別
が男子では 35～39 → 40 ～ 44 から 45 ～ 49 → 50 ～ 54ま
で転出超過，逆に女子では高齢まで一貫して転入超過で，80
～ 84 → 85 ～以降に初めて転出超過となっている．さらに
離別については男子の 55 ～ 59 → 60 ～ 64，女子の 45 ～
49 → 50 ～ 54 から 55～ 59 → 60 ～ 64，80 ～ 84 → 85 ～の
転入超過を除き，男女ともほぼ全年齢で転出超過を示してい
ることがわかった．
　これらの諸傾向は分母を年齢別人口にした場合とほぼ同じ
であること，また紙幅の都合で結果表は割愛するが，1995-
2000 年，2000-2005年とも同様であることが確認できた．
4．考察　
１）推計モデルとしての安定性
　1995 年〜 2000 年，2000 年〜 2005 年，2005 年〜 2010 年
までの三期間について，同一のモデルを使い推計を行ったが，
全体の純移動率，配偶関係別純移動率（分母：年齢別人口），
純移動率（分母：配偶関係別人口）など，概ね，総ての点で
近似したパターンが出力されており，モデルとしての安定性に
は大きな問題は見られなかった．
　ただ三期間の推計結果を比較する過程で，元データからの
累積処理や，高年齢の純移動率の処理などに不都合が見つ
かり，過去 2回の推計結果の一部を修正した．また人口動
態データが日本国籍のみに限定されている点との整合性を図
るため，国勢調査の年齢別人口・配偶関係人口もすべて日本
国籍のみの数値に限定した．このため，ここで扱う純移動率
もすべて日本国籍者の移動を対象としたものとなった．
　いずれもモデルの解釈を変えるような推計結果の変化はな
かった．たまたま札幌市の場合は外国籍人口の割合が低く，
その影響は小さいが，そうでない地域で推計する場合には何
らかの補整・工夫が必要であると思われる．
　生残率については，三期間とも国立社会保障・人口問題研
究所の都道府県将来推計の仮定値を用いたが，今回のよう
にすでに確定した期間の推計を行うには実績値に基づく生残
率を用いることも可能である．高齢の生残率は，北海道より
札幌市の方が高いはずであり，その分，高齢者の純移動率
が過大になっている可能性が考えられる．なお配偶関係別生
命表については，その相違を推計した研究もあり（石川 1999）
14）注(7)， 仮に格差があるとすれば，その分，平均寿命の長い
有配偶で，純移動率は過大(転入超過)に，未婚，離別，（特
に）死別では過少（転出超過）となる可能性があり，この点
についても，今後，検討を進める必要がある．
　
２）配偶関係別純移動率の特徴と変化
　札幌市の配偶関係別純移動率について，1995 年から2005
年までの二期に加え，新たに 2005 年から 2010 年まで推計を
行った結果，次のことが明らかとなった．
①全体の純移動率は，男女とも進学年齢までは転入傾向が
強いが，大学卒業・就職期に急激な転出に転じ，その後，
徐々に転入が回復し，女子は 30 代後半から男子は退職年
齢近くで明らかな転入超過となってゆく傾向がある．
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表 2　札幌市の純移動率（分母を配偶関係別人口）
　　　2005 年→2010 年
②未婚の純移動率は全体の純移動率の前半部分（30 − 34 歳
まで）に対応するが，後半は純移動が小さくなる．また，
進学時の転入超過は少子化を反映し，近年になるほど少な
くなってきているが，卒業時の転出超過は不況の影響か近
年ほど高まる傾向が見られる．また 2005-2010 年では，男
子の35歳以上で未婚者の転入超過傾向が見られるが，有
配偶者のような退職年齢時の上昇は見られない．
③有配偶の純移動率は男女とも全年齢で転入超過であり，家
族形成期と引退年齢以降に転入超過がさらに強まる．全体
の純移動の後半部分（35 − 49 歳以上）は，基本的にこの
有配偶者の転入超過を反映したものである．
④死別の純移動率は男子で転出超過，女子で転入超過（た
だし70歳以上の高齢では転出超過）という対照的なパター
ンを示す．
⑤離別の純移動率は男女ともほぼ全年齢で転出超過であり，
特に 25 -34 歳の家族形成期でその傾向が強い．
　上記の諸傾向は 1995 年から2000 年，2000 年から2005
年，2005年から2010 年で概ね共通しているが，全体としては
2005 年から2010 年は，1995 年から2000 年の傾向に戻りつ
つある．
　
３)今後の課題
　次のステップとしては，1995-2000 年と2000-2005年の大
規模調査年について，総務省統計局に申請し国勢調査報告
人口移動集計結果の特別集計を行い，実測値を求め，推計
手法の最終的な精度確認と改良を行う計画である．すでに
2000 年国勢調査については申請し前住地データを入手，再
集計作業を進めている．しかし，この実測値の配偶関係は
2000 年現在（生残している）の移動者に関するものであり，
本報告の推計結果と比較するには，転出後の配偶関係異動
を補正するなどの工夫が必要である．
　また，現段階で推計している配偶関係別移動率は転入と
転出の差分である純移動率に過ぎず，転入動向と転出動向に
分け，その動きをみることができない．このため具体的な人
の動きとして，配偶関係がどのように影響しているのかを解釈
することは極めて困難である．この点についても転入・転出
の把握が可能な大規模調査年の特別集計を工夫しモデルの
拡張を行いたいと考えている．
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注
(1)たとえば，札幌市（2010 年日本国籍のみ）の30 − 34 歳
未婚率は男子 49.1％（全国 47.3％），女子 41.8％（同
34.5％）と極めて高い水準にあるが，それが晩婚・未婚化
によるものか，移動（たとえば就業機会を求めての転入あ
るいは転出超過）によるものかを解明するには男女の未婚
初婚率に加え未婚者の純移動を把握する必要がある．同
様に有配偶率の低下も家族形成期の有配偶人口の転入出
が少なからず影響する可能性があり，子育てに適した住
環境の実現といった町づくりの政策効果などを考える上で
重要な指標となる．また札幌市の55 − 59 歳離別率は男
子7.6％（全国 6.4％）と女子12.1％（同 8.8％）と極めて高
いが，これが高い離婚率によるものなのか，あるいは他
地域からの転入によるものなのかも，離別者の移動を定
量的に捉えることで初めて解明しうるものであり，福祉行
政との関連からも重要な情報を提供するものとなる．さら
に今後の高齢社会の進行（特に一人暮らし高齢者世帯の
増加）を考える上でも死別者の移動の解明が必要である．
(2)科研申請が受理されたことにより，統計法第 33条（調査
情報の提供）の第2号（その実施に要する費用の全部又
は一部を公的機関が公募の方法により補助して行う調査
研究に係る統計の作成等）に基づき，総務省統計局への
申請が可能となった．手続き時点では 2010 年分はまだ集
計作業中であった（公表済みのものしか申請できない）た
め，2000 年国勢調査の人口移動集計結果のみを申請し受
理された．
(3) cohort．同年（または同期間）出生集団．なお，以下
では15〜 19 → 20〜24という表記で，その出生集団が
15—19 歳から20—24 歳となるまでの期間を示す．
(4) 2005-2010 年の推計結果については，2012 年度第 64 回
日本人口学会大会（自由論題報告第９A 部会：人口移動Ⅲ，
2012 年 6月3日東京大学駒場キャンパス）で報告した．
(5)日本国籍のみに統一することにより，数値の微細な相違
が生じたが，推計結果を大きく変えることはなかった． 
(6)具体的には前回1995 − 2000 年推計の段階で，男子の初
婚・再婚が17歳，離別が男子18歳からのデータとなって
おり（女子はいずれも16 歳），前々回 2000 − 2005 年推
計では男子離別の積算で 5歳年齢区間が1歳分，高年齢
にずれていたことに気づき修正した．今回の2005 − 2010
年のモデルでも同じ修正を行った．修正以前の 2000 −
2005 年推計では，男子の有配偶者の純移動が15—19 歳
から20—24 歳までの若年層で転出超過，以降の年齢層で
は転入超過であったが若年でも転入超過となった 2）．こ
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の傾向は 3期間とも同じである．また高年齢の処理では，
初婚・再婚，離別の該当件数が男女で大きく異なること
もあり，上限年齢にバラつきがあったが，一律に70-75
歳まで積算する方式に改めた．この修正により，数値の
微細な相違が生じたが，推計結果を変えるほどのもので
はなかった．
(7)石川晃（1999）18）による配偶関係別生命表の推計によれば，
1995 年の 40 歳時平均余命は，総数を１とした場合，男
子は未婚 0.80，有配偶1.03，死別 0.92，離別 0.76，女
子は未婚 0.85，有配偶1.03，死別 0.99，離別 0.92であり，
いずれも有配偶は平均をわずかに 3％ほど上回るのに対
し，最も短い男子の離別で 24％，女子の未婚で15％ほ
ど下回る格差がある．また1955年からの推移では，未婚・
死別の格差は縮小傾向にあるが離別はわずかに拡大する
傾向にある（図７）19）．
 
このような格差をモデルに組み込むことを検討している
が，現時点では格差なしと仮定している．従って，仮に男
女とも有配偶の平均余命が3％ほど長いとすれば，その分，
生残率も高くなるので，ここでの累積死別者数（特に高齢）
は実際より過剰となる可能性がある．
(8)修正前，1995 − 2000 年推計，2000 − 2005 年推計の男女
85歳以上で見られた0.1を超える高い純移動率 6）は 0.5
前後に半減，2000 − 2005 年推計では男子 0.01，女子 0.03
と低下した．これを反映し有配偶の 85歳以上純移動率
も男子 0.1，女子 0.256）から男子 0.5 前後，女子 0.15 前
後に低下したが，離別，死別については影響は見られな
かった．
(9)この 2005-2010 年のみで観察される未婚男子 35 ～
39 → 40 ～ 44 の＋ 0.06という高い転入超過に対応する
転出超過は図には掲載していないが，不詳純移動率の
-0.05であり，2005 年の男子35-39 歳の高い不詳率（図１）
を反映したものと考えられる．また男女とも，この不詳率
は中高年層から60-64 歳に向けて減少しており，2005-
2010 年で観察される中高年層からの未婚者の転入超過傾
向は，この不詳率の変化を反映したもの（2005 年で上昇，
2010 年調査で再び低下した不詳分＝不詳の転出超過＝未
婚の転入超過）と思われる．
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　本研究の目的は，積雪地域の，おもに女性や高齢者を
対象として，上記の①，②に焦点を当てたスノーダンプ
の改良研究および制作・検証である．
２.　研究方法
２- １）スノーダンプの調査
　現在市販されている代表的な一般家庭用手押しスノー
ダンプについての調査を行った．図 2 は北海道で一般的
に使用されているスノーダンプで，通称「ママさんダンプ」
１. 緒言
　雪国においてスノーダンプは欠かすことのできない生
活必需品である．札幌市の市政世論調査によると，市政
に対して力を入れてほしい施策で毎年上位に挙がってい
るものが除雪に関することである．（図 1）
　しかし長引く景気低迷による税収減少により，年々雪
対策予算も減少傾向にあり，自分たちができる雪対策は
自分でするという意識を持つことが必要となってきてい
る．
　北海道でのスノーダンプは通称「ママさんダンプ」（図
2）と呼ばれる手押しシャベルが一般的であるが，昭和
20 年代に原型が開発されて以来，材質面での品質向上は
見られるものの形状・機構の改善は見られない．
　現在のスノーダンプは，雪集めは楽にできるように工
夫されてはいるが，積みあがった雪山の上に排雪するの
は大変重労働であり，特に高齢化比率が 24.6％と全国平
均の 22.8％を上回っている道内において「平成 23 年 3
月現在住民基本台帳」，①除排雪作業の軽減化は欠かすこ
とのできない課題である．また，現状のスノーダンプで
はロードヒーティングされた道路を横切るときなどに除
雪具の底面が傷み，2 ～ 3 年で生活ごみになってしまう
ため，②ロードヒーティングなどによるスノーダンプの
傷つきを減少させ長期間での使用に耐えられる構造にす
る改善も必要である．
スノーダンプの改良研究
杉　哲夫
札幌市立大学デザイン学部
抄録：雪国において欠かすことのできない一般家庭用スノーダンプの改良研究および制作・検証を行った．北
海道での一般家庭用スノーダンプは通称「ママさんダンプ」と呼ばれる手押しシャベルが一般的であるが，現
在の一般家庭用スノーダンプの問題点として次の 2 点があげられる．
①　雪集めは楽にできるよう工夫されてはいるが，積みあがった雪山の上に排雪する作業は重労働である．
②　雪の上を滑るように設計されているため，ロードヒーティングされた道路の移動により損傷し，2 ～ 3
年で生活ごみになってしまう．
この研究では，上記問題を解決するため，①除排雪作業の軽減化　②底面の傷つきを防ぎ，長期での使用に耐
えられる構造の検討および実機の制作・検証を行った．また，制作したスノーダンプを札幌市内で開催された
展示会に出品し，一般市民より高い関心を寄せられる結果となり，改良研究の成果はある程度達成することが
できた．しかし，コスト面等の課題も残すこととなり，今後さらに研究を継続していく予定である．
キーワード：Product design, Snow shoveling, Snow removal
図 1　市政に対する要望 H21 札幌市
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　ロードヒーティングなどによるスノーダンプの傷つき
を減少させ，長期での使用に耐えられる構造の検討が第
二の課題である．
２- ３）解決アイデアの検討
　排雪作業の軽減を図るためのアイデアを展開し，1/5
モデルでの検討を行った．
　案 1（図 6）は力のかかる初期持ち上げ時に，足踏みに
よるてこの原理でシャベルの持ち上げを軽くし，その後
手で前方に押し出すことでシャベルからの排雪を可能と
したものである．排雪するためのハンドルを押す動作は，
これまでのスノーダンプと変わりなく，立っている位置
より遠い場所からの排雪が可能であり，且つ構造も単純
なため，凍結により動かなくなる恐れも少なく，実現性
が高いと考えられる．
と呼ばれているものであり，シャベル部がプラスチック
製やアルミ製のものがある．図 3 は北陸地方でよく使わ
れているスノーダンプで，ややシャベル部が小さく，湿っ
た重い雪の屋根からの雪下ろしや融雪槽への排雪に適し
ているものである．
　スノーダンプの歴史は，旧国鉄の構内除雪用に開発さ
れた木製のものが北海道開拓記念館に保存されており，
材質などの向上は見られるものの，機能や構造は現在の
ものとほとんど変わりはない．
２- ２）スノーダンプの課題点整理
　北海道の雪は，季節により異なるが，北陸地方に比べ
軽く，押すのに要する力は約 10 キログラムと，さほど重
くはないが，排雪時には雪山を作り，その上に排雪しな
ければならず，大変な重労働である（図 4）．この排雪作
業の軽減化が第一の課題である．
また，北海道特に札幌地域では，歩道にロードヒーティ
ングされているところもあり，そういった雪のない場所
を横切るときなどに，スノーダンプの底面が傷み穴のあ
いているものをよく見かける（図 5）．
図 2　ママさんダンプ
図 3　北陸地方のスノーダンプ
図 4　雪山の上に排雪
図 5　穴のあいたスノーダンプ
図 6　案 1
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２- ４）CAD によるシミュレーション
　解決アイデアの中で，目的の排雪作業の軽減化とスノー
ダンプの傷つきを減少させ，長期での使用に耐えられる
構造を最も単純な構造で故障も少なく，低価格で実現可
能と考えられる案 1 について，CAD による人体との関係
などをシミュレーションし，基本設計を行った（図 10）．
 また，動き方のシミュレーションを行い，使いやすさの
確認を行った（図 11 ～ 16）．
　案 2（図 7）は，ハンドルを押し下げることによりシャ
ベルが持ち上がり，その後ハンドルを押し出すことでシャ
ベルからの排雪ができるようにしたものである．この案
の長所は，ハンドルを押し下げる動作でてこの原理によ
りシャベルが重くても容易に持ち上がることとハンドル
を押したり引いたりしながら雪をシャベルから落とす作
業が容易な点である．欠点としては，ハンドルを前後に
スライドさせるための摺動部があるため，雪が凍り付い
て動かなくなる可能性がある．
案 3（図 8）は，ハンドルの下にあるバーを足で踏むこ
とによりシャベルが持ち上がり，排雪ができるようにし
たものである．モデル上では思い通りに動いたが，重い
雪を乗せた場合，踏み込みの力がかかりすぎ，排雪が困
難になること，またスライド機構を用いているため，ひ
ねりなどの力が加わると外れやすくなるなどの問題点が
ある．
　案 4（図 9）は，電動モーターの力でワイヤーを巻き上げ，
シャベルを上げ下げするようにしたものである．電動モー
ターでのシャベルの上下により，除雪作業は楽にはなる
が，排雪する雪の量に対するコストがかかりすぎる点と
雪の全体の大きさが大きくなりすぎるなどの欠点がある．
　またそれぞれのアイデアには，ロードヒーティングに
よる傷つき防止のため，タイヤをつけるように考えた．
図 10　CAD による人体との関係シミュレーション
図 11　雪を集める時
図 7　案 2
図 8　案 3
図 9　案 4
図 12　足で踏んでシャベルを持ち上げる
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２- ５）実機の制作
　実機の制作にあたっては，本体を札幌市立大学金工室
で金工室職員の協力を得て制作した（図 16）．
　タイヤの制作は CAD 図を元に切削造形機を用い，型を
制作してウレタンゴムを流し込んで作ることとした（図
17）．
　ウレタン樹脂と硬化剤を入手し，制作した型への流し
込みをやってみたが高温での乾燥設備がないことなどの
要因によりうまくいかず，札幌市内にある株式会社白石
ゴム製作所の協力を得てタイヤの制作を行った（図 18）．
３.　制作した実機による実験と評価
　実際の雪の中での動作確認を札幌市立大学構内で行っ
た（図 19）．
図 19 に示すように，従来のスノーダンプと改良型ス
ノーダンプでは被験者の姿勢の差が生じ，試作品の改良
図 15　雪山の上への排雪
図 16　金工室での本体制作
図 17　切削造形機による型の制作
図 13　ハンドルを倒して排雪する
図 14　ロードヒーティングの所をタイヤで走行
図 18　白石ゴム製作所でのウレタンタイヤ制作
機の重量が 24 ㎏あることから改良型スノーダンプに関す
る「重さに対する意見」などが多くあげられた．排雪作
業に対する意見では，検証結果と同じように従来型スノー
ダンプの排雪作業時の前姿勢による問題と改良型スノー
ダンプの姿勢に関する評価が，すべての実験協力者から
得られ，従来型に比べ改良型は腰の負担が少ないと高い
評価を得た．
ゴムタイヤによるロードヒーティングなどによる傷つ
き防止については，実際のロードヒーティングの上での
走行を行った結果，構内から屋外への移動において，タ
イヤがあるため大変スムーズであり，底面への傷つき防
止は成功していると考える．
表 1　従来型と改良型の評価結果
４.　考察
４- １）札幌モーターショーでの展示と評価
　平成 24 年 2 月に札幌市で初めてのモーターショーが開
催されることになり，出展募集があった．札幌市立大学
としてこの改良型スノーダンプを応募したところ，出展
することが決まり，大勢の市民の意見を広く聞くチャン
スでもあるため，出展展示した（図 21）．
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型スノーダンプは排雪時に無理な姿勢にならなくても排
雪作業が行えることが分かった．これを室内で計測して
みると排雪時の姿勢に差があることが明確になった（図
20）．また，従来型のスノーダンプでは，除雪具の真上に
体をかぶせるようにする必要があるため，融雪槽などへ
の排雪は危険が伴うが，改良型除雪具は少し離れた場所
からの排雪が可能となるため，危険が少なくなると考え
られる．
従来型スノーダンプと改良型スノーダンプでの排雪作
業の比較検証を，平成 24 年 1 月 28 日（土）に札幌市内
にある施設で行った．検証当日の外気温は－ 4 度で，実
験協力者には 20 代から 60 代の男女の計 8 名の被験者に
協力してもらい，評価点（○：2 点，△：1 点，×：0 点）
による簡易的な評価手法による評価を行った．評価に関
しては，「雪集め作業に関する評価」，「移動に関する評価」，
「排雪に関する評価」，「保管に関する評価」の合計点で評
価した．評価結果を表 1 に示す．評価点ではどの項目も
従来型スノーダンプの評価が高く，従来型スノーダンプ
の評価点合計が 59 点と改良型スノーダンプを上回る結果
となった．特に大きな評価の差が生じたのは「保管に関
する評価」でありその差は 11 点である．しかし，そのほ
かの評価項目では 2 点以内の差であるため，作業等に関
しては従来型スノーダンプと同等の高い評価を得ている
と考える．また実験協力者には「良い評価」と「悪い評
価」として自由な意見を求めた．その結果，改良型試作
図 20　従来型との姿勢の差
図 19　従来型スノーダンプとの比較検証
　その結果，マスコミにも取り上げられ，一般市民より
高い関心を寄せられることとなり，改良研究の成果はあ
る程度達成することができた．しかし来場者の関心はい
くらで販売するのかというコスト面であり，従来型のス
ノーダンプに対しどのくらいまでのコストアップででき
るのかなど，今後の検討課題が明らかになった．
４- ２）特許申請
　今回研究制作した改良型スノーダンプは，これまでに
ない考案であり，大学として下記 2 件の特許取得を申請
することができた．
特願 2012-19235　【要約】雪を押し集める作業及び雪
捨て作業を軽減する為，シーソー型受圧板部を足で踏み
つけ，最も力のいる初期のホッパ持ち上げを行った後，
ハンドル部を前方に押し出すことで，雪捨て時に雪捨て
場から離れた所からの雪捨てを可能とした．さらに駆動
用タイヤを備えることで雪のない路面での移動も可能に
した除雪具に関する考案
特願 2012-019244　【要約】雪を押し集める作業及び雪
捨て作業を軽減する為，足で踏みつける事で，リンク機
構がホッパ部を持ち上げ雪捨て時に雪捨て場から離れた
所からの雪捨てを可能とし，さらに駆動用タイヤを備え
ることで雪のない路面での移動も可能にした除雪具に関
する考案
上記 2 件の特許申請ができたことにより新規性の面で
の成果は得られたと考える．
５.　今後の課題
　展示会での評価でも明らかになったように，機能面で
は明らかに従来型スノーダンプより除雪姿勢の改善やタ
イヤによる除雪具底面の傷つき防止効果は得られたと考
えるが，広く一般市民の方々に使っていただけるように
するためには，重量を軽くすることと，コスト面からの
再検討が必要である．重量に関しては，鉄棒と鉄板を使っ
ての試作のため，24 ㎏と重いものになってしまった．実
際の商品化の際はプラスチックやアルミパイプを用い軽
量化が可能と思われるが，構成材が多くなる分コストが
高くなると予想される．低コストで楽な姿勢で排雪作業
ができる新型スノーダンプの研究を，これからも継続し
ていく予定である．
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図 21　札幌モーターショーでの除雪具展示
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OSCE の開始時点では，トライアルとしての開始であったが，
現在，シナリオも3 種類開発され，十分な見通しが立った．
準備から着手，修正，そして見通しが立った現在までの経過
を報告する．
ここでは， SPが参加する演習をシミュレーション演習と呼び，
「学生同士のロールプレイ注 3），シミュレーション演習，OSCE」
を含む一連の教育をシミュレーション教育と呼ぶことにする．
Ⅱ．文献検討
文部科学省と厚生労働省は，どちらも，看護教育における
実践能力の育成・向上を主要課題の一つとしている．文部科
学省は 2011年に「学士課程においてコアとなる看護実践能力
と卒業時到達目標」（大学における看護系人材養成の在り方に
関する検討会最終報告） を公開し２），厚生労働省は 2011年に
「看護師に求められる実践能力と卒業時の到達目標」（看護
教育の内容と方法に関する検討会報告書）を公開している３）． 
看護基礎教育における看護実践能力の育成は国策としての取
り組みであり，喫緊の課題である．
この課題に取り組む方策の一つとして，OSCE などのシミュ
レーションを取り入れた看護教育が行われており、看護 OSCE４） 
というタイトルの著書も出版されている．しかし，学部で
の精神看護学教育におけるシミュレーション利用の探究は
限られているというCrider らの指摘５）や，一般の看護で
Ⅰ．緒言
　この論文の目的は，精神看護学におけるシミュレーション
教育の動向を概観すること，シミュレーション教育に関する
我々の取り組みを報告すること，および，今後の教育方法の
開発計画を提示することである．
国内ではシミュレーション教育あるいは OSCE（Objective 
Structured Clinical Examination） を用いて精神看護学教育を
体系的に行っている報告はほとんど見当たらない．国外でも，
学部の精神看護学におけるシミュレーション教育は取り組み
始めたばかりである．Kameg et al.の文献レビュー１）によると，
SP（Standardized Patient）注１）やコンピューターを用いた教育，
ロールプレイングなどの効果的なシミュレーション活動はコ
ミュニケーションスキルを高めることに利用できるが，文献の
情報が不足しており， SPを用いたシミュレーションにおける学
生のアウトカム研究も不足している．
我々が取り組んでいる精神看護学におけるシミュレーション
教育は，以下のような順序で開発された．まず準備段階で，
当事者注２）の授業への参加と交流，ペーパーペイシェント，ロー
ルプレイなどを取り入れ，「座学」から「リアリティの高い学習
への移行」を目指していた．開発段階に入ってからは，トライ
アル OSCEの準備と実施，シミュレーション演習，OSCEを含
む構造化されたシミュレーション教育へと進めてきた．我々は
この取り組みを小規模な教育プロジェクト研究と考えている．
抄録 ： 本論文の目的は，精神看護学におけるシミュレーション教育の動向を概観し，シミュレーション教育に関する
我々の取り組みを報告し，今後の教育方法の開発計画を提示することである．国内ではシミュレーション教育あるい
は OSCE（Objective Structured Clinical Examination） を用いて精神看護学教育を体系的に行っている報告はほとん
ど見当たらず，国外でも取り組み始めたばかりである．文部科学省と厚生労働省は，看護教育における実践能力の育
成・向上を主要課題の一つとしている．この課題に取り組む方策の一つとして，OSCE などのシミュレーションを取り入
れた看護教育が活発に行われている．しかし，精神看護学教育においては，シミュレータの開発が困難であることや
看護技術が状況依存的であり評価が困難なことなどにより，導入が遅れている．そのような状況の中で，米国等では
模擬患者（SP） を導入したシミュレーションや，シミュレータを用いた教育などの新たな展開がみられるようになった．
「リアリティの高い学習への移行」を目指して精神看護教育を行っていた我々は，OSCE，SP（Simulated/Standardized 
Patient） 参加型シミュレーション演習と，順次シミュレーション教育を導入してきた．精神看護学におけるシミュレーショ
ン教育への学生の評価は概ねポジティブである．基本的なコミュニケーション技術が獲得されていることも確認でき
た．今後，特に重要なこととして，①シナリオの開発，②教育全体の洗練（効率化とさらなる工夫の導入），③対外的
発信がある．また，この教育方法が学生に自信を与える影響も評価する必要がある．
キーワード：精神看護学，シミュレーション教育，OSCE，SP
精神看護学におけるシミュレーション教育の概観と実践
―精神看護学トライアル OSCE から構造化されたシミュレーション教育への移行―
山本　勝則 1)　守村　洋 1)　河村　奈美子 2)
1) 札幌市立大学看護学部，2) 大分大学医学部
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報告 16）17）も増えている．カリフォルニア看護協会（California 
Institute for Nursing & Health Care）では，その取り組み
の結果をオンラインで提供している（Use of a Psychiatric 
Nursing Skills Lab Simulation to Develop Empathy in Nursing 
Students：Amy J. Chaffinら）．これは患者の困難を理解する
ためのリアリティある方法であり，ケアにも役立つと思われる
が，我々が目指している直接的な技術をトレーニングするため
の教育とは趣を異にする．
我々はシミュレーション教育を通して実践力を向上すること
を主な狙いとしており，そのこととの関係で，精神障害者へ
のイメージや態度の変化についても調査している 18）．
Ⅲ．精神看護学 OSCE 実施のプロセス 
　「緒言」で述べたように，精神看護学領域では，準備段階
で「リアリティの高い学習への移行」を目指す取り組みを行っ
ていた．一方，本学では，看護実践能力を育成する手段とし
て，平成 19 年度の基礎看護領域をスタ トーとして，看護学 9
領域における OSCE の実施を目指していた．
　本学としての取り組みと精神看護学領域としての取り組みが
一致する形で，まず OSCE を導入した．その後，順次，構
造化したシミュレーション教育へと発展させた．
１．精神看護学 OSCEの導入
平成 21年度に，精神看護学領域でトライアル OSCE を開
始した．前述したように国内においては精神看護学領域での
報告例が見当たらず，国外でも臨床や大学院での導入がほと
んどで，学部で応用できる取り組みを探し出すことができな
かった．そのためシナリオの設定，実施準備，SPとの調整に
かなりの配慮を必要とした．
平成 21年度精神看護学領域の OSCE 課題は「拒薬傾向の
ある統合失調症患者への服薬の援助」であり，対象は精神
看護学実習履修済みの3年次学生である．平成 22年 2月に
実施した．
２．課題の選定
3年次の精神看護学の科目（精神看護技術論：詳細は後述）
において，臨床場面で遭遇する頻度の高い症状を呈する患者
への対応の仕方について演習を行った．その演習で用いられ
た場面の一つを洗練発展させてOSCE 課題を設定し，到達目
標および行動目標を文章化し，それに基づいてシナリオを作
成した．
３．シナリオ作成
シナリオは学生用と SP 用との二種類を作成した．本学で
実施している OSCE は，課題読みが 1分間，OSCE 実施が 7
は OSCE が広く用いられているが精神看護ではこの評価方
法の適用が遅れておりごく最近になって精神看護学教育に
導入されたというSelimらの指摘６）がある．「 ‘simulation or 
OSCE’ ‘undergraduate’ ‘psychiatric nursing’ 」を検索用語とし，
CINAHL with Full Text と MEDLINE を併用して検索しても
ヒットしたのは10 件の論文であり，内 9 件は 2006 年以降で
ある．
精神看護学教育におけるシミュレーションや OSCE の導入
が遅れている理由としては，シミュレータの開発が困難であ
ることや看護技術が状況依存的であり評価が困難なことが考
えられる．上記の検索では，シミュレータを用いた報告は，
ワイヤレスマイクを通してインストラクターがシミュレ トーした，
Kameg による報告が1件７）だけであった．言語機能を持つシ
ミュレータも開発され，コミュニケーションのためのハイフェ
ディリティシミュレーションへの取り組みもある８）が，精神看
護学領域でのシミュレータ利用のためにはその場で操作でき
る担当教員が必要であり，技術的にも費用対効果の点でも課
題がある．また， SP（Standardized Patient） を用いて治療的
コミュニケーションスキルの教育を行った Beckerらの研究で
は９），学生にとってポジティブな経験ではあるものの，スキル
や知識についての評価では従来の教育法と差が見られなかっ
た．
しかし，精神看護学教育にシミュレーションを導入する時
は来たと指摘する声もあり 10），新たな展開の時期にあると考え
られる．今後の教育を開発する方向については，McGuinness
が 11），精神看護学教育のシミュレーションにおける優れた視
点として以下の3論文を挙げている．
Buxton は 12）「シナリオのない相互作用」で，精神科の臨床
経験に関する学生の恐れと不安に対して，授業中に，演劇で
SPを提示した．インストラクターが精神病患者役を演じ，ボ
ランティアが看護師役を演じて，シナリオなしのやり取りをし
た．その後学生はケアプランを立てた．その結果，学生は恐
れと不安が軽減し，自信を深めたと報告している．
Keltnerらの「標準化した精神患者としての役者の使用」で
は 13），精神看護学のシミュレーションにおいて，役者を，標
準化的精神病患者として用いて，強力な学習経験をもたらし
たと報告している．
Criderらは 14），精神看護学教育において，理論に基づい
た臨床シミュレーションを適用した．用いられた理論は，ベ
ナーのProfessional Apprenticeship Modelである15）．認知的面，
実践的面，倫理的面の三側面を統合したシミュレーションを
提示している．
なお，対象理解を目的とした精神看護学におけるロールプ
レイ/ロールプレイングは，我が国でも，従来から取り入れ
られてきた教育方法である．また，近年，対象理解のため
にバーチャル・ハルシネーション注４）を用いた教育についての
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口頭にて説明し同意書に署名を得た．また，アンケ トー評価
は別途説明を行い，同意を得て実施した．学生には全ての協
力は任意であり，協力の有無と成績等は関係ないことを強調
した．本研究は札幌市立大学倫理委員会の承認を得た（倫理
審通知番号 0906-1）後に実施した．
７．評価
評価の視点としては，客観的に評価可能な精神看護技術
の明確化，学生達成度，SP の演技，そして，精神看護学領
域での課題が OSCE 課題として適切かをそれぞれ評価してい
くことである．
１）学生の達成に関する評価
評価基準や課題の詳細部分についての設定は，卒業時看
護技術到達度評価項目および，本学精神看護学領域の到達
目標と照合しながら作成した．評価基準は14 項目設定し，3
段階で評価した．
学生は SP による長い沈黙や拒絶に直面しながらもその場
に踏みとどまり，服薬の促し，受容・共感的関わりなどを粘
り強く行った．評価者は精神看護学担当教員2 名がそれぞ
れ行い，評価結果は直後に Mulberry-Ozone のシステムに注５） 
入力された．そして、個人の得点及び受験生の平均得点が，
当日中に学生に返却された．
学生へはこの Mulberry-Ozone のシステムから結果が出力
され，個人別評価シ トーとして返却される．そのシ トーには
個人成績と全体成績を比較するレーダーチャ トーが記されて
分間である．7分間で実施でき，到達目標に沿って客観的に
評価できるようにシナリオを作成した．学生用のシナリオは，
学生提示用課題文として使用されるので，1分間で覚えること
ができる簡潔なものにした．SP 用には，ねらいおよび状況設
定とともに，標準化した演技ができるように詳細なシナリオを
作成した．
４．SPとの演技の調整
OSCE の 2カ月前から，SPとの打ち合わせを 3回設定し，
症状，家族背景，シナリオ，状況を詳しく説明した後，演技
の練習を実施した．統合失調症の症状である妄想を抱える患
者の幻聴の演技を完全に統一することは，非常に難しいこと
が予測された．そこで，演技だけでなく，症状の体験をイメー
ジ化できるように説明した．そのために，精神障害者と関わ
りのない人でも理解できるような表現での追加説明をした．さ
らに，教員が患者役を演じて演技のモデルを示した．
また，拒薬，沈黙の仕方，想定される学生からの発言や
展開について具体的に返答例を提示した．SP は事前のシナリ
オに目を通し，患者像を描いて打ち合わせに臨んでいた．統
合失調症の症状を演じることに積極的であり，妄想に左右さ
れる患者に直接接した経験がなくても，患者のイメージはあ
る程度得られていると判断することができた．学生10 名に対
して SP 2 名が交替して行うよう設定した．なお，SP は本学で
養成した市民ボランティアである．
５．OSCE 実施場所の準備および実施
病室とナ スーステーションを設定した．ナ スースステーショ
ンには，薬・水を用意した．病室のベッドサイドのイスには既
に幻聴症状を呈する SP が座っており，そこへ学生が服薬を促
しに訪室するという設定で開始した．課題読み 1分間，OSCE
実施時間7分間，その後 SPと教員からのフィ ドーバック3分
半，移動 30秒で実施した．
６．OSCE 実施に関する倫理的配慮
OSCE に関わる学生 ・ SPに対しては，個人情報保護につい
て，また研究協力及び結果の公表に関して，予め書面および
図１　学生用シナリオ
図２　OSCE 実施場所の配置図
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ての課題を検討することである．課題実施直後に，受験学生
にアンケ トーの依頼をし，学生が回答をPCに入力した．アン
ケ トー項目は，①難易度や内容の達成度についてなど課題に
関することと，② SP や教員のフィ ドーバックなど OSCE 全体
に関すること，および③自由記載で構成した．
　精神看護学 OSCE を10 名の学生が受験した．学生の評価
アンケ トーは，8 名の学生から回答を得た．課題文の内容把
握は，ほとんどの学生（87.5％）が理解できたという回答で
あった．時間内の課題の実施については，時間内で関わりの
終結までは到達しない学生がほとんどであったものの，学生
は 50-80％の範囲で実施できたと回答した．教員や SP から
のフィ ドーバックについては，対象学生全員が役に立ったとポ
ジティブな回答をした．また自由記載においても，「OSCE は
臨床に行ったときの自信につながるのではないかと思います」
などというポジティブな感想が得られた．OSCE 場面は，沈黙
や拒絶に直面する心理的負荷のかなりある場面ではあるが，
アンケ トーの中に負担感の記述はなかった．
８．平成 21年度精神看護学領域 OSCEに関する考察
　OSCE の課題設定，準備，実施，評価について 一通り行い，
これらの遂行に支障はなかった．シナリオは，精神障害者と
の関わりの経験を持たない SP でも理解できるように，平易な
言葉で，演技の細部も標準化できるよう慎重にかつ詳細に作
成すれば，OSCE に活用できることを確認できた．一方，二
つの課題が明らかになった．一つ目は学生の達成に関する評
価基準であり，より明確化する必要があると考えられた．二
つ目は SP の負担である．SP が直接負担感を表明することは
なかったが，演技が難しいという感想は述べられた．拒否し
続ける演技を繰り返すことは難しいだけでなく，潜在的に精
神的な疲労を伴う可能性が高いため，SP の負担軽減が課題と
考えられる．学内演習に参加するなど，OSCE 実施以前に十
分な演技経験を積むことが望ましいと思われる．
　患者との関係構築を目指した関わりの重要性は，十分学生
に理解されていたようであった．一方，服薬を促すことは実
習でほとんど体験しないため，目的意識を自覚することの難し
さがあることがわかった．受験した学生の体験としては，ポ
ジティブな評価が得られた．今後，制限時間の中で実施可能
な課題の内容設定について再検討する必要があると考える．
Ⅳ．精神看護学におけるシミュレーション教育の開発
１．精神看護学領域および関連する科目のカリキュラム上の
構成
　精神看護学の科目は精神看護学概論（2年次前期），精神
看護援助論（2年次後期），精神看護技術論（3年次前期），
精神看護学臨地実習（3年次前期） で構成されている．伝統
おり，OSCE の振り返りに有効なものになっている．レーダー
チャ トーの形状により，達成度が視覚的に分かる．
平成 21年度のトライアル OSCE への取り組みを経験して，
その後の見通しがたった．そして，平成 22年度 OSCE 課題は
「拒否傾向の強い統合失調症患者に対する作業療法への誘
い(援助)」をした．この結果に関するレーダーチャ トーを図
3に示す． 精神看護学に必要とされる基本的なコミュニケー
ションである「状況に合わせたコミュニケーションがとれる」
「共感的態度がとれる」および作業療法への参加を促すことが
できるなどの援助は，ほとんどの学生が達成されていた．逆
に 「調子の悪いときでも参加すると集中できていたことを伝
えることが出来る」という教育的な援助の達成度は低かった．
終了後の学生の得点から問題の難易度を数値化したところ，
精神看護学に必要とされる基本的なコミュニケーションに関
する項目は達成度が高かった．
なお，達成度の評価は，事前に作成した評価基準に従って
精神看護学担当教員2 名が行ったが，次年度に向けて，次の
ような課題が残った． 評価項目決定段階で入念に検討を行
い，学生のパフォーマンスを評価することが可能であると判
断したが，OSCE 場面で実際に評価してみると，評価が難し
いと感じる項目が複数あり，評価基準をより明確にして評価
項目を設定する必要がある．
２）SPの役割に関する評価
原則として SP は拒否をし続ける設定のシナリオであり，7
分間拒否を演じ続けることは SP にとって困難を感じたという
意見があった．また，沈黙や拒否・発言のタイミングおよび
フィ ドーバックの方法については，他の課題とは異なる独特の
難しさもあったという感想が述べられた．しかし，心身の負
担感を述べることはなかった．
３）OSCEを実施後の学生による評価アンケート
このアンケ トーの目的は，今後の精神看護学 OSCE につい
図３　評価レーダーチャート
　　　（平成 22 年度 OSCE 課題：受験者全体の平均）
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レイングには，学生の経験不足により現実世界の表現が制限
されるため意図したものが伝えられない 19），時には不適切な
相互作用を強化してしまうなどの欠点があるが，SP 参加型シ
ミュレーション演習にはそのようなおそれがほとんどない．ま
た，学生の緊張度は，OSCE ほどには高くない．
３．精神看護学教育のフロー
図 5は現在開発中の精神看護学教育の全体的流れである．
４．今後の教育方法の開発計画
　これまで，三つの OSCE 課題のシナリオが開発され，現在
四つ目のシナリオを開発中である．これらは SP 参加型シミュ
レーション演習にも用いられている．それらは「拒薬する患
者への服薬の援助」「作業療法への誘い」「自殺防止」「不安
の強い患者への対応」である．
　今後，特に重要なこととして，①シナリオの開発，②教育
全体の洗練（効率化とさらなる工夫の導入），③精神看護学
領域におけるシミュレーション教育を国内外の看護教育機関
へ発信することがある．これらを達成するためには，すでに
取り組みを行っている国外の大学との情報交換が必要であ
り，その後に，国内で協働してシミュレーション教育および
シナリオの開発を行う教育機関との連携が必要である．
　また，開発だけでなく，教育方法の評価が必要である．シ
ミュレーション教育による学部学生の技術の向上を明確に立
的には，精神看護学概論および援助論は講義で構成され，
技術論は，講義と①ペーパーペイシェントまたは②学生同士
のロールプレイなどの演習を部分的に組み込む形で授業が構
成されることが多かった．
本学では，上記①②の他に，援助論で精神科受療経験を
持つ当事者を招いて学生と交流したり，技術論に臨地実習施
設の臨床指導者を招いて実践の紹介を行うなど，看護実践と
の接続性のある教育を試みていた．そして今回，さらにリア
リティの高い教育方法として，SP を導入した演習，演習場面
への臨床指導者の参加，および実習後の OSCE を導入した．
その他に，シミュレーション教育にかかわりの深い科目として，
2年次後期に援助的人間関係論があり，様々なコミュニケー
ション場面のロールプレイを実施している．これらのうち，精
神看護学シミュレーション教育の中核となっているのは，精
神看護技術論である．
この科目の中で上記のペーパーペイシェント，臨地実習施
設の臨床指導者が参加してアドバイスする学生同士のロール
プレイ，SP 参加型シミュレーション演習が行われる．その後
学生は臨地実習を経験する．そしてさらに学年末の OSCEで，
自己の技術を確認する．
これらの教育的流れが整ったのは平成 23 年度である．SP
参加型シミュレーション演習を開発・実施したのは平成 22年
度からであり，臨床実習指導者の参加を開始したのは平成 23
年度からである．
２．SP 参加型シミュレーション演習の特徴と意義
SP 参加型シミュレーション演習は① OSCE と共通する点，
②学生同士のロールプレイと共通する点，それらとは異なる
③独自の点がある．① OSCEと共通する点は，SPを学生が行
うケアの対象として演習が行われ，時間配分や場の設定・進
行が類似していることである．②学生同士のロールプレイと共
通する点は，全員が模擬実践を体験すること，その体験を学
生同士で共有すること，臨地実習施設の臨床指導者が参加し
てアドバイスをすることである．③独自の点は，SP の演技が
OSCE ほど固定されておらず生き生きとした演技となるため，
学生がヴィヴィッドな体験をすることである．また，ロールプ
 
図４　SP 参加型シミュレーション演習（写真）
 
 
図５　開発中のシミュレーション教育のフロー
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証した報告は，見出すことはできなかった．一方，学生の主
観的体験としてはポジティブなデータが得られており，我々の
取り組みに対しても同様である．そこで，今後の現実的な狙
いとして，実習でのエクスポージャーの観点からも，卒後の
キャリア開発の面からも，学生が自信を持って精神障害者と
関わることができるように教育したい．そのために，自己効力
感や自尊感情の評価に取り組む必要がある．
注
注 1）　SP （模擬患者） は， Standardized Patient（標準模擬患
者） とSimulated Patient（模擬患者） とに区別されること
がある．前者は，演技内容が固定化されておりOSCE
で用いられる．一方，後者は様々なシミュレーション教
育に用いられ，演技の表現方法を SP自身が裁量する余
地がある．両者を区別せずに単に SP（模擬患者） として
呼ぶことも多い．
注 2）当事者とは精神障害のある当事者を指している．一般
には，精神障害に限定されないし，そのことに関わりの
ある人という意味で家族や，時には医療者を指す場合も
ある．その人の生活体験に関わることに注目する場合に
用いられることの多い表現である．
注 3）　「ロールプレイングとシミュレーションとの違いは，シ
ミュレーションが同じく短いドラマから成っていながら
も，通常は台本が書かれていて，ロールプレイングほど
には即興性を含んでいない，という点にあります． …シ
ミュレーションは，学習者全員を巻き込んだ，いわば拡
張型のロールプレイングと見なすことができるでしょう．
シミュレーションは，安全な環境の中で，学習者が挑
戦的な経験ができるようにするものです．」文部科学省
（2007）人権教育の指導方法等に関する調査研究会議
　人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とり
まとめ］20）より
注 4）　バーチャル・ハルシネーションとは，統合失調症など
に見られる幻覚症状を，リアルに擬似体験するための装
置である．
注 5）　Mulberry-Ozone は 2 つのシステムからなり，1つ
は適切な時間進行管理を行うための専用タイマーで
あり，これにより誤差のない運用が可能である．も
う1つは事前準備，採点入力，集計作業を効率化
するための Excel ベースのシステムであり，採点表や
採点入力シートなどを短時間で作成することができ
る．また，集計や統計処理も短時間で行われる 21）． 
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OSCE の評価を明らかにすることである．
Ⅲ．研究方法
１．研究対象者
本研究の趣旨を理解し，研究参加への同意が得られた，
Ａ大学助産学専攻科の助産学 OSCE を受験した学生10 名．
２．データ収集方法
１）研究方法
コンピュータ 入ー力による質問紙調査法
A 大学助産学専攻科生に，OSCE の研究への協力を文書と
口頭で依頼した．また，研究への同意は文書への署名をもっ
て研究への参加協力とした．
２）データ収集
データは平成 24 年２月の助産学 OSCE 実施当日に収集し
た．質問項目は OSCE 全体については①事前学修時間と学
修方法，②課題数の量，③ステーション環境，④使用物品，
⑤ OSCE を終えて新しい発見があった場合にその内容と今後
への活用，課題別については①時間内に実施できたか・で
きなかったかとその理由，②フィ ドーバックで役立った内容で
あった．
尚，今回のOSCE 課題は「初産婦への入院時期の保健指
導」（課題 A），「産婦を前にした状態での分娩準備」（課題 B），
「分娩介助」（課題 C），「出生直後の新生児の観察・計測」（課
題 D）とした．また，模擬患者を活用したものは課題Ａのみで
あった．
３）倫理的配慮
　研究対象者に，研究の目的・意義，OSCE 結果の秘匿，研
究結果の公表，自由意思による同意と撤回，プライバシーの
保護， OSCE が成績に影響しないことを書面と口頭で説明し
Ⅰ．緒言
　平成16 年 3月の日本看護系大学協議会の，看護教育の在
り方に関する検討会報告書「看護実践能力育成の充実に向け
た大学卒業の到達目標」を受けて，看護実践能力の育成は，
各教育施設の課題となっている．また，平成 21年に保健師
助産師看護師法等の一部改正が行われ，保健師と助産師の
国家試験受験資格に必要な教育期間が６ヶ月から１年以上と
なった．これを受けて，厚生労働省は看護教育の内容と方法
に関する検討会に「助産師教育ワーキンググループ」を設置
した．ここでは，①助産師に求められる役割と機能，②助産
師に求められる実践能力， ③卒業時の到達目標と到達度が
示された１）．これらの提示により，一層助産師教育の看護実
践能力の育成は喫緊の課題となった．そのため全国助産師
教育協議会では，助産師教育の多様性から，助産師教育の
実態と分娩介助・継続事例実習の指針を明らかにした２）．　
　Ａ大学看護学部では看護実践能力の育成の一方法として，
平成 16 年の開学当初から客観的臨床能力試験（Objective 
Structured Clinical Examination，以下 OSCE とする）を用
いてきた３）．平成 22年に設置された同大学助産学専攻科に
おいても，助産学教育に OSCE を採用し，助産師活動に特
有な各種助産技術能力の正確な修得を目指している．さらに
OSCE は，学生にとっての今後の助産実践力の維持・向上の
基盤にもなると考える．
そこで，平成 23年度の修了前に実施した OSCE の一部に
ついて報告する．
Ⅱ．研究目的
本研究の目的は， OSCE を受験した学生がとらえた助産学
抄録
本研究の目的は，助産学の客観的臨床能力試験（Objective Structured Clinical Examination）を受験した助産学
専攻科生がとらえた評価を明らかにすることである．研究方法は同意の得られた助産学専攻科生 10 名にコンピュー
タ入力による質問紙調査を実施した．OSCE を受験した結果，学生は，知識・技術不足を再認識しつつ，修了前の
自己課題を明確化させていた．また，助産師としての自己の傾向を分析し，さらに模擬患者との関わりから現状の自
己評価を行っていた．したがって，OSCE は学修成果を自らが実感し，看護実践を他者から評価されることによって，
実践能力を把握できる有用な教育方法の一つである．
キーワード：助産学，客観的臨床能力試験（Objective Structured Clinical Examination），教育方法
助産学の客観的臨床能力試験を受験した助産学専攻科生の評価
山本　真由美１）　渡邉　由加利１）　山内　まゆみ１）　多賀　昌江１）
大渕　一博２）　鈴木　ちひろ１）　宮﨑　みち子１）　中村　惠子１）
１）札幌市立大学助産学専攻科　　２）札幌市立大学デザイン学部
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りである．
３）OSCE 課題数
　課題数は「ちょうどよい」６名，「多い」４名，「少ない」０
名であった．
４）ステーション環境
　ステーション環境は「よい」２名，「ふつう」８名，「悪い」
０名であった．その内容は「よい」，「ふつう」ともに室温に関
することであった．
５）使用物品
　物品の使用し易さは「はい」９名，「いいえ」１名であった．
使用し易いとした理由は，「普段使用しているものと同じであっ
た」，「使用したい物品がきちんと用意されていた」，「実際の
状態に類似していた」であった．一方，「いいえ」の理由は，「練
習していた分娩台と異なったため，ボタン操作に戸惑った」，
「排臨と発露の区別がつきにくかった」であった．
２．各課題について
１）課題文
　学生全員は４課題全ての課題文を時間内に読み終えた．ま
た，その内容の理解は，課題 A ・ C ・ D は100％理解できて
いた．しかし，課題 B を理解できなかった３名の理解度は，
100％を全て理解したとした場合 50％・70％・90％と回答して
いた．
２）時間内の実施
　時間内に全員が実施できたものは課題 C であった．また，
課題 A は「実施できた」６名，「実施できなかった」４名，
課題 B は「実施できた」８名，「実施できなかった」２名，
た．その際，強制力が働かないよう授業評価担当外の研究
者が説明を行った．また，コンピューター入力に際し，入力
場所は OSCE 会場とは別室を準備した．その会場は助産学
専攻科教員や OSCE 評価者が同席しない状況とした．
さらに本研究は，研究者の所属するＡ大学の倫理委員会の
承認を得て実施した（通知 No:1135-1）．
４）データ分析
データは単純集計および自由記載内容は，対象者の表現し
た文章から意味を解釈し，質的に記述・説明した．
Ⅳ．結果
　質問紙は 10 名から回答を得，回収率は 100％であった．
表１～８は学生の記載のすべてを表している．ただし，誤字
は修正し，意味内容が通じるよう限りなく原文を残す形に訂
正した．
１．OSCE 全体について
１）事前学修の時間と方法
　事前学修は10名全員が，２～16時間実施していた （平均7.6
時間，SD ±3.8）．その学修方法は，全員が教科書・資料に
よる知識の確認と技術練習であった．その他に DVD の視聴
４名，実習記録の見返し１名であった．
２）事前学修による成果の発揮
　事前学修によるその成果の発揮は「はい」６名，「いいえ」
４名であった．
　事前学修による成果の発揮に関する記載内容は，表１の通
事前学修の成果 理由
発揮できた ・分娩の介助では，産婦役と介助者役に分かれて練習し，呼吸法等の声かけを練習していたので，
おちついて産婦の状態に合わせた声かけができた．
・新生児の観察では成熟兆候や観察ポイントを復習していたので，説明しながら観察できた．
・学生同士でラボでの練習を行い，自分たちの中で実践を想定して分娩の練習をしたり，保健指導
の実施をしたので，落ち着いて実施することができた．
・想定していないことが起こったときの対応が不十分であると感じたので，よりさまざまな場面を想
定した練習が必要である．
・ラボで分娩介助の練習をすることで，分娩介助の流れを頭で考えて行うことができた．
・自分の不足している点について確認を行って，課題をうけることができた．
・出来たところと出来ないところがあった．課題はたくさんあったが，どれが出るか分からなかった
ので一通り教科書に目を通したりして勉強した．どんな風に出るか分からなかったので，本番で
自分の動きがいまいち想像が付かず，中途半端な練習しか出来なかった気がする．
発揮できなかった ・頭が真っ白になったり，てんぱってしまった．
・発揮できた部分もあったが，練習不足なところがあり，緊張してしまった．
・基礎的なところで不足している部分が多くあることがわかった．
・事前学修内容より，実習での経験を思い出して行った．
表１　事前学修の成果発揮とその理由
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課題 D は「実施できた」３名，「実施できなかった」７名で 
あった．
３）時間内に実施できなかった理由（表２）
４）模擬患者のフィードバック（課題Ａ）
模擬患者からのフィ ドーバックは全員が理解でき，「役立っ
た」と回答した．「役立った」内容，表３の通りである．
５）教員のフィードバック
教員のフィ ドーバックは，４課題とも全員が理解できたと回
答した．また，それが役立ったと回答した学生は課題 A・B・
D では全員，課題 C では９名であった（表４・表５・表６・表７）．
課題 C では１名が役立たなかったと回答した．課題 理由
Ａ ・伝える項目が多かった．
・時間を気にせず指導した．
・説明が長かった．
・優先順位を決めず，指導した．
Ｂ ・肛門保護の仕方に迷い，準備が間に合わなかった．
・課題の理解が不十分で，課題の趣旨から外れていた．
Ｄ ・安全面に配慮し，考えながら行なった．
・課題内容を忘れた．
・効率よく計測できなかった．
・戸惑い，すぐに処置やケアに入れなかった．
・観察項目を思い出すのに時間がかかった．
表２　時間内に実施できなかった理由
・最初に心配事を聞いて解決してから説明していった方が説
明を聞きやすい．
・それぞれ何のために必要なのかを説明したことで理解に
つながった．
・丁寧に説明することで理解してもらうことが出来るとわ
かった．
・正常と異常の区別を繋がりをもって説明するとわかりやす
い．
・呼吸法の説明で，「鼻から吸って，口から吐く」という説
明がわかりやすかったと評価を受け，初産婦がどのような
言葉だと理解しやすいのか確認することができた．
・妊婦さんにとってわかりにくい表現を使っていたことに気づ
くことができたので，相手に確認しながらわかりやすい表
現をこころがけようと思った．
・その都度質問してくださいという声かけは安心感を与える
ということが分かった．
・わからないことについて，確認してくれたことが安心したと
評価を受けた．
・不安に対して「大丈夫」と言ってもらったことが安心した
と評価を受けた．
・自分がどういう印象をもたれているのかがわかった．
・一方的な指導になってしまったと思ったが，模擬患者はそ
のように感じていなかった．
・一方的な説明になったと思っていたが，そうは感じられて
いなかったと言われて，圧迫感を与えていないことが分
かった．
・体の向き，手振りや笑顔について評価していただき，自
信になった．
表３　模擬患者のフィードバックで役立った内容
・病院まで１時間半のところに在住のため，移動手段を確認
するべきであった．
・相手の生活環境に合わせて，入院の時期・電話の時期を
伝えられるようにする．
・誰と一緒にくるのかということを確認し忘れたことがわ
かった．
・初産婦さんを支える人がいるかどうか家族のお産であると
いう観点からも確認は必要だ．
・緊急に入院する場合について，確認することができなかっ
たことがわかった．
・呼吸法をただ説明するだけではなくてどうして必要なの
か，どうした時に使えばいいのかを説明することで分かり
やすい説明につながることがわかった．
・陣痛開始の時期について初産婦は10～15 分と話をした
が，きちんと本来の定義を説明することも必要であった．
・助産師が説明することが多かった．
・表情や言動を見て確認しながら説明していくことで一方的
な指導にならないことがわかった．
・異常時の説明で，自分ではうまく説明できているか不安に
なったが，もし自分にそのような感覚があった場合には最
後にポイントを再度整理して伝えてもよいことがわかった．
・自分はわりと心配性な面があるため，相手の理解度を確
認するという意味も含めて，最後に患者さんと再確認を行っ
ていくことも必要だ．
・呼吸法の説明について今指導すべきか悩んだが，妊婦に確認
して，今伝えるべきか，次回まで待つか確認が必要であった．
・自分の保健指導について，支持してもらえてこのまま頑
張っていこうと思った．
・伝え方が不十分な部分を確認できた．
・自分がどのような説明が不足していたか．
・異常についてより詳しく学習する．
・自分がもっと勉強しなければならないところが具体的にわ
かった．
表４　課題Ａ : 教員のフィードバッグで役立った内容
表５　課題Ｂ：教員のフィードバックで役立った内容
・ワゴンの配置が悪く産婦さんに背を向けていた．
・産婦には絶対に目を背けずに準備を進めない．
・産婦さんに背中を向けていたり，自分では気づいていない
部分を指摘してもらえた．
・準備中に患者さんのほうを見ることができず，不安な気持
ちにさせていた．
・相手の目を見て，挨拶や声かけをしていなかった．
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・自分が患者さんの目を見て話していることが安心したと評
価を受けた．
・初産婦なので分娩進行状況を見て，怒責時にはそばにつ
いて，間歇時になったら準備を開始する．
・清潔操作前の肛門保護の仕方を考えていなかった．
・会陰保護の時期や肛門保護の処理が不適切で不潔にした．
・清潔操作が出来ていなかったので手袋を交換する必要が
あった．
・吸引カテーテルの先はシ トーに入れると羊水等で不潔にな
る場合があるのでガーゼでくるむようにする．
・声掛けがなかったので不安にさせていた．
・最初から不安にさせないよう声掛けをする必要があった．
・自分の声掛けが有効かどうか，どの部分が足りなかったか．
・その場に慣れるまでの声掛けが不足していて無言の状況
が続いてしまい，産婦さんを不安にさせた．
・呼吸法の誘導を産婦さんがどう感じるか．
・怒責感が出現しているにも関わらず怒責を逃すよう声をか
けてしまい，いつ怒責したら良いか，産婦さんはわからな
かった．
・いきみ方の指導が適切でなかった．
・初産婦の分娩経過時間を考慮して，分娩準備を進めてい
なかった．
・迅速に準備しようと心がけていたが，きちんと優先順位を
考えて準備できなかった．
・自分では励ましながら声かけを行っていたが，対象は励ま
しと感じなかった．
・どういう進行で経過しているかをフィ ドーバックすること
で，産婦の安心につながる．
・自分ができていないところ，できているところ．
・挨拶をするときに産婦さんの横から挨拶をした方が丁寧
な挨拶になる．
・頤部が出たことを最後まで確認してから顔面の清拭を行っ
ていなかった．
・児の娩出後に，児を安全に寝かせることに注意が足りな
かった．
・肩甲の娩出は焦らず，確実に把持するようにして，安全を
確保していなかった．
・声掛けや肩甲娩出時の注意点を指導していただいた．
・臍帯クリップを付ける時にしっかりしごいていなかった．
・臍帯クリップを付ける位置，児を寝かせる時に臍帯の長さ
に気を付ける．
・臍帯を引っ張っていた．
・母親のもとへ児を渡すときにもう一度体を拭いて低体温を
予防する．
・出生後は児の性別や奇形の有無は産婦さんにとって関心
の高いことであるため，産婦さんの気持ちを考えて声掛け
できていなかった．
・出生時間を確認する．
・出生時刻の確認やアプガ スーコアの確認ができなかった．
・出生時間や直後に母親への声掛けを行っていなかった．
・アプガ スーコアの判定．
・呼吸法を産婦さんの顔を見ながら行ったことで，安心感が
得られた．
・物品のワゴンの位置を産婦さんの顔を見ながら準備ができ
る位置に置くことで，産婦さんと向き合って介助を行うこと
が大切である．
・目を向けて援助を行っていたことが伝わっていた．
・怒責や呼吸法の指導は相手に合わせてできている．
・声掛けが有効だったかどうか．
・痛いと訴えることに対して適切な言葉がけが出来なかった．
・自分の声掛けが，産婦さんにとってどのような影響があるか．
・分娩進行についてできたことを伝えるようにしたら良かった．
表６　課題Ｃ：教員のフィードバックで役立った内容
・ガウンの着方．
・会陰保護の位置等できていない技術．
・会陰保護綿を捨てるとき，位置を確認してごみ箱の中に入
れる．
・会陰保護や児の把持の仕方．
・会陰保護の左手の使い方．
・左手で児頭を圧迫しない．
・分娩介助時の左手の使い方を意識していなかった．
・肛門保護から会陰保護の切り替え時期に手や目を離してし
まった．
・肛門保護の強さが強すぎる．
・排臨時肛門保護のみを行い，左手で児を抑えていなかっ
た．
・児の吸入の仕方．
・吸引に関する知識不足．
表７　課題Ｄ：教員フィードバックで役立った内容
・肛門を触った手で，他を触ることで不潔にする．　
・清潔に留意する．　
・手袋装着前にアルコール消毒をする．
・対象者を確認してから行う．
・新生児観察の項目を確認する．
・エア入りや異常呼吸の有無を観察すること．　
・反射を見る．
・アプガ スーコアの測定がおろそかになっている．
・自分の観察の仕方がわかった．
・身長計の使い方があいまいになっている．
３．OSCEによる発見と今後への活用
　OSCE 後の新しい発見については，「はい」９名（表８），「い
いえ」１名であった．
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的学修の機会が限定された．しかし，その中で学生全員は，
学修時間を確保し，技術練習を実施していたことから，OSCE
が学修の動機づけになっていたものと推察する．
　次に事前学修の成果が「発揮できた」理由として，「産婦の
状態に合わせ練習した」 ・ 「実践を想定して練習した」 ・ 「流れを
頭で考えて練習した」があげられた．また，「発揮できなかっ
た」理由として，「てんぱってしまった」 ・ 「練習不足なところが
あり，緊張した」 ・ 「基礎的なところで不足している」であり，
緊張と練習・知識不足があったといえる．この「緊張」につ
いて，高橋４）・山海ら５）はその要因の一つは自己の技術の未
熟さにあるという．したがって，技術の未熟さと「緊張」が
関連することから，繰り返しの練習が必須となる．
２．助産学 OSCE 運営について
１）ステーション環境について
環境を問う項目は室温・湿度・騒音・空間等であったが，
学生からの回答は全て室温に関するものであった．2月という
冬期間の OSCE 時期を考慮すると適度な室温設定が一つの
条件といえる．OSCE 当日は一室で複数課題を実施するため，
他のステーションからの騒音や空間の狭さ等を危惧したが，
それらは OSCE の支障とはならなかったと考える．
２）使用物品について
物品した分娩台は「練習していた分娩台と異なったため，ボ
タン操作に戸惑った」と評価し，分娩モデルは「排臨と発露
の区別がつきにくかった」ことをあげている．異なる分娩台
による戸惑いは，授業の中で解決可能である．分娩台の使
用前には，異なる分娩台を使用し操作方法を熟知することを
説明していく．また，分娩モデルでは分娩進行の区別がつき
にくかったという意見があった．既存のモデルにおける限界も
あるため，モデルを操作する担当者の熟練が必要となる．
OSCE の効果をあげるためのモデルの使用について，村本
ら６）は「臨場感の演出を創り出すこと」が必要と述べている．
使用物品や演習方法を工夫し，臨場感を演出できるよう継続
して検討していく必要がある．
３．学生の学びについて
１）模擬患者を活用した課題Ａについて
　課題 A は他とは異なり，模擬患者に協力を得て「保健指導」
を実施した．学生は「心配事を聞いて解決してから説明して
いった方が説明を聞きやすい」 ・ 「何のために必要なのかを説
明した」・ 「どのような言葉だと理解しやすい」等，効果的な
助産提供を考えながら実施していた．また，「相手に確認し
ながら」 ・「質問してください」 ・「確認してくれたことが安心した
と評価を受けた」等，指導内容の理解度を確認することの必
要性を評価していた．さらに，「一方的な指導になってしまっ
た」 ・「威圧感を与えていなかった」 ・「体の向き，手振りや笑顔
Ⅴ．考察
1．事前学修について
　事前学修時間は 2～16 時間と幅があった．その学修内
容は学生全員が教科書・資料を確認することと，技術練習
であった．技術練習の場であるシミュレーションラボには，
OSCE課題に関連した必要物品を揃え，学修環境を整備した．
また学生から質問があった際には，教員が適宜指導を実施し
た．今回事前学修の期間は，国家試験終了後の約1週間で
あった．この期間は A 大学の入学試験前であり，学内への
立ち入りが制限された期間であった．そのため，一部の自主
表８　OSCE による発見と今後への活用
・基本的な技術の中で不足していたことを明らかにすること
ができた．その点に注意して，今後の練習や実践で注意
点として行動していこうと思う．
・自分が抜けている部分がわかり，今後どの部分を深めれ
ばよいのか分かった．
・知識不足（アプガーや吸引，児の全身観察項目）や手技
の不十分（児の屈位を保つ時期，児娩出時の保持の仕方）
さ，パンフレット（保健指導）に頼っていた部分があり，
具体的な課題が明確になった．
・自分のできていなかった点について確認できたので，復習
をして就職してから役に立てていきたい．
・自分ができていない部分や，実習を通して身に付いた部分
を確認することができた．
・できていない部分を踏まえて再度学習しなおしたい．
・緊張したが，緊張感のある場面に徐々に慣れることができ
たのでよかった．
・自信のないところは緊張しているとやはりできないと思っ
た．
・緊張してしまうと，頭が真っ白になる傾向になるので，落
ち着いて取り組みたい．
・自分が出来るようになった部分が発見できてよかった．
・保健指導では，実習の成果が出ていた気がする．
・理解できている部分は考えなくても体が動くので，もっと
練習して体が勝手に動くくらいにする必要があると感じた．
そうしたら，どんな場面でも適切な対応を取れるようにな
ると感じた．
・実践を想定したオスキーを経験することで，実際に自分が
学習不十分なところや弱いところが明らかになるので，臨
床に行く前に学習・練習していこうと思う．
・きちんと知識として確認した上で，技術の確認を行ってい
く必要があることに気がつくことができた．
・実践では普段勉強していることでも頭から抜けてしまい，
　配慮できていないことがあったので，今後も勉強を続けて
いきたい．
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自己の成長につながる，主体的な学習や技術練習につながる
ため有意義であるという．まさに OSCE を通し，学生は自己
を振り返ることにつながっていた．学生の主体的な学修を促
すためには，学修意欲を引き出す必要があり，そのためには
学習成果を自らが実感することや，看護実践が他者から評価
されることによって，実践能力を把握することが必要である．
助産師としての自己の傾向を分析できたことは，さらに学修者
の内発的動機づけに働きかける効果があり，修了前のこの時
期に必要な教育方法であると考える．今後も，課題内容，期間，
模擬患者・シミュレーターの使用等の検討を重ねていきたい．
　謝辞：本研究の実施にあたり，調査にご協力していただい
た A 大学助産学専攻科生の皆様に感謝いたします．
尚，本研究は 2011年度科学研究費補助金・基盤研究（C）
(課題番号 23593303)の交付を受けた研究の一部である．
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についての評価」という評価により，自己の指導時の対応を
振り返る機会となった．本課題で学生は模擬患者が存在する
ことで，対象の反応を見ながら，実施した保健指導の効果を
確認するという主体的な関わりにつながったといえる．さらに，
フィ ドーバックから，自己の対応を確認できたことは，助産実
践者としての精神運動領域に働きかけた教育効果と考える．
浅川ら８）は模擬患者活用することにより，対象にあわせた看
護や，自己課題の明確化が可能になるととらえていた．今後
も継続して課題内容を吟味し，模擬患者の活用を検討してい
くことが必要となる．
２）課題Ｂ，Ｃ，Ｄについて
　「分娩準備」の課題 B について，学生は「産婦さんに背を
向けてしまっていた」・「目を背けずに準備を進める」 ・「患者さ
んの方を見ることができず」等，産婦の観察が不十分であっ
たと評価していた．また，「肛門保護」 ・「会陰保護」 ・「清潔操
作」等ができなかったと，分娩介助に関する技術不足を評価
していた．さらに，「呼吸法の誘導を産婦さんがどう感じるか」 
・ 「怒責を逃すよう声をかけてしまった」 ・「いきみ方の指導が適
切でなかった」 ・ 「分娩経過時間を考慮して，分娩準備を進め
る」 ・ 「優先順位を考えて準備できていなかった」等，状況を
考慮した助産提供の難しさを評価できた．
　「分娩介助」の課題 C について，学生は「会陰保護」，「肛
門保護」，「吸引方法」，「児の娩出」，「臍クリップの装着」，「出
生時間」，「アプガースコア」等，不足した分娩介助技術に具
体的に気づいていた．また，「産婦さんの顔を見ながら行った」，
「産婦さんと向き合って」，「目を向けて」等，観察から対象者
の状況把握の重要性を認識したと考える．
　「新生児の観察・計測」の課題 D について，「清潔操作」 ・「対
象者を確認してから行う」といった安全に対する技術と，「新
生児観察の項目」 ・ 「エア入りや異常呼吸」 ・ 「反射」等の観察
不足を評価できた．
　これら各課題に共通するものは知識・技術不足の再認識で
あった．修了を目前にした学生は「助産師となる自分」の不足
部分を確認したことで，能動的な学修姿勢に結びついたと考
える．このことから，OSCE は学修意欲向上のための一助に
なると考える．
３）今後への活用について
　学生は OSCE に参加したことで，知識・技術不足を再認識
しつつ，「今後どの部分を深めればよいのか分かった」 ・ 「復習
をして就職してから役に立てていきたい」等，修了前の自己
課題を明確化させていた．また，「緊張してしまうと，頭が真っ
白になる」 ・ 「自信のないところは緊張しているとできない」等
と，自己の傾向を分析し，さらに「自分ができるようになった
部分を発見できてよかった」・ 「実習で身についた部分を確認
することができた」と，現状の自己評価を行っていた．
　梶原ら９）は OSCE の効果を，自己を振り返る機会となる，
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の「生活の質の確保＝環境エンリッチメント」という概
念が加わり三者のバランスに苦慮しながらの作業となっ
た注２）が，最終的には屋外に京都大学霊長類研究所に
匹敵する高さ15ｍのタワーを，室内に高さ8ｍと6.5ｍ
の 2 本のタワーを設置し2000 年に竣工した．図 3注 3）
によれば 2009 年時点で国内ではチンパンジー12ヶ所，
オランウータン 3ヶ所の計15 施設でタワーが建設され
ているが，竣工後10 余年を経過した現在でも円山のタ
ワーは動物園の施設としては国内最大級のボリュームと
なっている．
　これらのタワー群に対し，ベテラン飼育員や動物園に
関わる熱心な類人猿研究者の方達から「ロープはピンと
張ったほうが良く使う」，「ロープ同士を少し離してクロス
させると良く使う」，「ハンモックやブランコはあまり使わ
ない」，「タワーは高けりゃ良いってものでも無い？」等
の感想や批評は聞かれるが空間デザインの観点からタ
ワーの構造や形状が動物行動に及ぼす影響について調
査・評価を行った研究はまだ存在しない．
　類人猿の動きの量は個体群の年齢構成や調査時の温
度・天候・時間帯などに左右される部分が非常に大きく，
単純に施設間のタワーの優劣を比較する事は難しい．そ
こで空間デザイン的側面からアプローチする手法として，
タワーを構成材料や形態から「構成要素」に分解し，
1　研究の背景と目的
  近年動物園の重要な役割として希少動物の繁殖によ
る生物多様性の保全への貢献が期待されており，動物福
祉（環境エンリッチメント） に配慮し繁殖可能な施設整
備を行わなければ新しい動物の受け入れもできず園の
存続自体が危ぶまれる．またエンリッチメントにより動
物が生き生きと振る舞うことで，観客の満足度も向上し
観客動員数増加につながることが期待される．
　日本における動物園の近年の施設整備動向で目立つ
のが樹上性類人猿（チンパンジー・オランウータン） の
立体構造物＝高所遊具（以下タワーと表記する） の導入
によるエンリッチメントである．図1・図 2は筆者らが京
都大学霊長類研究所の協力と指導により設計を行い建
築された札幌市円山動物園チンパンジー館注１）である．
設計を開始した1998 年当時はまだ日本国内に環境エン
リッチメントの概念が導入されて日の浅い頃であり，京
都大学霊長類研究所に15ｍのタワーがあったが一般公
開を行う動物園としては日本モンキーセンターの高さ4
ｍのタワーがあるのみであった．
　同施設の設計においては従前から動物舎に求められ
ていた観客から見た「展示の面白さ」と管理側の「維持
管理の容易さ」という機能に加え，居住者チンパンジー
抄録：本研究は空間デザインの観点から動物園の樹上性類人猿のタワーを構成材料や形態により構成要素に分解し，
動物園観客の目にとまりやすい身体運動を伴う三次元行動が発現する際にタワーのどの要素が使用されているかに着
目して行動調査を行うに先立ち，予備観察を通じて最適な観察法・要素分解・行動カテゴリー分類・行動調査の測定
法・記録法を明らかにすることを目的とする．札幌市円山動物園チンパンジー館は1998 年に筆者らが京都大学霊長
類研究所の協力を得て設計を行った施設であり，環境エンリッチメントの観点から屋外に高さ15ｍのタワーが設置さ
れている．当施設において2日間にわたり屋外タワ 上ーでのチンパンジーの行動を動画撮影を主体とする方法で観察し，
タワーを7項目69要素に分解，行動を 6 項目22カテゴリーに分類して収録動画の分析を行った．樹上率の計算では
平均 92.7％という極めて高い樹上率とそれに占める活動時間が約 4割という結果が得られた．また行動が活発な時間
帯 30 分間をサンプルとして行った連続記録に基づく分析によると，1行動の持続時間は平均 22 秒と短く使用要素は
延べ 500ヶ所以上となり，行動の発現間隔は約11秒に1回と非常に短いことがわかった．このことから行動の測定は
要素を併記した行動サンプリングにより行い，行動の記録はサンプリング間隔 30 秒程度の1－ 0サンプリングの応用
で行うことが適しているとわかった．
キーワード：動物園，環境エンリッチメント，チンパンジー，類人猿，タワー，飼育動物
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‒円山動物園チンパンジータワーにおける調査の報告 ‒
堀田　里佳１）　　羽深　久夫２）
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チンパンジーが身体運動を伴う三次元行動を起こす際
に，タワーのどの「要素」の部分を使用する頻度が高い
かに着目して行動調査を行い，彼らの野生における生活
形態・認知能力・行動特性と照らし合わせて考察し樹上
空間の再現性を評価比較する事で，飼育員らの長年の
経験や勘からくる発言を数値で実証し今後の動物園に
おけるエンリッチメントに実践的に役立つ情報を提供す
ることを研究の最終目標とする．
　P．マーティンら注４）によれば，実際の動物行動記録
を行う前に予備観察の期間を設け，目的に即した行動
カテゴリー分類や記録方法を十分に試し仮説や問題を
はっきりとさせることが重要である．
　本研究の目的は最終目標へ向けた予備観察として円
山動物園で調査を行い，先に述べた行動調査を行う際
の最適な観察法・調査法・記録法・要素分解法・行動
カテゴリー分類法を見つけ出すことである．
図 3　国内類人猿施設のタワー一覧（落合知美作成 2009より引用）
図1　札幌市円山動物園チンパンジー館平面図 図 2　札幌市円山動物園チンパンジー館断面図
動物園の立体構造物における樹上空間再現性評価の調査手法の研究
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2）調査期間
夏季は暑さにより動物たちの動きが鈍る傾向がある
ため，札幌の日最高気温の月別平年値（1981-2010）が
22.4℃注12）と若干涼しくなる9月を調査時期に選定した
が2012 年 9月は例年にない残暑となり高温下での調査
となった．当初の2日間を本研究の対象とする予定であっ
たが，収録 2日目の 9月8日は気温・天気など気象条件
が 9月7日に近かったため除外し，9月7日・11日の 2
日間を対象として選定した．
調査日時と当日の札幌管区気象台による気象 DATA
の抜粋注13）を表1に示す．9月7日は快晴で最高気温は
29.0℃と暑く，9月11日は雨のち曇り最高気温 24.5℃と
比較的涼しい日であり，異なる気象条件下での行動観察
としたが，それでも2日間の平均最高気温が26.8℃と8
月の平年値（1981-2010）26.4℃注14）をも上回る気温下で
の調査となった．
チンパンジー達は飼育員側の都合にもよるが概ね朝
10 時前後に室内から屋外放飼場へ出され，午後3時頃
に室内へ収容されており，観察可能な時間は毎日約 5
時間程度であった．
3）調査対象施設の概要
（1）施設構造
　円山動物園チンパンジー館屋外放飼場平面とタワー
立面を図4に示す．屋外放飼場は面積が約386㎡（モー
トを除く），モ トーを除いた地面には草が生えており平
面的にはやや角のとれた台形となっている．放飼場のほ
ぼ中央に高さ15ｍの鉄骨タワーが設置されており，そ
の他にフィーダ （ーエンリッチメントのため採食行動に
時間をかけさせる道具）として食べ物を入れる小さな穴
を多数穿った切り株が２基，擬岩で出来たアリ塚が１基
設置されている．観客は南面からのモ トー越しの観覧の
他，東西面からはガラス窓，北面建物屋上からは網越
しに，と四方から観覧できるようになっている．また現
地周辺の緩い傾斜と建物屋上を利用することで観客の
目線の高さも四方それぞれ異なるように設定されている．
　タワーは１辺5ｍの正三角形に配置された3本の高さ
違いの柱と水平につなぐトラス梁，上下2 枚×4 組の高
さの違うデッキから構成されており，その他にネットや
ブランコ・ロープなどが設置されている．
（2）対象群の状況
　現在円山のチンパンジー施設に暮らす群れの概要を
表 2に示す．群唯一の成人オスであり全ての子供の父
親でもあったアルファ♂（順位が1位のオス） トニーが
2　既往研究
　前述のタワー群に関する研究は，チンパンジーを対
象としたものとしては京都大学霊長類研究所における継
続調査注５），日本モンキーセンター注６），京都市動物園注７），
名古屋市東山動植物園注８），京都大学野生動物研究セン
ター熊本サンクチュアリ注９），オランウータンについては
多摩動物公園における一連の調査注10）等が行われている
が，いずれも霊長類研究者の手による類人猿の認知行
動学的側面からの観察であり，あくまで同施設内での
同じ個体群によるタワー導入前後の比較調査によるエン
リッチメント効果のアセスメントである．調査で着目する
個体の行動も，動物園の観客が目をひかれる身体運動
そのものよりは採食・休息・移動・社会的行動の種類と
時間配分の調査に重点が置かれる事が多く，それらの
動作の発生点に着目した調査も主に地上・タワ 上ーの別
と高さごとの分析注11）までであり，タワーの空間的特性
への言及は少ない．調査方法は野生チンパンジーを対
象とする多くの調査に倣い１分間隔の瞬間スキャンサン
プリングによるものが多いが，選定理由の記述は無い．
これらの研究の行動時間配分調査と筆者が研究で題
材とする人工構造物における身体行動の調査とでは，標
的とする行動の持続時間や発現パターンは大きく違うこ
とが予想されるため，調査の方法論について一から検証
する必要があり本研究を行うに至った．
3　研究方法
1）研究方法の概要
調査対象施設としては，筆者が設計し詳細情報が入
手可能な札幌市円山動物園チンパンジー館とした．本
研究で調査分析の対象とするのは身体運動を中心とする
三次元行動でありチンパンジーの瞬時の動きは非常に高
速であることから，円山動物園からビデオカメラによる
動画撮影を主とする調査許可を取得した．2012 年 9月7
日から21日にかけての2週間の期間中，初期の2日間
を本研究での調査期間にあて，残りの期間は次段階の
研究に使用する動画撮影を行った．
調査期間中，現地で動画撮影方法を含む観察方法の
試行とタワーの要素分解に必要な情報としてタワー構造
詳細の記録を行った．その後収録画像を題材に行動カ
テゴリー分類，要素分解，測定法・記録法を確定する
ための行動持続時間の計測，行動発現間隔の計測など
を行った．その過程で行った試行錯誤の詳細は割愛し，
本稿では最終的に採用した方法についてその理由を添
えて記述することとする．
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図 4　円山動物園チンパンジー屋外放飼場平面図・タワー立面図
表1　動画撮影日時一覧
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4）動物行動調査法の種類と特徴
　P．マーティンら注16）及びオレゴン霊長類研究センター
で開催された霊長類行動観察のワークショップ注17）によ
れば，測定方式には，１個体を一定時間観察してその
個体の全ての行動を記録する個体追跡（focal） サンプリ
ング，対象個体群全体を一定間隔でその瞬間の行動を
記録する走査（scan） サンプリング，対象個体群のある
特定の行動を周辺状況も含めて記録する行動サンプリン
グ，いつ何を記録するかについて規則的な制約を課さな
いアドリブサンプリングがある．記録方式には行動が起
こるたびに全て発生時刻・終了時刻とともに記載する連
続記録と時間サンプリングの二つの基本的な型があり，
時間サンプリングはさらに一定間隔のある瞬間（サンプ
ル点と呼ぶ） に起こっている行動を記録する瞬間サンプ
リングと，サンプル点同士の間にある行動が起こったか
どうかを記録する1－0（one-zero） サンプリングに分けら
れる．
アドリブサンプリングは「目立つ」行動に偏りがちな
欠点があるが，予備観察段階では有効である．連続記
録は行動の正確で信頼できる記録を得られるが時間サ
ンプリング法に比べて観察と記録に労力を必要とするた
め，記録時間を限定しなければならず結果的に得られ
る情報量が少なくなる．時間サンプリングの場合，瞬間
サンプリングは行動の持続時間がサンプル間隔に対して
ある程度長くなければ機能しないので，短く不連続な行
動や発現頻度の低い行動には1－0サンプリングの方が
適している．
これらの調査法の中から筆者が目的とする人工構造
物における身体行動の調査に最適な手法について考察
する．
2011年 9月に急死した後，現在は大人子供合わせて10
名が暮らしている．野生チンパンジーの一生は，母親に
授乳されお腹や背中につかまって移動するアカンボウ期
（0－4歳），離乳し自力で食物採集するが長い距離の遊
動は母親について歩くコドモ期（5－8 歳），性的に成熟
するワカモノ期（メス9－12 歳，オス9－15歳），オトナ
期（メス13歳以上，オス16 歳以上）に分けられる注15）．
この分類に基づけば円山の飼育個体はアカンボウ3 名，
コドモ♀2 名，ワカモノ♂1名，オトナ♀4名となる．し
かし飼育下における栄養状態の違いから野生個体より成
長が速いためか，７歳♀のテスには既に性皮の腫れなど
発情の兆候が見られるようになり，異母兄であるチャー
ボ （ー♂11歳）との近親相姦を避けるために今年（2012
年）7月からは A 群 7名，B 群 3 名の 2 群に分けての管
理となっている．表中の年齢カテゴリー分類記号は，上
記の4分類の内アカンボウ期について，行動量の違いか
らアカンボウ前期（0－2歳） ＝Bとアカンボウ後期（3－
4歳） ＝ C に分け，コドモ＝Y，ワカモノ＝W，オトナ＝
Aと合わせて5分類としている．
　今回の観察は個体数の多いA群7名を対象として行っ
た．7名の内訳は野生出身のオトナ♀が2 名（ジェーン，
スージー），円山動物園旧施設生まれのオトナ♀が1名
（チャコ），2000 年に新施設が出来てから誕生したコド
モ♀が2 名（テス，レディ），アカンボウ後期♂が1名（アッ
キー），アカンボウ前期♀が1名（コユキ）の母子家庭
群である．コユキとテスの母親がジェーン，アッキーの
母親がチャコである．レディは母親のエリサを生後 2か
月でタワーからの墜落死により失い，飼育員による人工
保育で育ち 2011年春にほぼ完全な群れ復帰を果たし
ている．
表 2　円山動物園チンパンジー群概要
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図 5　円山タワー平面詳細図
図 6　円山タワー立面詳細図
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表3　タワー構成要素表
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4　調査結果
1）観察方法
定点からのビデオカメラによる動画撮影を主とし，補
助的にカメラによる静止画撮影と肉眼での観察を行う方
針で当初の観察を開始した．
ビデオカメラはタワー全体を容易に見渡すことが出
来，かつ観客の通行に邪魔にならない位置として，図 4
に示すモ トー越しの観覧スペ スー後ろの芝生内に設置し
た．ビデオカメラは「Panasonic HC-V700M」を使用し
た．収録時には「動物行動の研究調査資料としてチンパ
ンジーの動画を撮影中」であり「観客を撮影対象とはし
ていない」旨をビデオカメラ下部に表示することで観客
への周知を図った．
画像撮影は最低 1時間連続の動画をランダムな時間
帯で行った．初日の9月7日は動画撮影位置からは見え
ないデッキ上のチンパンジーの位置と姿を捕捉するため
に，動画撮影と並行して1分間隔で静止画の撮影を行っ
た．しかし調査の主眼である身体行動が起きれば動画
上で概ね捕捉できることがわかり，むしろ非常に目立つ
行動を静止画撮影し発生時刻と概要を使用要素と共に
メモし，全体的な動きの量の多寡を記録する方が後の
動画解析の効率化に有効であることから9月11日はそ
の方法に改めた．
2）タワー詳細の作図と要素分解
　対象タワーの図面化と要素分解を行った．図 5に平
面詳細図・図 6に立面詳細図を，表3に分解した構成
要素の一覧を示す．面材（デッキ：DK），水平材（梁：
HG，片持ち梁：CG，水平パイプ ： HP），水直材（柱：
VC，垂直パイプ ： VP），斜め材（桟橋：ST，筋交い：
XP，デッキ下斜めパイプ：DP），ロープ（地面～タワ ：ー
LG，タワー～タワ ：ーLT），付属材（デッキ手摺：TE），
遊具（ブランコ：BR，ネット：N，ロープ房：LF）の7項
目69 要素に分解した上で，地表面からの高さ・角度な
ど後に多変量解析を行う際に必要と思われる数値を計
算した．図7は実際の撮影位置からの静止画であるが，
画像上での要素の判別に使用するため動画撮影方向か
ら見たタワー立面図（図 8） を作成した．
3）チンパンジーの行動概要と時間的推移
チンパンジー達は屋外放飼場へ出ると一目散にフィー
ダーの切り株やブランコのタイヤの中，地面の穴などに
仕込まれた食べ物（主に干しブドウやヒマワリの種など，
日によって生の果物を細かく切ったもの） を探しに行く個
体と，まずタワーに上って点検や誇示行動を行う個体に
図7　タワー写真（動画撮影方向より）
図 8　タワー立面図（動画撮影方向より）
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社会的行動」など「目的」を表すものの両者を含むため，
例えば「MA/SBS:子守をしながら色々な要素間を移動
してまわる」や「NSD/SGR:座って毛づくろいをする」
など，同時に 2つのカテゴリーが観察される形での記録
となる．
5）撮影画像の分析
 （1）樹上率の算定
①　目的
　樹上率算定の目的は，分析に十分な情報量を得るため
に必要な調査期間の把握にある．今後分析の対象とす
るのはチンパンジーがタワ 上ーにいる時間帯であり，樹上
率が低ければその分記録時間を長くしなければ必要な
データ量は得られない．各園で調査に先立ち粗々の樹上
率を算定し総収録時間の目安を立てることになるが，本
研究では樹上率算定の方法を確定するために試行した．
②　結果
調査で収録した延べ 6時間余りの画像の内，各画像
の冒頭 30 分間延べ150 分に対して樹上率を計算したの
が表 5である．動画を再生し地面とタワーを行き来する
瞬間の時刻を記録する方法で行った．屋外へ出た直後で
フィーダーに食べ物がある30 分間サンプルである9月7
日9：51から（Code No.120907A1） で 70.76％，その他は
93％から100％という極めて高い樹上率となっている．
これはフィーダーの切り株に張り付く2個体を除きほぼ
分かれる．食べ物が仕込まれていれば，2つの切り株
に 2個体がそれぞれつきっきりで採食行動を続けること
が多い．ジェーンは現在コユキに授乳中のため常に空腹
なのか，基本的に切り株派である．スージーはタワーに
上ってひとまわり（毛を逆立てて誇示行動をとることもあ
る） したあと，タワ 上ーで休憩モ ドーに入ることが多い．
屋外放飼場へ出てから約 30 分経過すると，仕込まれて
いた食べ物を概ね食べつくしてしまうのか切り株にいた
2個体もタワーへ登って落ち着くことが多い．この間テス・
レディ・アッキーの子供たち3人はじっとすることなく動
き回っている．
その後オトナは基本的にデッキや梁の上に座ったりお
互い毛づくろいをするなどゆったりと過ごす時間帯が続
く．子供たちは，ブランコやロープで一人遊びをしたり，
子供同士での追いかけっこやアカンボウのコユキを胸に
つかまらせて育児ごっこなど遊びに大忙しの時間帯もあ
れば，大人といっしょに昼寝する時間帯もある．
動きの時間的推移の傾向をまとめると，屋外へ出た直
後の約 30 分間はタワ とー地面（フィーダー） を行き来した
りタワ 上ーで動き回るなど身体行動の頻度は概ね高く，
フィーダーに食べ物が無くなり全員タワーに上ったあと
はゆっくりとした動きの時間帯が訪れ，正午から午後に
かけての暑い時間帯はタワ 上ーの日陰になる位置で昼寝
などして過ごす個体が多くなる．子供たちの動きの激し
いブランコ遊びや三次元鬼ごっこは，いつどこで始まる
かの予測は難しい．
これらのことから，比較的安定した動きの量が得られ
研究対象として適しているのは，屋外放飼場へ出た直後
の時間帯と考えられる．
4）行動カテゴリーの分類
　行動記録を行う際に用いる行動カテゴリーの分類を
行った．調査の過程で分類を試行した結果，表 4の 6
項 22分類を採用した．行動種別を，M :移動する，P:
遊ぶ，N:移動しない・動かない，S:社会的行動，F:採
食行動，O:その他，の 6 項に分け，さらに各行動を3
～ 6のカテゴリーに分けている．本研究が目的とする身
体行動が多く含まれる「M：移動する」を，MVU：場
所・高さを変えて上る，MVD:場所・高さを変えて下り
る，MH:比較的水平に移動する，MJ：大きく飛んで移
動する，MA:色々な要素間を移動してまわる，MG:地
表面で走る・歩く，の 6カテゴリーに分け，「P:遊ぶ」に
ついては，PA:一人遊び，PS:複数での遊び，PHN:ぶら
下がり遊び，の3カテゴリーに分けている．今回決めた
カテゴリーは「M:移動する」や「N:移動しない・動
かない」という「状態」を表すものと，「P:遊ぶ」や「S:
表4　行動カテゴリー分類
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表5　樹上率の算定
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②　行動持続時間
　記録に当たって時間軸の取り扱いについては，各行動
の持続時間や瞬発行動の間隔などを繰り返し観察した
うえで，以下の通りとした．ある一連の動きがさまざま
なカテゴリーの行動を含みながら継続している場合，1
分以上動きが無い（カテゴリー N の行動が続く） 状態が
続いた時点で記録を打ち切り，一つのタームが終了した
と見なす．１タームは単数または複数の行動の組み合わ
せで構成される．持続時間はターム全体及び各行動
の両者に対して計算する．なおカテゴリー N は10 秒以
上同じ状態（NSD，NDK など） が続いた場合に記録し，
10 秒未満の場合は他の行動間の接点と見なして無視
する．
　表7によれば，行動持続時間の合計は 3630 秒となり，
個体数×樹上にいた時間の総計 8916 秒（表 5 参照） に
占める割合は40.71％となる．これには「N：移動しない・
動かない」も含まれているが，1分以内に再度動き始め
た部分での計測なので，概ね4割の時間帯で各個体に
なんらかの動きが見られたと行って良い．特に子供達（年
齢カテゴリ ：ーYとC）は連続 10 分近く動き回っている
など，ほとんどじっとしていることがなかった．1行動当
たりの平均持続時間は 22.4 秒となるが，表 6の詳細を
見ると「上る：MVU」，「下りる：MVD」などの行動にか
かる時間は複数の要素間を動く場合でも長くて10 秒程
度であるため，カテゴリー N の行動を含むことにより長
くなっていると考えられる．
全ての個体が樹上で過ごしていることを意味する．全体
では92.7％となるが，この値は京都大学霊長類研究所に
おける調査注18）での81.1％，日本モンキーセンターにおけ
る調査注19）での 64.3％という数字と比べても高い数値で
ある．将来円山動物園で行動調査を行う際には効率的な
記録が可能と考えられる．
 （2）連続記録
①　目的と概要
　連続記録の目的は行動持続時間の計測，行動発現間
隔の計測，行動時の使用要素総量の把握，及び当初想
定した行動カテゴリーを記録の過程でより適した形に修
正することにある．
行動の正確で信頼できる記録を得るため，全個体の
全行動・使用要素・行動の持続時間・行動の発生時刻
と終了時刻を記録した．連続記録は膨大な作業量とな
ることが予想されたため，樹上率が若干低く地面とタ
ワーを行き来する場面が良く観察された30 分間（Code 
No.120907A1） をサンプルとして選択し詳細に記録した
結果の一部が表 6である．まとめ方について試行した結
果，行動・使用要素ごとに記録すると7個体の動きが同
時発生し抜けや重複が発生しがちなことがわかり，最終
的には一般の動物行動調査で広く用いられる個体ごとに
まとめる形で記録した．分量が多く30 分間全ての掲載
は難しいので抜粋で載せる．表6の各タームの概要をま
とめたものが表7である．
表 6　行動連続記録（抜粋）
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表 6　行動連続記録（抜粋）続き
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表7　行動連続記録概要
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③　行動に使用された高さと要素
　表7によれば，行動が観測されたタワ 上ーでの高さは
0ｍの地面から高さ13.26ｍの DK1D に及び，各ターム
で行動に使用された要素の高低差も最大13.26ｍ（地面
からDK1Dまで一気に移動していることを指す） に及ん
でいる．行動で使われた要素の数（休憩時の居場所も
含む）は延べ 508か所，１タームで使用する要素数は
最大で 87か所にのぼっている．
　観察を通しての概観としては，鉄骨については握りや
すい太さの丸パイプが良く使われている．休息に使わ
れる場所としてデッキ：DK 以外では，桟橋：ST や梁：
HG など幅のある要素に座りロープ等を握って安定を保
つ，という姿が良く見られた．移動の際などに良く使わ
れる要素の組み合わせ（ロープとロープ，ロープとパイ
プなど）  がある．タワーから地面へ下りる際には柱：
VC を使う場合もあるが，登る際にはロープ：LG や筋交
い：XPを使うことが多く柱を地面から垂直に登る姿は見
られないなど，上りと下りで使用する要素の傾向に違い
が見られた．
 （3）アドリブサンプリング
　次に動物行動調査の予備観察段階では有効とされる
アドリブサンプリングにより，観察期間を通じて気付いた
「目立つ」行動の際の要素使用の例について，その一部
を連続写真で紹介する．
①　図 9　デッキから直下のデッキに下りる：MVD
高低差1.5ｍのデッキ間 （DK3U → DK3D） を下りる動
作である．ロープ：LT13を使っている．
②　図10　場所・高さを変えて上る：MVU 
高低差1.5ｍのデッキ間（DK3U → DK2D） をオトナが
上る動作である．この個体はチャコ（年齢カテゴリーA）
で太っており全体的に動作が「ゆっくり」である．下り
る時と同様にロープ：LT13を使っている．
③　図11　水平方向へ移動する：MH
高さ9ｍ付近でのロープと水平材を使った移動．水平材：
HP12Uとロープ：LT15を使用したブラキエーション（腕
渡り）が見られる．このロープ：LT15は地表面との角度
が唯一45度以下で水平に近いロープであるが，非常に
利用頻度が高かった．
④　図12　一人遊び：PA 
ブランコを使った激しい遊び．タイヤを持って梁に上
りそこからダイブする．この個体はテス（年齢カテゴリー
Y） で身体能力が抜群に高い．
図10図 9
図 12図 11
動物園の立体構造物における樹上空間再現性評価の調査手法の研究
SCU Journal of Design & Nursing vol.7,No.1,2013 81
記してまとめる「行動サンプリング」を採択した．
　全ての行動カテゴリーを記録・分析の対象とすると作
業量が肥大するため，研究上重要な「大きな身体行動を
伴う動き：M・P 」に特化して測定することとした．
6）行動の記録方式
30 分間の連続記録をまとめる際，動画を繰り返し再
生しての記録に要した時間は延べ10 時間にのぼったこ
とから全ての収録画像について連続記録を行うことは得
られる情報量に対して作業量が多すぎるため妥当ではな
い．また行動の持続時間がカテゴリー N を含んでも平
均 22 秒と短いことから，瞬間サンプリングでは行動の
把握は難しく不適当である．
上記の理由により1－0サンプリングを応用し，ある
行動が「あったか：１」「無かったか：０」に「何回起こっ
たか：ｎ」を付加した形での記録方法を採用することと
した．また表7によれば 30 分間（1800 秒）で観察され
た行動数は162であり，平均 11.1秒間隔で行動が観察
されていることから，良く動く時間帯ではサンプリング
間隔は1分ではなくより短い30秒以下とするのが適当で
あるとわかった．
6　今後へ向けて
本研究での2日間の調査の後，引き続き収録した円
山動物園での動画を対象に，本研究で結論付けた観察
方法・要素分解・カテゴリー分類・測定方式・記録方
式により分析作業を開始する．その過程で最終的な研
究目的により即した分類法・調査法が発見されれば随時
改良して行く必要がある．
要素分解で言えば，今回の観察で最終的に採用した
7 項目69 要素に加え，ロープや柱など上下で近接する
要素が違うものについては，さらに上下で別の要素に分
けるなどの工夫をした方が分析で良い結果が得られる可
能性がある．また今回採用した行動カテゴリーには「状
態」を表すものと「目的」を表すものの両者が含まれる
ため，同時に 2つのカテゴリーが観察される形での記録
となっている点は，解析時の障害となる可能性があり改
善が求められる．
また来年度以降の研究へ向けて，円山動物園以外の
チンパンジータワーについて視察を行い調査対象施設
の選定，園からの承諾取り付けとタワー図面の入手など
今後の調査の準備作業を進める必要がある．
現時点でタワー構造のバラエティ・観察のしやすさ・
飼育個体数などの面から候補として考えられるのは，
図13旭川市旭山動物園（タワー高16ｍ，飼育数 11），
5　考察
1）調査施設の条件
　調査施設に求められる条件として，屋外タワーの構
造がある程度複雑で要素のバリエーションが豊かである
ことの他に，タワー周囲の見通しが良く観察に適してい
ること，また身体行動の発生頻度が高ければ必要な情
報量を得るための観察時間も短縮できるため，飼育個
体数がある程度多く身体運動の多い若い個体が含まれ
ていること，の3点が重要であることがわかった．
2）観察方法
　静止画での記録及び目視では本研究に必要な情報は
得られないことがわかった．ビデオカメラによる動画の
収録を基本とし，並行して収録時間の行動全体の流れ
についてメモを取り動きの多い時間帯を把握し，要所で
の静止画撮影を行うことで，分析時に採用する動画の取
捨選択が容易になり効率的な分析が可能となることがわ
かった．チンパンジーが屋外放飼場へ出された直後が
一定の動きが必ず発現されると期待でき，調査の時間帯
として望ましいと思われた．
3）タワーの要素分解
最終的に7 項目69 要素に分解した．行動発現の際
に同時使用する頻度の高い要素の組み合わせを見ると，
要素単体の機能もさることながら，近接する要素同士の
距離感・角度等が影響している可能性があると思われた．
4）行動カテゴリーの分類
行動種別を 6 項目22カテゴリーに分類した．M：移
動する，P：遊ぶ， N：移動しない・動かない，  S：社会的
行動， F：採食行動， O：その他，の 6 項に分け，身体行
動が多く含まれる「M：移動する」を，6カテゴリー，「P：
遊ぶ」を3カテゴリーに分けた．カテゴリー数が多すぎ
ると作業量が増え，少なすぎると有効な解析結果が得
られない．この分類数が最適かどうか今後の分析作業
で検証し修正していく事が必要である．
5）行動の測定方式
「3）タワーの要素分解」で述べたように，「行動」に
絡む要素の要因特定には要素単体ではなく複数要素の
組み合わせに関する解析の必要性が感じられた．「要素」
ごとに整理する形にすると複数要素間の関係性の解析
が難しくなる．そこで「行動」ごとに使用要素を複数併
記で測定し，各行動で使用したタワー要素(複数)・そ
の他の項目（年齢カテゴリー・身体の使い方など） を付
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注5） 落合 （大平） 知美・松沢哲郎：飼育チンパンジーの
環境エンリッチメント－高い空間の創出とその利
用．霊長類研究，15，pp.289-296，1999　
注 6） 落合 （大平） 知美・松沢哲郎：飼育チンパンジーの
環境エンリッチメントを目的とした木製構築物の
導入とその評価．動物心理学研究 51（1）pp.1-9，
2001
注 7） 長野秀美：京都市動物園のチンパンジー行動調査．
SAGA14，2011
注 8） 木村元大：東山動物園のチンパンジータワー利用
状況の長期調査．SAGA13，2010
注 9） 中島麻衣：チンパンジーの空間利用と行動の関係．
SAGA14，2011
注10）山崎彩夏・武田庄平・黒鳥英俊：新規飼育環境
がオランウータンの行動に与える影響 （2005） ,飼
育下オランウータンにおける行動エンリッチメン
トの効果について（2006）,飼育環境の変化と飼育
下オランウータンの行動パターン変容との関連性 
（2007）．いずれも日本霊長類学会大会 （21-23）
注11）注 5参照
注12）国立天文台編：理科年表（机上版）平成 24 年第
85冊．丸善出版，pp.186，2011
注13）気象庁 HP　気象統計情報　過去の気象データ検
索：
 http://www.jma.go.jp/jma/menu/report.html
注14）注 12 参照
注15）中村美知夫：チンパンジー－ことばのない彼らが
語ること：中公新書 1997　中央公論新社，pp.55-
56，2009
注16）注 4 参照
注17）Environmental Enrichment Scientific Methodology 
Workshop：Oregon National Primate Research 
Center Portland，OR，USA．20 August 2011
（ICEE10：第 10 回国際環境エンリッチメント会議
の出席者を対象に開催され，筆者も参加した）
注18）注 5参照
注19）注 6 参照
図14日立市かみね動物園（タワー高11ｍ，飼育数 8），
図15 名古屋市東山動植物園（タワー高11ｍ，飼育数 7），
図16東京都多摩動物公園（タワー高15ｍ，飼育数 22）
の 4園である．
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　今回の調査に当たり，快く承諾をいただいた円山動物
園飼育展示課課長柴田千賀子氏，また放飼場内の実測
に当たりご協力下さった同園飼育展示課チンパンジー担
当の皆様に心から感謝申し上げます．
注
注 1） 円山動物園新動物館新築工事基本設計・実施設
計：鉄川越山特定共同企業体（主任技術者　堀
田里佳），1998～1999
注 2） 堀田里佳：構想を図面に－設計者の苦労－．
SAGAシンポジウム2,1999.11
注 3） 落合 （大平） 知美：国内類人猿施設タワー一覧
2009，作成者本人より入手，2011 
注 4） Paul Martin ・ Patrick Bateson 著，粕谷英一 ・ 近
雅博 ・ 細馬宏通訳：行動研究入門－動物行動の
観察から解析まで．東海大学出版会，  pp.33-61，
1990
図13 旭川市旭山動物園 図14 日立市かみね動物園
図15 名古屋市東山動植物園 図16 東京都多摩動物公園
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れていない．本研究は井上の研究を包含したうえで更に内容
を深く掘り下げ，現在までの継続した木質構造に関する研究
動向の現況を提示するものである．
2011年 3月に発生した東北地方太平洋沖地震により，木質
構造の耐震性，津波への対応等があらためて注目されている．
木質構造に関する研究は主として日本建築学会および日本木
材学会で発表されているが，両学会の間には，研究の方向性
に違いがあることが，井上により述べられている 5）．井上が調
査報告を行った 2000 年は，1995 年に発生した兵庫県南部地
震による両学会への影響が見られ始めたばかりの頃である．
本研究は，井上が行った1956 年から1999 年までの研究
の検証，および井上の研究では行われていない，2000 年か
ら2010 年迄に日本建築学会および日本木材学会に発表され
た研究の調査，特に木質部材構造実験に関する調査を行い，
井上の研究後の木質構造分野における研究動向を，日本建
築学会および日本木材学会を中心として明らかにし，両学会
における実験を主とした研究の方向性を確認する．そのこと
により，今後必要とされる研究課題を抽出することを目的とす
る．
1．緒言
これまで日本建築学会に発表された1956 年から1999 年ま
で，日本木材学会に発表された1976 年から1999 年までの木
質構造 1)2)に関する既往研究の動向については，井上正文注1)
により調査報告 3)4)5)がなされている．井上の研究では，論文
タイトルを基にデータベ スー入力の為の分類を行っており，そ
の項目は分野，タイトル，著者，掲載誌，キーワ ドー，研究テー
マ分類，使用材料分類，構法分類，部材分類，研究形態別
分類で，これらを件数，割合等毎に図表化し考察を加えてい
る．
井上が研究発表した 2000 年は CiNii 注 2) を運営する国立
情報学研究所が設立された年で，インターネットによる論文
検索システムも現在のようには発達しておらず，またそれまで
急増，多様化する木質構造研究を整理し分類するためのデー
タベ スー化を行った研究者はいなかった．全国の研究者が木
質構造に関しどのような研究を行っているのか，その動向を
把握するために，井上の行った研究の意義は大きい．
しかし井上の研究では，実験内容に関する詳細な項目は設
定されていない．また井上の研究以後，同種の研究は報告さ
抄録：本研究では，1956 年から2010 年までに日本建築学会および日本木材学会に発表された，木質構造に関する
既往研究 4743 件の内容について分類を行い，日本建築学会および日本木材学会の木質構造分野における研究動向
を明らかにした．既往研究論文の収集元には CiNii を用い，収集した論文の内容を設定項目に従って入力し，デー
タベ スー化して分類を行った．設定項目は井上正文の研究を踏襲し，実験に関する項目を新たに設定した．各項目
の件数の推移や割合を中心に比較，検討，考察を行った．1956 年から2010 年までの木質構造に関する研究動向は，
1995 年に発生した兵庫県南部地震を契機に変化が見られた．日本建築学会では耐震性能に関する研究件数が増大
し，日本木材学会では減少した．また，各年代の主体となるテーマは，日本建築学会では年代毎に変化し，日本
木材学会では一貫して材料・性質に関する研究が主流であった．1956 年から2010 年までの木質部材構造実験に
関する研究動向は，兵庫県南部地震を契機に変化が見られた．日本建築学会では地震発生前は部材への加力実験，
構面に対する面内せん断実験などが主流であったが，地震発生後は耐震性能に関する実験が主流となった．日本
木材学会では地震発生後に木質部材構造実験に関する研究数が減少した．主流となる実験内容に大きな変化は無
かった．日本建築学会における耐震性能に係る実験では加振実験が最も件数が多く，加力方法は水平加力，振動
台が主流であった．
キーワード：木質構造，文献調査，データベ スー，研究動向 
1956年から2010 年までの木質構造における研究動向
‒日本建築学会と日本木材学会を主なる対象として‒
諸澤　良浩 1)　　羽深　久夫 2)
1)札幌市立大学大学院デザイン研究科修士課程 , 2)札幌市立大学大学院デザイン研究科
1)北海道職業訓練支援センタ （ー〒063-0804 北海道札幌市西区二十四軒４条１丁目４−１）
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3)集計の年代設定
　集計の年代設定を行うにあたり，5年毎に集計した井上の
方法を基本とし，その他 3年毎および 10 年毎に集計したデー
タを作成し（図1，図 2，図 3）検証を行った．
3年毎に集計したデータ（図2）は 1980 年以前の値が小さく
なり過ぎ，項目分けを行う際に支障をきたす恐れがある．10
年毎に集計したデータ（図3）は 5年毎に集計したデータ（図
1）と比較して各年代の推移の変化が大きくなり過ぎ，細かい
考察には適さない．以上の点から，本研究では 5年毎に集計
したデータを用いて作業を進めることとした．
2．研究方法
1)概要
本研究では1956 年から2010 年までに発表された日本建築
学会と，1976 年から2010 年までに発表された日本木材学会
の木質構造に関する既往研究 4743 件注 3) の内容について調
査を行う．既往研究論文の収集元にはインターネットによる
学術論文検索サイトCiNii6)を用いる．収集した論文の内容を，
設定した項目に従って作成した一覧表に入力し，データベ スー
化して分類を行う．分類の項目は井上の研究を踏襲する．年
代については妥当性を検証した上で井上の研究を踏襲し，5
年毎にまとめる．また実験に関する項目を新たに設定する．
設定にあたり実験に関する研究報告2957件注 4)を調査し項目
名と詳細を決定する．分類は井上の研究では論文タイトルを
基に行っているが，本研究では内容注 5)まで確認し，それを
基に行う．分類後，各項目の件数の推移や割合を中心として
図表化する．図表化したデータを比較検討し，考察を行う．
2)既往研究の収集
CiNii を用い日本建築学会および日本木材学会に発表され
た木質構造に係る研究論文を検索し収集する．具体的な検
索および収集方法は以下の通りとする．
(1)CiNii入力項目
CiNii 詳細検索の各入力欄に，表1の各文字を入力する．
(2)収集元と選択作業
表1の文字を入力して表示されたタイトルのうち，日本建築
学会については日本建築学会大会学術講演梗概集，論文報
告集，技術報告集における木質構造に関する研究論文を選
択し，PDF 化された本文の内容を見る．日本木材学会につい
ては木材学会誌に発表された木質構造に関する研究論文を
選択し，日本木材学会のホームページ 7) および市販されてい
る CD－ROM8)を用いて本文の内容を見る．その中から本研
究に必要な研究論文を選択確定し収集する．
表 1　 CiNii詳細検索入力欄入力項目と内容
図1　日本建築学会の 5年毎の発表研究件数の推移
（1956 年～1999 年）
図 2　日本建築学会の 3 年毎の発表研究件数の推移
（1956 年～1999 年）
図 3　日本建築学会の10 年毎の発表研究件数の推移
（1956 年～2010 年）
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とする．研究論文の件数は棒グラフで示し，割合は円グラフ
で示す．件数と割合を同時に示す際は棒グラフと折れ線グラ
フを用いる．
3．結果
1) 1956 年から1999 年までの木質構造に関する研究動向
(1)木質構造に係る事象年表
井上の研究 5)によると日本建築学会の研究動向は，その時
の経済，社会情勢により大きく変化することが述べられてい
る．よって本研究では木質構造分野に係る事象年表を記し（表
4），年表と比較しながらその検証も行うこととした．
 
(2)日本建築学会の研究動向
1956 年から1999年までに日本建築学会大会学術講演梗概
集，論文報告集，技術報告集に発表された木質構造に関す
る論文 1505 件について，5年毎の件数の推移を図 4に，各
研究テーマの割合を図 5に示す．同時に井上の研究結果も示
す．
発表件数の推移に関し，1950 年代後半から1970 年にかけ
て発表件数は減少している．この間，日本は鉄筋コンクリー
ト造建物が多く建設された高度成長期にあたり，そのことが
一因となったと考えられる．1971年以降は件数が増加傾向に
あり，特に兵庫県南部地震が発生した1995 年以降は件数の
増加が顕著である．
井上の研究の総件数は1576 件であり1991年以降の各年代
で本研究は井上の研究よりも少ない結果となったが，本研究
では論文の内容も確認しており，タイトルに木質構造系の言
4)データベース作成
(1)データベース入力項目
表計算ソフトを用い，データベ スーを作成する．データベー
ス作成にあたり，その入力項目を14 項目設定する．項目1か
ら10（表 2）までは井上の研究において設定されたものを踏襲
する．実験に関する項目11から14（表 3）は本研究において
新たに設定したもので，日本建築学会および日本木材学会に
発表された実験に関する研究報告2957件を調査した上で項
目名と詳細を決定した．
(2)一項目に二つ以上の内容がある場合の対処法
データベ スー作成にあたり，6 研究テーマ分類に関してはタ
イトルと内容を確認し，二つ以上のテーマがある場合，主と
なるテーマに分類する．その他の項目で二つ以上の内容が入
る場合は欄内に全て記載する．研究内容が複合している場
合も，内容を確認した上で主となるテーマを判断し分類する．
複数の記載を行う際は，先に書かれたものを上位とする．
5)図表化
データベ スーを元に，必要な内容を図表化する．図表作成
にあたり，実験数については一つの論文内で行われている実
験の件数を全て数える．ただし木質構造研究論文全体に対
する実験を行った論文の割合を出す際は，一つの論文を1件
表 2　井上のデータベース入力項目
表 4　木質構造に係る事象年表
表3　本研究で追加したデータベース入力項目
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葉が入っていても ,内容により除外した研究 9)10)があり，その
差が表れたと考えられる．しかし兵庫県南部地震が発生した
1995 年以降から，発表件数が著しく増加するという傾向は検
証出来た．
各研究テーマの割合について，最も高い割合を示している
のは〈接合〉に関する研究で 20.3％となった．次いで〈材料・
性質〉に関する研究が多く17.5％，以下〈耐震性能〉14.0％，
〈構法〉13.4％，〈各部材〉10.0％，〈伝統建築・歴史〉3.4％，
〈その他〉7.0％という結果となった．
井上の研究と比較すると，〈接合〉と〈その他〉の割合に違
いがみられるが，テーマ順位などの傾向は検証出来た．
(3)日本木材学会の研究動向
1976 年から1999 年までに日本木材学会誌に発表された研
究 3648 件のうち，木質構造に関する研究 672件の 5年毎の
件数の推移を図 6に，各研究テーマの割合を図 7に示す．
同時に井上の研究結果も示す． 
発表件数の推移に関し，1976 年から1995 年までは，増加
傾向にある．1996 年から1999 年までは4 年間のデータであ
るため，減少している．
井上の研究では1976 年から1999年までに日本木材学会大
会要旨集に収録された化学系注 5），生物系注6），機械系注 7）を除
外した木質構造・材料関係論文 2598件の調査を行っており，
1996 年から1999 年のデータも増加傾向にある．本研究との
違いの原因は，調査対象と調査件数の違いによるものと考え
られる．
　各研究テーマの割合について，日本木材学会誌に発表され
た3648 件に対する各研究テーマを日本建築学会と同様の分
類項目で表した．（図7上） ここでは，その他の項目を木質構
造系と，井上の研究に倣い，化学系，生物系，機械系にまと
めたものの2種類とした．その結果，木質構造に関係する研
究テーマの割合を合計すると，18.4％となった．
井上の研究は木材学会大会要旨集に収録された研究11049
件を対象として調査が行われた．その内容を木質構造系と
その他に分類し，割合を示している．（図7中） 本研究では木
材学会誌に発表された論文 3648 件を調査対象としているた
め単純に比較出来ないが，全件数に対する木質構造関係論
文の割合，その他（化学系，生物系，機械系） の論文の割合
をみると，本研究では木質構造系18.4％，その他 81.6％と
なったのに対し，井上の研究では木質構造系 23.4％，その
他76.6％となっている．本研究との違いの原因は，調査対象
と調査件数の違いによるものと考えられる．
　その他（化学系，生物系，機械系） を除いた各研究テーマ
の中で，最大の割合を示したのは〈材料・性質〉に関する研
究であった．（図7下）
本研究
井上の研究
図 5　各研究テーマの割合（日本建築学会）
本研究（全体）
（件）
井上の研究（全体）
（件）
図 6　5年毎の件数の推移（日本木材学会）
本研究（全体）
（件）
井上の研究（全体）
（件）
図 4　5 年毎の件数の推移（日本建築学会）
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(2)日本木材学会の研究動向
　図10-1,図 10-2に 2000 年から2010 年までに木材学会誌
に発表された 198件の研究について，5年毎の件数の推移を
示す．図 -11に研究テーマの割合を示す．尚5年毎の推移は
1976年から表示する．各研究テーマの割合はその他 （化学系，
生物系，機械系） を含めたものを表示する．
〈全体〉 の推移をみると，日本建築学会と違い，日本木材
学会では 1995年の兵庫県南部地震発生後，発表件数が減
少している．これは 1976 年からの全ての年代で最も大きな
割合を占める〈材料・性質〉 に関する研究の件数が1996 年以
降減少しており，その影響が表れているためである．その原
因として，地震発生後に研究論文発表の場を建築学会に求め
た研究者が増加した注 8)ことなどが考えられる．他の研究テー
マの件数はいずれも横ばい傾向にある．研究テーマの主流
は一貫して〈材料・性質〉 である．
　
2) 2000 年から2010 年までの木質構造に関する研究動向
(1)日本建築学会の研究動向
　図 8-1,図 8-2に 2000 年から2010 年までに建築学会大会
学術講演梗概集，論文報告集，技術報告集に発表された
2368 件の研究について，5年毎の件数の推移を示す．図 -9
に研究テーマの割合を示す．尚5年毎の推移は1956 年から
表示する．
　〈全体〉 の件数は1995 年に発生した兵庫県南部地震後，急
激に増加した．その要因は〈耐震性能〉 の増加である．
地震の被害調査，分析の報告が行われ，さらに振動実験な
どで多くの耐震性能確認のための研究が行われた結果と言え
る．〈耐力壁〉 も1991年より一旦減少するが地震発生後再び増
加した．各研究テーマの割合において〈耐震性能〉 に関する
研究の割合が，それまで最大の〈接合〉 を抜き最大となった．
1995 年以前は〈接合〉 が研究テーマの主流であったが，地震
発生後は耐震関係が主流となった．〈接合〉 は 1992 年の建築
基準法改正や1995 年の建設省住指発第176号（接合部の緊
結合） 制定以前に発表数を増加させており,法改正前の実験
や検証が行われたことが考えられる．各研究テーマが増加傾
向にある中，〈各部材〉 は横ばい傾向である．1990 年以前 0
件の〈伝統建築・歴史〉 は，最近の10 年間で増加の割合が
非常に大きく、近年注目されていることがうかがえる．
（件）
全体
接合
（件）
材料・性質
（件）
耐力壁
（件）
図 8-1　5年毎の件数の推移(日本建築学会 )①
本研究
（化け学系 ,生物系 , 
機械系その他含む）
井上の研究
本研究
（化け学系 ,生物系 , 
機械系その他含まず）
図 7　各研究テーマの割合（日本木材学会）
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接合
（件）
材料・性質
（件）
耐力壁
（件）
耐震性能
（件）
構法
（件）
（件）
全体
（2000 ～ 2010）
図 9　各研究テーマの割合（日本建築学会） 図10-1　5年毎の件数の推移 ( 日本木材学会 )①
図 8-2　5年毎の件数の推移 ( 日本建築学会 )②
（件）
構法
（件）
各部材
（件）
伝統建築・歴史
（件）
その他
耐震性能
（件）
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1995 年に発生した兵庫県南部地震後増加している．しかし木
質構造分野全体における実験の割合は1996 年から2000 年
までの間で一旦減少した．これは地震発生後まず被害状況
の調査が行われ，その報告件数が大きな割合を占めたためと
考えられる．図 12に各年代の実験内容の割合を示す．1960
年代までは部材に対する曲げ，引張り，圧縮，せん断などの
実験が主流であったが1961年から面内せん断に関する実験
が行われるようになり，曲げ実験と共に大きな割合を示して
いる．その後，実大水平加力実験などが増加し，兵庫県南
部地震以降は面内せん断および加振に関する実験が主流と
なっている．これらは、主として耐震性能や耐力壁に係るも
のである．
3)木質部材構造実験に関する調査
(1)日本建築学会の研究動向
　1956 年から 2010 年までに発表された日本建築学会の木質
部材構造実験に関する実験件数 2026 件に対し，分類した
実験内容別の件数を表 5に示す．各実験の占める割合を図
13に示す．最大の値を示したのは面内せん断実験で 582件
(28.7％)であった．次いで加振実験の 349 件(17.2％)，曲
げ実験の 233件(11.5％)であった．最少は曲げせん断実験
で 2件(0.1％)であり，次いでねじり実験の3件(0.2％)であっ
た．図 11に 5 年毎の木質部材構造実験に関する実施件数
の推移を示す．棒グラフは件数を示し，折れ線グラフは木質
構造分野全体に対する実験数の割合を示す．実験の件数は
部材
（件）
伝統建築・歴史
（件）
その他（木質構造系）
（件）
図10-2　5年毎の件数の推移 ( 日本木材学会 )②
（2000 ～ 2010）
図 11　各研究テーマの割合 ( 日本木材学会）
表 5　実験内容別件数 ( 日本建築学会 )　　　　　（件）
図12　各実験の占める割合 ( 日本建築学会 )
図13　 5年毎の実験件数の推移 ( 日本建築学会 )
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 (2)日本木材学会の研究動向
　1976 年から 2010 年までに発表された日本木材学会の木質
部材構造実験に関する実験件数 931件に対し，分類した実
験内容別の件数を表 6に，各実験の占める割合を図 15に示
す．最も大きな値を示したのは，その他を除くと曲げに関す
る実験で 224件(24.1％)であった．次いでせん断実験の 92
1961年～1965 年
1966 年～ 1970 年
1971年～1975 年
1976 年～1980 年
1981年～1985 年
1986 年～1990 年
1991年～1995 年
1996 年～ 2000 年
2001年～ 2005 年
2006 年～ 2010 年
図14-1　各年代の実験内容の割合 ( 日本建築学会 )①
図14-2　各年代の実験内容の割合 ( 日本建築学会 )②
1956 年～1960 年
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件(9.9％)となった．日本建築学会では 5 番目に大きい割合
だった実大水平加力実験は，1件 (0.1％)であった．日本建
築学会では 3 件のみだった，ねじりに関する実験は，15 件
行われている．これは，日本木材学会では部材に対する曲げ
実験の割合が大きいが，その際曲げ変形とせん断変形を分
離する為に，別途ねじり実験 11）を行い，この結果からせん断
剛性を求めてせん断変形を算出し，曲げ実験の全体変形から
差し引くという手法が取られる．そのため，ねじり実験の件
数が多くなったと考えられる．日本建築学会では曲げせん断
実験は 2件行われているが日本木材学会では 0 件であった．
図16に 5年毎の木質部材構造実験に関する実施件数の推移
を示す．2001年以降、実験件数が減少するのは、日本木材
学会における木質構造分野の発表件数の減少に伴ってのこと
と考えられる．図17-1,図 17-2に各年代の実験内容の割合
を示す．各年代において最も大きな割合を示しているのは，
その他を除くと曲げに関する実験である．また部材に対する
引張り，圧縮，せん断に関する実験の割合も各年代で大きな
割合を占める．逆に，木造軸組などに対して行われる面内せ
ん断や加振に関する実験の割合は各年代で小さいものである
が，兵庫県南部地震発生後の1996 年以降は増加傾向にある．
表 6　実験内容別件数(日本木材学会 )　  （件）
図 15　各実験の占める割合 ( 日本木材学会 ) 図17-1　各年代の実験内容の割合 ( 日本木材学会 )①
図16　5 年毎の実験件数の推移（日本木材学会）
1986 年～1990 年
1991年～1995 年
1996 年～ 2000 年
1981年～1985 年
1976 年～1980 年
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4．考察
1956 年から2010 年までの木質構造に関する研究動向につ
いて，両学会共1995 年に発生した兵庫県南部地震を契機に
変化が見られた．日本建築学会では地震発生以前は研究テー
マに極端な偏りは無かったが，発生後研究件数が増大し，そ
の要因は耐震性能に関する研究の増大であった．日本木材
学会では兵庫県南部地震発生後，研究件数が減少した．こ
れは，日本木材学会では現在まで一貫して材料・性質に関
する研究が主流であり，耐震性能に関する研究を行った研究
者が日本建築学会に発表の場を求めたことなどが考えられる．
日本建築学会における耐震性能に係る実験では，加振実験
が主流であり，その加力方法は水平加力，振動台が主なもの
である．今後は加力内容や制御方法まで調査を行うことで，
より詳細な考察が可能となる．
5.結論
大地震による建物被害が発生するたびに，建築の構造分
野はその研究動向に大きな影響を受けてきた．特に1995 年
に発生した兵庫県南部地震による甚大な被害が建築技術者
に与えた影響は大きい．なかでも木質構造は在来軸組構法
の建物が多く倒壊し，火災によって多くの犠牲者を出した．
このことから在来構法の強度，耐震性の確認が急務となり，
(3)耐震性能に係る実験の研究動向
　2000 年から 2010 年までの 11年間に日本建築学会におい
て発表された研究中，最も大きな割合を占めたのは耐震性
能に関する研究であった．図 18に日本建築学会における耐
震性能に関する研究数とその研究において行われた実験数，
研究数に対する実験数の割合，図19に実験の内容構成を示
す．1995 年に発生した兵庫県南部地震後、耐震性能に関す
る研究および実施実験数が増加した．実施実験数および研
究数に対する実験数の割合は 1996 年から2000 年で 55 件
(31.1％)，2001年から2005 年で 131件(32.9％)，2006 年か
ら2010 年で 227件(42.5％)と，年代が進むにつれ増加した．
全年代における実験内容の構成は，加振実験が最大で 203
件(48.5％)，次いで面内せん断実験が128 件(30.6％)となっ
た .図 20に耐震性能に係る加振実験で用いられた加力方法
の件数を示す．ジャッキ，アクチュエーター，重機などによる
水平加力が214 件(50.9％)，次いで振動台152件(36.2％)，
起振機18 件(4.3％)，その他 36 件(8.6％)であった．
2006 年～ 2010 年
図17-2　各年代の実験内容の割合 ( 日本木材学会 )②
図 19　耐震性能に関する実験の内容構成( 日本建築学会 )
図18　耐震性能に関する研究数・実験数・実験数の割合
図 20　加振実験の加力方法別件数(日本建築学会 )
（件）
2001年～ 2005 年
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注 8) 例えば有馬孝礼など .出典：有馬孝礼：木造住宅の耐
震 .木材学会誌 43(7):525-531,1997.出典：有馬孝礼：
木造軸組構法による実大住宅の構造実験 (その 1 供
試建物の概要と変形量の分布 )日本建築学会大会学術
講演梗概集,pp.119-120,1996
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ベース化 (その 2）日本建築学会関係論文に見る年代別
の研究テーマ構成比 .日本建築学会大会学術講演梗概
集,pp197-198,1999
5）井上正文・田中圭・熊澤範興：木質構造研究の変遷‐日
本建築学会および日本木材学会における研究動向 -.日本
建築学会九州支部研究報告(39):413-416，2000
6） CiNii：Cinii Articles ホームページ．
　 http://ci.nii.ac.jp/
7）日本木材学会：日本木材学会ホームページ 2011.
http://www.jwrs.org/
8）日本木材学会：日本木材学会論文データベース 1955-
2004 木材学会誌 /Journal of Wood Science日本木材学会
編 .東京：海青社,2005.
9）米谷朋恵・大松俊介・室崎益輝・鈴木有：阪神・淡路大
震災時の木造建物における人的被害発生要因に関する研
究 その2‐北淡町富島地区のケ スースタディを通して‐.日
本建築学会大会学術講演梗概集,pp437-438, 2000
10)石井将仁・河森公男・久田嘉章：直下型地震による東京
都港区・木造家屋の地震被害想定 .日本建築学会大会学
術講演梗概集,pp95-96, 2000
11)吉原浩・太田正光：ねじり試験で得られた木材のせん断
応力 - せん断ひずみ関係の解析‐．木材学会誌 43(6)：
457-463,1997
数多くの調査や実験が行われている．しかし，その研究動
向について調査分析を行った例は，わずかに井上正文の研究
があるのみであった．またその井上の研究も1999 年までの
調査であり，兵庫県南部地震の影響を完全に反映させてい
るとは言い難い．本研究では，井上の研究の検証を行った
上でその後の調査も行い，更に実験に関する調査も加えた．
だが2011年に発生した東北地方太平洋沖地震による建築構
造分野への影響が表れるのはこれからである．今までのよう
な振動に関するもの以外に，津波という複雑な外力に対する
研究が求められ，実験に関してもより高度で複雑なもの，曲
げせん断加力のように今まで行われていなかったものが要求
されると予想でき，その調査も今後の研究課題抽出に役立
つ．また例えば伝統建築・歴史など地震の影響とは関係無く
近年注目されてきたテーマもあり，その中で行われている実
験に注目することで，今後必要とされる研究課題抽出の幅が
大きく広がると期待される．
※本論文は 2012 年札幌市立大学大学院デザイン研究科修士
論文を加筆，修正したものである。
注
注 1）大分大学工学部教授．木材及び竹材の接合技術,既
存木造建物の耐震補強法 ,木造住宅の解体工法開発
等の研究を行う．
注 2） 国立情報学研究所論文情報ナビゲーター CiNii：学協
会刊行物・大学研究紀要・国立国会図書館の雑誌記
事索引データベースなど、学術論文情報を検索の対象
とする論文データベ スー・サービス.
注 3）日本建築学会において1956 年から 2010 年までに発表
された 3873件,および日本木材学会において1976 年
から 2010 年に発表された 870 件の木質構造に関する
研究について調査を行った.
注 4）日本建築学会において1956 年から 2010 年までに発表
された 2026 件 ,および日本木材学会において1976 年
から 2010 年に発表された 931件の木質部材構造実験
について,実験内容 ,加力方法 ,加力内容 ,制御方法
に関し調査を行った .
注 5）樹木から発生する化学物質に関するものなど.出
典：宮内雄：アンジェコ材の抽出成分.木材学会
誌 22(1):47,1976
注 6）樹木の細胞, 菌類に関するものなど.出典：福田忠徳：
樹木形成層の組織培養に関する研究 (第 3報).木材
学会誌 22(2)：112,1976
注 7）機械, 工具に関するものなど.出典：木村志郎：丸ノ
コのローラ腰入れに関する研究 (第 2報).木材学会誌
22(3)：139,1976
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1985
【翻訳本】訳者名：書名 pp.掲載頁，出版社，発行年（西暦）
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１１．電子情報公開
採択された原稿が電子情報（学内および学外の公的媒体等）にて開示されることを了承の上，投稿することを掲載条件とする．
１２．別刷り
　　著者の希望に応じて，別刷りを有償で提供する．希望する著者は，投稿時に希望部数を表紙に記して申し出ること．
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編　集　後　記
　「SCU Journal of Design & Nursing －札幌市立大学研究論文集第７巻」を発行いたします．今回の本論文集は最終的に原著論
文 3 編，研究報告 5 編と研究ノ トー1 編という構成になりました．9 編の論文はデザイン学部と看護学部の研究者がおおよそ半分
ずつ執筆しています．
札幌市立大学は開学から７年が経ち，大学生から博士後期課程 ( 博士 )１期生までが在学する充実した構成となって来ました．
今回の論文集では 2 編は修士課程の学生が第１著者となっており，今後ますます大学院生や若手の研究育成にも貢献するという
役割が重要になってくるでしょう．今後とも本論文集の質を向上させていかなければならず，この一環として，次年度は本論文集の
概要を外国の読者にも知っていただくために，全論文に英文抄録を付けることを検討しています．
今後は，教員の教育研究活動がさらに充実し，本論文集が市民に広く公開され，本学の教育および研究活動への理解と協力を
得られる役割を担えるように念じております．
ご多忙な中，論文を投稿していただいた皆様，および査読をご快諾いただいた皆様に感謝申し上げます．あわせて論文集の編
集を積極的に遂行してくださった紀要編集委員，委員以外の担当協力者の皆様と所轄事務局の皆様に心から感謝申し上げます．
今回，編集期間が短く査読や論文修正に時間の余裕がなかったことや，編集スタッフの人数不足などにつきましては，関係する皆
様にご迷惑をおかけしました．これらにつきましては，現在，次年度に向け大幅な解決策を検討しているところです．
今後も本論文集の発刊に向けたご協力をよろしくお願いします．
　平成 25（2013）年 3 月
紀要編集委員長　矢　部　和　夫
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